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　──わたしは、未来に起こることが何となく分かった。

　子どもの頃ころ、それこそ物心つくかつかないかという歳としで、教えられていない歴史とか、まだ草案段階の政策の完成形なんかが、既き視し感かんと共に思おもい浮うかぶことがあったのだ。

　他の分野においても妙みように飲み込みがよくて、周りの大人たちはわたしを天才だ神童だと言って褒ほめてくれたし、わたし自身、ちょっとその気になっていた時期もありました。

　しかし現実はそんなにポコポコ天才生まない。

「わたし、コレ、知ってた……！」

　そりゃ飲み込み速いし、まだ決まってない政策だって見通せるはずだよ。些さ細さいな予兆から大きな事件を推測できるよ。

　だって、知識を持ってたんだから！

　戴たい冠かん式しきのためにドレスアップした姿を鏡で確かく認にんしたところで、わたしの頭に電でん撃げきが走り、色々思い出してしまった。

　古典的表現に分類される、黒バックにビシィ！　って雷かみなり走るやつ。分かりやすく、大おお袈げ裟さに表現されてるだけだと思ってたけど、意外と正しかった。

　体験してみないと分からないことが、世の中って沢たく山さんあるよね。始めに描えがいた人も、実体験して表現したに違ちがいない。

　──じゃなくて。

　目の前に映るのは、燃えるような赤い髪かみと、温度の高い炎ほのおをそのまま宿したかのような青い瞳ひとみの美少女。ただし、ちょっと──いやかなり、気が強そうな顔立ち。

　自分で美少女言うなって？　いやいや、客観的な事実ですよ。公式サイトのキャラ紹しよう介かいでも美人って書かれてた。まあ、二次元で美形じゃないキャラって、キャラ付けされるため以外には存在してないと思うけどね。凡ぼんって言われててもやっぱり美形。そりゃそーだ。エンタメだもんよ。

　まあとにかく、わたしは鏡に映る彼かの女じよを知ってる。『彼女』は不思議の国のアリスをモデルにした乙女おとめゲームの悪役として登場する、ハートの国の女王、エリノア・ハートだ。

　うん、わたしの名前もエリノア・ハートです。

　今この瞬しゆん間かんまでさっぱり忘れてた記き憶おくだけど、きっとぼんやりと頭の隅すみには残ってたんだと思う。それが立ち絵と似た恪かつ好こう──女王正装スタイルという見知ったものに刺し激げきされて一気に噴ふき出した感じ。

　ゲームのエリノアにそっくり……、っていうか、思い返せば設定から何から同じだ。まるでゲームの世界に入り込んだみたいに。

　いやいや、まさかでしょう。だってそれ、どういう理り屈くつなの。

　でも、今のわたしはどう見てもエリノア・ハートだ。これまでは姫ひめだったけど、今日からは女王になって肩かた書がきも揃そろう。

　お父様とお母様の間に子どもはわたし一人だから、いずれ女王になるのはほぼ決定事じ項こうとして過ごしてきた。でもそれは、こんな急じゃない。

　予想外のことに混乱してちょっと忘れかけてたけど、思考が現実に戻もどってきてぎゅっと胸が痛くなる。

　お父様とお母様は、領内視察に向かう途と中ちゆうでぷっつり消息を絶った。遺体が見つかったわけじゃないから、わたしは諦あきらめてない。

　でもそれとは別に、国には責任者が必要だ。国王夫妻不在のまま、王座を空あけ続けるわけにはいかない。

　わたしは今日、仮に王座を預かるのだと、国民に向けて宣せん誓せいする。

　ゲームの主人公はアリスだから、エリノアの役どころはゲーム開始時から悪役女王だった。我わがままで傲ごう慢まんで自分勝手で冷血な、主人公の敵。でも、王位を継つぐという今日このときのエリノアは、どうだったのかな。

　この世界で生きてきて十七年。わたしはゲームのエリノアほど酷ひどい言動はしてきていない。というかあれ、キャラだから。普ふ通つうの感性持ってたらできない。日本の道徳教育受けてたら余計に。

　ちょっと思い出した。わたし前世日本人だったわ。エンタメスキーだった感覚もあるけど、その頃のことはよく思い出せない。まあ、別人として生まれてほぼほぼ忘れて生きてくればね。ずいぶん昔のことになるよね。

「ううん……。でもこの記憶、正しいのかなあ」

　乙女ゲーム『四印スートのアリス』は同世界観で国とキャラを変えた四連作の鬼き畜ちくゲーム。何が鬼畜かって、お財さい布ふ的に。

　ハートの国編、スペードの国編、ダイヤの国編、クローバーの国編で、攻こう略りやくキャラは一本三人。メイン二人と、四点購こう入にゆう連動特典で解放されるキャラが一人ずつだ。

　さすがに一本一本はやや低めの値段設定だったけど、うーん。やっぱり総合的にやや高かった気がする。シナリオ量はボリューミーだったから、そこまで不満ってほどではないけれど。

　エリノアはハートの国編の悪役。攻略キャラは双ふた子ごのウサギ（これで一ひと枠わく）と、騎き士しのジャック。兵士じゃないあたりに乙女ゲームの事情が窺うかがえる。そして連動特典の帽ぼう子し屋やだ。

　アプリに押おされて家庭用ゲーム機は色んな意味で厳しくなってて、本っ当辛つらかった。おまけにバグバグしいし。わたしはパッケージ派だったからそこはかなり重要。

　バグを修正するだけのタイトルアプデにまで登録が必要とか、どういうこと？　不具合品出しといてさらにユーザーに手間かけろってか。技術的には登録なんかしなくたってアプデできるのに、登録させようとしてくるのが余計に嫌いや。

　結果、バグ確認してから買うのが常になった。アプデしないと満足に遊べないゲームじゃ楽しめないのは分かってるから、その時点で購入リストから外れる。

　その点、ネット環かん境きようが必要とはいえ、タイトルアプデだけは登録不要でできる携けい帯たい機きはよかった。画質？　二頭身ドット絵時分からやってるユーザーが気にするとお思いか？

　まあそんなわけでわたしは『エリノア』を知ってる。だけど今のわたしはゲームの『エリノア』とは違う。彼女みたいな振ふる舞まいをする気もない。

　……気のせい、なのかなあ。全部。記憶が正しいなんて証明できないもんね。

　考えながらじっと鏡を見ていると、控ひかえめにノックの音が響ひびく。

「エリノア様、そろそろお時間です」

「あ」

　そうだった。気持ちを落ち着けたいからって、無理に一人にさせてもらってたんだった。

　……あれ？　もしかしてこれって我がまま？　いやいや、まだ大だい丈じよう夫ぶでしょう。ゲームのエリノアの傍ぼう若じやく無ぶ人じんっぷりはこんなものじゃないからね。もっと脈みやく絡らくのない我がままを平然と押し通すから。

「今行くわ」

　鏡から離はなれ、わたしは扉とびらを開けた。

　わたしを呼びに来たのは侍じ女じよのニーナ。歳も近くて話しやすいから、個人的には親しい方に入る相手のつもり。

　ニーナはきょろきょろ、と周囲を見回して人の気配がないのを確認してから。

「緊きん張ちようしてる？」

　いつもの口調で心配そうに聞いてきた。

　身分を軽視できるほど、わたしもニーナももう子どもじゃない。でも、個人としてはやっぱり別。

「かなりね」

　だからわたしも、正直に答えた。

「当然よね。丸きり緊張してなかったら、それはそれで嫌な国主だわ」

　自分が言われる側になるとビクッてするけど、気持ちは分かる。重責であることを理解しないでヘラヘラしてる政治家って不信しかないよね。

「でも不安そうな顔してちゃ駄だ目めよ、エリノア。わたしは貴女あなたのことをちゃんと知ってるから心配してないけど、貴女を直接知らない人は今日で印象を決めるのだから」

「……うん。大丈夫」

　席を預かるのがわたしで大丈夫って、思ってもらわなきゃいけない。

「じゃあ、行きましょう。──女王陛下」

「ええ」

　ざっくりとした口調を、為い政せい者しやのものへと意識して変える。

　王族って言っても人間だもの。それらしく見えるよう努力してるだけで、中身は変わらないのよ。子どもの頃に見た十七歳さいってもっとしっかりしてる印象だったけど、自分がなってみたら全然だったし。子どもの頃となんか変わったかな？　って自問しちゃうぐらい。

　でも、やらなきゃいけないことの分別は付けられるようにならなきゃね。

　ニーナを従え、わたしはバルコニーへと向かう。

　その途中でふと違い和わ感かんを覚え、内心で首を傾かしげた。壁かべに見慣れない姿見があったのだ。

　……こんな所に、こんな鏡あったっけ？

　違和感は覚えたが、わたしは内装を細かくチェックするような立場にない。知らないうちに変わっててもおかしくはないのだ。きっとつい最近手配されたものなんだろう。

　一いつ瞬しゆん目を留とめただけで、そのまま通り過ぎる。

　丁度わたしが映り込んだとき、足元に影かげが過よぎって絡からみ付いてきた……ような気がした。多分気のせい。だって廊ろう下かにはわたしとニーナ以外、猫ねこの子一匹ぴきいないんだから。

　レースと襞ひだの大ボリュームドレスが見せるイタズラだと思う。

　ドレスってさ、見てる分にはいいけど身に着けると辛いよね。……オシャレは全体的にそうなんだけど。機能性と装そう飾しよく性せいは反比例する。

　ともあれ、何事もなくバルコニーに到とう着ちやく。新女王の姿を見て挨あい拶さつを聞きたい人のために、今日はこのバルコニーに面した庭が一いつ般ぱん開放されている。

　思ってたよりずっと人が多い。これはきっと、いきなりお父様とお母様がいなくなったことへの不安の表れだ。

　ここは何としても、それを払ふつ拭しよくするようなしっかりした姿を見せなくては！

　大丈夫大丈夫。落ち着けー。まずは第一声。掠かすれないように。

「炎の印スートを宿す、ハートの国の民たみたちよ。妾わらわがエリノア・ハートである」

　…………うん？

　いま、なんか、おかしかったぞ？

　喋しやべったはずの言葉と、耳に入ってきた言葉が違うんですけど……？

　き、緊張してるのかな？

　気を取り直して、頭の中できっちり整理し復唱してから口を開く。しかし。

「先の支配者であった国王夫妻は消えた。しかし案ずるな、愚ぐ民みんども」

　ま……、待って待って!?　口がおかしい!!

　言おうとした内容的にはギリギリ掠かすってる。お父様とお母様は行方ゆくえ不明だけど、心配しないでって、そう言うつもりで。

「これよりは妾が貴様らの主あるじとなる。喜びに打ち震ふるえ、跪ひざまずけ！」

　違うそうじゃない。わたしが預かる席は仮にだから──

「貴様ら国民は命も含ふくめ、すべて妾の所有物。己おのれの自由になるものなど、何一つないと心得よ」

　たとえ仮にだろうと国を預かる以上は、国に、民に責任を持つ。そんな決意を述のべたつもりだったのに、跡あと形かたもない。

　口が──口がいうことを利きかない！　どうして!?

　庭に集まった人々はすっかり静まり返っている。そんな中、内心の動どう揺ようなど欠片かけらも窺えない、朗ろう々ろうとしたわたしの支配宣言が続く。

「女王たる妾が法であり、正義である。逆らう者は心せよ。妾にたてつく者は、皆、死し刑けいだ!!」

　これ、『エリノア』だ──!!

　ハートの国編の、自分勝手で冷血で短たん絡らく的てきな、悪役女王そのままだ！

　なんで？　どうして？

　まさか本当に──ゲーム強制力ってやつですか!?
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　どうしようどうしようどうしよう。

　もしかしてわたしは『エリノア・ハート』なんだろうか、って思い当たったときには、まだ余よ裕ゆうがあった。だって彼かの女じよが破は滅めつするのは自じ業ごう自じ得とくだし、そんな非常識なこと、わたしはする気なかったから。そこまでのことをしてこなかった自信もある。

　ゲームのエリノア・ハートは最後、身分を剝はく奪だつされ投とう獄ごくされる。国は共和制に移り変わりハッピーエンド……なんだけど、それ、推すい奨しよう年ねん齢れいＢ（十二歳以上対象）の乙女おとめゲーだったから描えがかれなかっただけで、現実で続くとしたらフツーに裁判やって処しよ刑けいコースなんじゃないかな。

　だってあの戴たい冠かん挨あい拶さつからわずか三日で、わたしが死し刑けいを宣告した人数は両手を超こえてる。

　エリノアおかしいよ！　口くち癖ぐせみたいに死刑宣告するんだよ!?

『やあ、良よい日よりですね死刑だ』ぐらいの勢いだよ！　どうすればいいの!?

　わたしの口は相変わらず、全然思い通りに喋しやべれない。でも無言でいるわけにもいかない。仕事がある。

　筆談も試ためしてみたけど、駄だ目めだった。意思を文字にする段階で同じことが起こる。

　唯ゆい一いつの救いは、脈みやく絡らくなく勝手に動くわけじゃないってぐらいか。

　挨拶のときもそうだったけど、言おうとする言葉を悪意で思いっきり脚きやく色しよくされる感じなのだ。そして語ご尾びに死刑だが付く。何なのそれ。そんなキャラ付けいらないよ。

　とにかく──このままじゃまずい。

　そもそもどうして、こんなことになった？

　冷静に考えると、シナリオ通りに運ばせるためのゲーム強制力ってわけじゃないと思う。そんなものがあるなら、わたしは表面だけでもとっくに『エリノア・ハート』そのものになってなきゃおかしい。だけどこれまでのわたしは、ゲーム通りの『エリノア・ハート』ではなかった。それは断言できる。

　なぜなら、ゲームのエリノアは子どもの頃ころから傍ぼう若じやく無ぶ人じんだったから。ジャック攻こう略りやく中に回想シーンがあったから間ま違ちがいない。

　ゲーム本編に関係あるところまで進んだから？　そんな雑な感じ？　できる強制力があるなら子どもの頃から合わせておいた方が齟そ齬ごもないのに？

　しっくりこない。回かい避ひ不可能なゲーム強制力だって諦あきらめるより、現実的な原因を探すべきな気がする。たとえば、魔法で──呪のろいで、とか。

　……挨拶の直前までは、普ふ通つうだったのよ。

　ということは、控ひかえ室しつからバルコニーに向かう間にあったこと──

　鏡、かな。

　あのとき、足元に妙みような影かげが見えた気はしたんだ。でも気のせいにして流してた。

　──だって、怖こわかったんだもの！

　鏡にだけ映る影とか、ホラーだもん！　でもホラーじゃない可能性がこの世界にはあったね！

　この四印スートシリーズ、事件の黒幕は全部鏡の国の魔ま物もの。そして魔物の目的は人々に騒そう乱らんを起こすこと。

　ハートの国編では、エリノアの暴政を助長するキャラがいた。エリノアと面識はないけど、誘ゆう導どうされる感じで描かれてたな。

　鏡の国の魔物にとってのエリノアは騒乱を起こすための道具だから、この状じよう況きように陥おちいったわたしの味方ってわけじゃない。むしろ一人の人間として、王族として、何としてでも止めなきゃいけない相手である。

　もしゲーム同様に黒幕キャラがいるのだとしたら、エリノアはゲームのエリノアらしい方が都合がいい。わたしに呪いをかける動機は充じゆう分ぶんだと思う。

　……ゲームのエリノアも、実は呪いでああなってたとか……？

　いや、彼女が傍若無人な振ふる舞まいをしていたのは子どもの頃からで、時期が違ちがうからそれはないか。

　鏡の国の魔物が騒乱を望むのは、彼かれらが人の負の感情を食べて生きてるから。なので彼らは戦争が大好き。隙すきがあれば介かい入にゆうして、戦火を生み出す。

　まあ、アリス──ゲームヒロインが現れて丸く収めるわけだけど。

　それ自体は大だい歓かん迎げい。でもわたしの破滅とセットなのは困る。

　ええと、シナリオ通りならアリスはウサギツインズに誘さそわれてこの国に現れるはずだから……

　破滅までの展開をエリノア側から思い出そうとする途と中ちゆうで、ノックがされた。ひぃっ。

　し、私室には誰だれも来るなって言ってあるのに！　どうしてかって？　死刑宣告しちゃうからさ！　そんな機会は少なければ少ないだけいい。

　だからといって居留守を使うわけにもいかない。私室手前の控ひかえの間まには侍じ女じよがいるからバレバレだし。

　内心おののきつつ、口を開く。

「誰ぞ？」

　だけど口から出るのは横おう柄へい極きわまりない言い様。ついでだけど、態度と表情も喋っているときは呪いの影えい響きようを受けてしまう。常にイラッとくる上から目線プラス小こ馬ば鹿かにした態度になるのだ。

　エリノア街かい道どうまっしぐら。チューブ状の餌えさに夢中なにゃんこわんこよりまっしぐら。

「近衛このえ騎き士し、ジャック・フローです。申し上げたき儀ぎがあり、参上いたしました。お目通りいただきたい」

「よかろう、入れ」

　許可を出すと侍女が扉とびらを開け、ジャックが部屋の中に入ってくる。周囲の視線がハラハラソワソワしていて居いた堪たまれない。そうさせてるのわたしだけどね！

　ちなみにニーナは即そつ行こう配はい置ち替がえした。ニーナはきっと、今のわたしを諌いさめる。でもわたしはそんな彼女に死刑宣告をするだろう。

　……絶対に嫌いや。

　ちなみにジャックは攻略対象なので、美形である。短く刈かった金きん髪ぱつに青い瞳ひとみの、真っ正直な性格をした好青年。もう片方の攻略対象キャラであるウサギツインズが捻ひねくれた性格してるから、キャラバランスってやつだね。

　そーゆー性格でアリスの協力者になる人なので、当然エリノアの暴政をよく思っていない。

　地じ雷らいな人が来てしまった……。でも彼の性格なら来ても納なつ得とく……。

「さて？　妾わらわの貴重な時間を潰つぶして物申すのだ。相応に価値のある話であろうな？　くだらん用件ならば死刑だ」

　用件は？　と聞きたかっただけなのにこれである。もうどうしようもない。

　本来もっと短く済む内容が嫌味でかさましされて余計な時間を食う。相手を不ふ愉ゆ快かいにさせるだけの、無む駄だと無駄の重ねがけ。

「戯たわむれのように人の生死を扱あつかうのはおやめください」

　まったくです！

　心の底から同意だが、実際のわたしはつまらなそうなため息をつく。

「戯れてなどおらぬ。妾も辟へき易えきしておるのよ。民たみを処するのは本意ではない」

「では……」

「実に嘆なげかわしい！　妾の気分を一々害さねば、このような面めん倒どうをしなくてもよいのになあ！　愚ぐ物ぶつはこれだから困る！　己おのが無能を棚たな上あげして、煩わずらわしさしかもたらさぬ！」

「何を……！」

　処刑なんかしたいわけじゃないと、そう言いたいだけなのに、意味合いが全然違うセリフに変へん換かんされる。

　ああもう。口を開くだけ悪いことしか起こらない。話を打ち切って、帰ってもらうのが一番被ひ害がいが少ない。酷ひどすぎる。

「話がそれだけなら下がれ。でなくば──」

　にやりと笑って、わたしは手に持った扇せん子すを振ふるう。

　扇子は空から振ぶりだけど、その延長線上にあった机がスパンと両断された。重い音を立てて残ざん骸がいと化した机の切り口は、熱で焼き切ったもの。

　ハートの国の民は、皆みな炎ほのおの力を持っている。そしてエリノアは、その中でも相当強い力の持ち主なのだ。

「死刑ぞ？」

　そう、エリノアは戦せん闘とう能力的にはハイスペである。でなければすぐにでも王座から引ひき摺ずり下ろされるだろう。

　血筋が正しいといっても、王座を継つぐ絶対条件であるハートの印を、わたしはまだ宿していない。正当な王であるお父様が持っているから。わたしの王位なんて、正しよう真しん正しよう銘めいただの『仮』だ。

　なのに下ろされないのは、それができないから。暴力がエリノアの苛か虐ぎやくを助けてしまう。

「……私は、これまで貴女あなたのことを実直で堅けん実じつな姫ひめだと思っていました。人の感情の機き微びに敏びん感かんで──いずれ王となったときに、その優やさしさゆえに苦しむのではないかと心配でさえありました。しかし、すべて杞き憂ゆうであったようですね」

　え、そうだったんだ。──と、思ったのと。

「ほう。それはまた驚おどろきだ。貴様の目の節穴っぷりにな」

　といういらないセリフが口を衝ついて出たのは同時。本当にもう勘かん弁べんして。

「充分に理解しました。──お時間を取らせたこと、謝罪いたします。では」

　礼をして、ジャックは退出する。

　あ。これフラグ踏ふんだな。

　きっとこの会話で、ジャックはわたしに見切りをつけたんだ。

　背を向けたジャックに、わたしは声をかけなかった。だって今口を開いたら、死刑だが付いてくるに決まってるもの。

　立ち去るジャックを見送りながら、ふとほの暗い考えが頭を過る。

　──この状況に抗あらがうのは、もう無理かもしれない。だったら暴君女王として、それでも生き残れる道を探すべきではないだろうか。

　わたしが先の展開を知ってるのは、もしかしたらそのためかもしれない。

　そう、アリスの協力者となるジャックを捕とらえて、ウサギツインズも早いうちに……。

　って、違ちっがーうッ!!

　落ち着けー。落ち着けわたし。そんなんで生き残って嬉うれしいか？　悪夢にうなされ続ける未来しか見えないぞ！

　……よし、まずは火急の件をどうにかしよう。やたらめったら死刑宣告してしまっている人々を解放しなくては。

　ハート王国には、一応裁判制度がある。でも裁判官の上に女王がいるので、わたしが死刑と言ったら死刑なのだ。

　とはいえ宣告はしたものの、それ以降わたしがノータッチなものだから、死刑場の用意に手間取っていてどーのという報告が来てる。全然いいです。むしろ一生完成しなくていいです。

　死刑が遅ち々ちとして進まないのはありがたいが、放置していては被害者が延々拘こう束そくされ続けてしまう。早く手を打たなければいけない。

　合法的に何とかできるのも何とかするべきなのも、最高権力者（仮）であり元げん凶きようであるわたしである。

　しかしそのためには協力者が必要不可欠。わたし自身が口を出すのは、死刑宣告人数を増やすのと同義だ。

　適任者を探す必要があるのだが、実は一人、心当たりがある。

　ハートの国編の連動特典攻略キャラ、フェデリ・ジョーカー。

　彼は四印スートのどこにも属さない旅人。世界の深しん淵えんに最も近い賢けん者じやの一族であり、その名を継いだ者。秘中の智ちを継ぐ世界のジョーカー。──という、かなり設定盛り盛りなキャラ。

　でも実際、鏡の国の魔物と相対するシーンで、フェデリだけは相手を圧あつ倒とうする。

　そんな彼なら、わたしの今の状況を見み抜ぬいてくれるかも。上う手まくいったら相談して、打開策なんかを一いつ緒しよに考えてくれたら嬉しいなー……、と。

　ゲームでのエリノアとの関係？　ええ、もちろん最初から最後まで敵ですよ。だってヒロインの攻略キャラだもの。

　けどエリノアと対決する前に、ちょっと意味深なセリフがあるんだよね。「残念だが、手て遅おくれだ。民は彼エリ女ノアを許さない」って。

　アリスに決意を促うながすセリフだから流れ上おかしくはないんだけど、つまりは手遅れになる前ならワンチャン救済が見込めるんじゃないかな。……そんな望みがあってもいいんじゃないかな。……あると、いいな？

　──いや、ある！　きっとある！

　どうせこのままスルーしたら敵になるだけの人だし。始めから敵だと分かってるなら、失敗を怖おそれる必要もない。

　よし、善は急げだ。

　立ち上がり、わたしは城の衣い装しよう室しつへと向かうことにした。正確には併へい設せつされている作業場の方へだけど。件くだんのフェデリは現在、客分扱いの職人として城に滞たい在ざいしつつ、帽ぼう子しのデザイナーをしているのだ。

　私室の扉を自ら開くと、控えの間の侍女たちがはっとして固まり、高速で頭を下げた。

「へ、陛へい下か。どちらへ」

「妾を監かん視しでもする気か？　なんと煩わしい。死刑だ」

「ひっ」

　言い放ち、その場を後にする。

　……死刑宣告した人、両手で数えて二周目突とつ入にゆうしそう……。
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　最も早はや一刻の猶ゆう予よもない！

　わたしは早足で作業場へと向かい、扉を開ける。作業をしていた皆さんが振り向いて表情を凍こおらせる中、目当ての人物は……いた。

　少し長めの銀ぎん髪ぱつを首の後ろで括くくった、紫むらさきの瞳ひとみの美青年。公式サイト通りなら二十二歳。

　同室の使用人から一段浮いた奇き抜ばつな恰かつ好こうをしている彼は、自らの装いよりさらにもう一ランク上の奇抜な帽子の数々に囲まれている。

　縦ロールウィッグに船の模型を乗せたもの──って、マリー・アントワネットか！　と突っ込み待ちとしか思えない品を筆頭に、間違っちゃってるお洒落しやれの数々が揃そろい踏ぶみ。

　麦わら帽子に簪かんざしはどうかと思うよ？　その横にあるのは、もう帽子というより猫ねこ耳みみヘアバンドだろう。誰の趣しゆ味みだ。上級者すぎる。真面目にやってるんじゃないよねコレ。それとも本気で最さい先せん端たんを作ろうとしてるのか？　わたしは御ご免めんだけど。

　っていうか、いっそわたしの前世のサブカル文化知ってるの？　と聞きたくなるようなものが混ざってるんだけど。世界は違っても同じものを作り出す感性の持ち主っているんだね……。

　──でもなくて！

　それらの制作物の主ぬしは、今も新しい作品を生み出しつつある。花がもりもりピラミッド状に積み上げられてるけど、まあ普通か……いや普通じゃないけど！

　いけない。ここにいるとセンス崩ほう壊かいしそう。早く本題に入ろう。

「そこな帽子職人」

「はい？　──おや？」

　顔を上げたフェデリは、わたしを見るなり目を眇すがめた。よく見えないものを、よく見ようとするように。

「貴様の作品に興味がある。妾の部屋に来やれ」

　尊大な言い方になる他は、ほぼ意思通りに発言できた。奇き跡せき！

　ゆっくり話したかったから帽子を言い訳にしただけだけど、変な趣味もエリノアの悪評になるからいいってことなのかな。

　くそう。腹立つ。

「え」

　しかしその奇抜な作品群を作っていた当の本人であるフェデリは、啞あ然ぜんとした様子で固まった。「このデザインに興味があるとか、本気か？」って目が言ってる。

　ってコラァ！　それを城の経費で作ってんのアンタでしょーが!!　許しちゃいけない案件が発覚したァ！

「何ぞ、不服があるか？」

「いえ、とんでもありません、女王陛下。私めの作品を気に入ってくださるとは、望外の喜び。謹つつしんでお伺うかがいさせていただきます」

　ちょっと怒いかりを込めて（これは本気も入ってた）促すと、フェデリはすぐに作り笑え顔がおになってうなずいた。うさんくさっ。そういうキャラだって知ってるけど。

　ジョーカーは、四印スートの国にとって特別な存在。

　ハート、ダイヤ、スペード、クローバー……おなじみの記号スートが並んでることで察せられるけど、この世界はトランプに準じた設定がある。

　たとえばハートの国の属性は、炎。命であり情熱であり、愛。そんな感じでダイヤは土であり富。スペードは水で死。クローバーは風と豊ほう穣じよう、といったふうに。

　その一枚でゲームの戦せん況きようを引っくり返すカードそのままに、ジョーカーは気まぐれに四つの国々に現れ、救ったり壊こわしたりする。

　そんな人が味方についたら心強い……っていうか、打開するには彼の強キャラスキルに頼たよるしかないと思うんだ。

「どれか作品を持っていきましょうか？　あ、倉庫にまだ沢たく山さんあるんですよ。ご覧になります？」

「いらぬ」

　わたししかやらないオサレに興味ないんで。

　時代の最先端を作るのが女王だというのなら、わたしはそんな流行作りたくない。少なくともわたしの嗜し好こうには響ひびかない。

　というか、フェデリだってお洒落と信じて作ってるわけじゃないのさっき露ろ呈ていしたからね。これはあとで断固追つい及きゆうする。税金使って悪ふざけなんて、許されると思うなよ！

「妾は無駄口を好まぬ。早はよう来い」

「承知いたしました、陛下」

　それ以上は自分のハイセンス作品を推おすことなく、フェデリはわたしに従った。彼に向けられる同情の視線が追ってくるのが辛つらい。

　廊ろう下かを歩く途中は、どちらも無言。行き先にも人っ子一人いない。これは、わたしの目に留まらないようにと情報が回ったのだと見た。普通に会話するだけでも死刑宣告する女王だからね……。避さけようとするのは当然だ。

　わたしとしてもありがたいんだけど……。うぅ。目の当たりにすると心には刺さる。

　ややあって私室に辿たどり着き、緊きん張ちようで詰つめ気味だった息をゆっくり吐はき出す。

　と、背後でフェデリがくすくすと笑った。

「癇かんに障さわるその笑いを止めよ。何がおかしい」

「すごくほっとしたような息をついたなと思って」

　王族相手にはすでに不ふ敬けいレベルでフランクだった口調が、さらに崩くずれる。そして許可も取らず、勝手にソファに腰こしを下ろすという暴挙に出た。あまりの行動に呆ぼう然ぜんとする。

　それ、わたしが死刑宣告しなくても普通に引っ立てられますよ？　目もく撃げき者しやいないからわたしが言わなきゃ大だい丈じよう夫ぶだけど。ついでに城の兵士に追いかけられても、平然と逃にげきるフェデリの図しか思おもい浮うかばないけど。最強キャラだし。
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　行動の意図が摑つかめず立たち尽つくすわたしに、フェデリはやっぱり真意の読み取れない笑えみを向けてきた。

「俺おれは今、相当不敬な態度を取ってるけど、君から怒りは感じないな。些さ細さいなことが勘かん気きに触ふれる女王陛下らしくもない」

「小虫の飛び方に文句を言うほど、妾は愚おろかではない」

「それにこの机。君は死刑を宣告するのが好きなようだけど、この力を直接相手に向けはしないんだね」

　ジャックを脅おどすために炎で焼き切ったテーブルの断面を撫なで、フェデリは言う。そういえば片付けを頼たのむの忘れてた。

　当たり前の指し摘てきをするように問いかけてきたフェデリだけど、その内容はわたしの胸に期待をもたらすのに充分だった。

　そう、エリノアが本気なら誰かの手に委ゆだねる処刑なんて必要ない。その場で、手の一振りで人を殺せる。もちろん、そんなつもりないからやらないけど。

「する必要がないのでな」

　相変わらず尊大だけど、意味は違わないストレートな言い様で肯こう定ていできた。

　どう捻くれようが、形を変えようがない答えで返せる質問の仕方を、フェデリが選んでくれたのだ。

「口を閉じたあとの君の表情は雄ゆう弁べんだな。誰も気付かなかったのか？」

「ほう？　妾の心境を推おし量はかるなど、大層な無礼であると理解した上での発言なら、よかろう、申してみよ」

「不安そうな顔と、後こう悔かいしている顔。そればかりだね」

「……」

　まあそりゃ……気付かないでしょうね、皆。わたしの言葉は苛か烈れつだもの。身分と残ざん虐ぎやく性せいが揃ってる相手を前にして、堂々と顔を見ていられる人の方が希け有うだと思う。

「俺は、君の症しよう状じように心当たりがある」

「！」

　症状──と、現状を話してもいないうちから異常を認めてくれたばかりか、心当たりまであると！　さすが四印スートシリーズ最強設定キャラ！

「読みが当たった、って顔してるな」

　はぅ！

「流行のりの字も来てない、奇抜なだけのデザインをしてる帽子屋をわざわざ訪ねてきたからには、君は俺が何であるかの確信を持っているんだろう。どうして分かった？」

　その気になれば己に宿る知識と力で世界に多大な影響を与あたえられるジョーカーだけど、だからこそ、必要がなければ表おもて舞ぶ台たいに立ったりしない。

　ジョーカーだと示す印があるわけではないので、誰が今代ジョーカーかなんて、本人が言って回らない限り出てくるはずのない情報。フェデリが不ふ審しんに思うのは当然と言える。

　正直に言う……のはなしだな。

「妾の、子どもの頃の噂うわさを知らぬか？」

「神童だったらしいね」

「ちと違う。妾はぼんやりとだが未来が視みえる。そして貴様が負った役割も知っている」

　ここは乙女ゲームの世界で、ゲームをプレイしてたから知ってます──なんて説明は面倒なだけだから省く。

　ようはエリノアに訪おとずれる破滅を知っていることに納得してもらえればいいのだ。そういうものか、で片付けてくれないかなあ。

「未来が視える？　……ふぅん？　まあ、それなら……」

　少し考えてから、得とく心しんした様子でフェデリはうなずく。

　根こん拠きよになるのは子どもの頃の噂だけ。かなり信しん憑ぴよう性せいは薄うすいかとどきどきしたけど、大丈夫そう……？

　まあ、突っ込んで藪やぶ蛇へびになると困るのわたしだし、余計なことは言わないでおこう。セリフが増えるだけ悪あく態たいが増えて、わたしの神経も磨すり減へるし。

「つまり、俺が何者であるかを誰かに示す未来がある、と、そういうことか……？」

　フェデリはわたしがでっち上げた能力自体は否定しなかった。でも自分が正体を打ち明ける未来については半信半疑っぽい。

　そんな顔してるけど、実際あるんですよ、ジョーカーさん。ヒロインに話すシーンが。

「そうだ。貴様の運命にな」

「運命？」

「そうとも。貴様は愛にのぼせれば、己の秘密を容易たやすく漏ろう洩えいする程度の危機管理能力しか持ち合わせておらん輩やからだということだ」

「……俺が？」

　そうです。ゲームでだけどね。

「運命、ねえ……」

　フェデリはうんざりしたように息をつく。あれ？　地雷？　よし、話題を変えよう。大分横道に逸それてもいるし。

「貴様のことなどどうでもいい。それより──妾は、このままでは死ぬ」

「だろうね。いくら印スートの主である女王だろうと、数には勝てない。民衆が悪政に耐たえられなくなって蜂ほう起きしたら終わりだ」

　このまま死刑宣告者の処刑が実行され、それが日常になってしまったら、遠からずそうなる。心の内ではそんなことしようと思っていませんでした、なんて通じない。

「嫌なら無茶苦茶な言動をやめればいいと言いたいところだけど、できないんだろう？」

「心当たりがあると言っていたな」

「鏡の国の住人が使う手の一つさ。二百年前かそこらに、同じように豹ひよう変へんした王のせいで、大きく荒あれた国がある」

　二百年前……と、史書の年表を思い出す。そういえば、ダイヤの国にそんな話があった気がする。

　確かそれも、国王夫妻が急に亡なくなって後を継いだ王子がいて、王になった途と端たんに豹変して恐きよう怖ふ政治を行った、みたいな解説がついてた。ちなみにこちらは民衆が蜂起して王は捕らえられ、処刑。弟王子がその後を継いだ、となっている。

　歴史の勉強で覚えたときはただの暴君イメージしか湧わかなかったけど、本当に今のわたしにそっくりじゃない!?

　……わたしの窮きゆう地ちって、もしかしてかなりの手て抜ぬきで陥ってる？　おのれ鏡の国の魔物！　さらなる怒りが込み上げてくる事実を知ってしまった！

　何回も同じ手で混乱させられてる人間側に虚むなしさを感じなくもないけど……。でも数百年スパンだと、その時代に生きてる人が原因を把は握あくするのは難しいかな。鏡の国の関かん与よに気付けなかったら、情報を残すこともできないし。

　あと何回か繰くり返かえされて、後世の人が類るい似じ点てんを発見したら使われなくなるんだろうか。

　いや、そんな消極的な展開を待つ必要はない。呪いが解けた暁あかつきには、わたしが後の被害者のために魔物のやり口の一つであると書き残そうじゃないか。

　……待てよ？　フェデリは──ジョーカーはそれが鏡の国の魔物が使う手段だって知ってるんだよね？　なのにどうして広まってないの？

「貴様は知っていて秘ひ匿とくしているのか？　ならば同罪だな。死刑が必要だ」

「今の俺がそんなことを言って誰が信じる？　それとも二百年前の当時に手を打つべきだったと言ってるのか？　そんな何代前かのジョーカーの責任を俺に問われてもね」

　……それもそうか。ジョーカーは歴代の知識を受け継ぐだけだから、今のフェデリには無関係だ。八やつ当あたりをしてしまった。これは謝あやまらないといけないやつ。

「なるほど？　己は歴代ジョーカーと違って無能ではない自信があると。結構。楽しみにしておいてやろう」

　……楽しみにしておく、は謝罪の言葉じゃないですよ呪いさん……。ついでのように歴代ジョーカー貶けなしてるし……。

「今のは俺の言葉を認めた内容だったから、謝罪ってことでいいのかな。それなら別に気にしてないから構わないよ。俺が当時のジョーカーと違うのかどうかも、正直なところ分からないしな……」

　微かすかに目を伏ふせてフェデリは不安を呟つぶやくが、すぐに何事もなかったかのように真意の摑めない微び笑しようを浮かべ、取とり繕つくろった。

　それにしても、である。今の会話によってまた一つ疑問が。

　フェデリはわたしと会ってすぐ、二百年前のダイヤの国の件を連想した。きっとゲームのフェデリも同じだったと推測される。

　そうすると、わたしが彼に希望を持ったきっかけのセリフ、「残念だが、手遅れだ」も、魔物の仕業と分かったうえでの可能性が高まったと思う。

　だったらゲームのエリノアの高こう慢まんな態度も呪いのせい……？　いやでも、ゲームでは子どもの頃から我がまま放題だった。

　このズレって何なんだろう。大筋には沿ってて、投獄エンドまでの道筋がズレてるわけじゃないから今は後回し案件だけど、気にはなる。

　どうせなら投獄エンドの心配がないぐらいルートから外れてほしかったよ。

「ともあれ、君は俺に助けを求めに来た、ということでいいのかな？　俺のことを知っているなら妥だ当とうだとは思うけど、さて」

　……あ。今いま更さら気付いちゃったけど、この話、フェデリにメリットがない……。

　フェデリは物欲に乏とぼしいし、正義感に溢あふれるタイプでもない。アリスへの協力は、彼女の人間的な魅み力りよくに惹ひかれて了りよう承しようするのだ。

　ゲームヒロイン・アリスと比べて、わたしにそんな魅力は皆かい無む。求められても無理。だってアリスは普通じゃないから。

　物事にがすがす首突っ込んでいく度胸とか、正論を貫つらぬける勇気とか覚かく悟ごとか、人の話に耳を傾かたむけられる度量とか。

　アリスがそういう美点をさらっと揃えているのは、ゲームの──物語の主人公だから。かっこいい、憧あこがれの姿が描かれるものだからできるのだ。だからわたしは物語が好き。

　ゲームも、漫まん画がも、小説も、ドラマも、映画も。作られた物語は人の理想が描かれていて、美しいから。できるなら現実もそうあってほしい。無理だけど。自分自身から無理だけど。自分にできないことは人に要求しちゃいけないと思ってる。

　現実なんて物語の劣れつ化か版ばんだ。当たり前だけど。

　なのでわたしは、フィクションには善が悪に勝ち、いいことをしたら報むくわれて、悪いことをしたら相応の罰ばつを受ける、そういう物語ストーリーしか求めてない。そして四印スートのアリスが描く倫りん理り観かんは、わたしの好みだった。

　投獄は勘弁だけど、転生したゲームが四印のアリスの世界でよかったなとは思ってる。

　でもそんな理想像の具現であるヒロインを真ま似ねるなんて、絶対無理。愛と勇気を友だちにできるほど強くないんです。親しく挨拶できる知人になるのが目標なレベルです。

　人に嫌きらわれるよりは──そしてそれによって起こるリスクを回避するためなら、わたしは自分の意思を飲み込む。たとえ思っていることと違っていても、そうだよねって言う。そんな小心な人間だ。

　少なくとも、攻略対象たちが好きなタイプじゃあないだろう。

　焦あせって、何も考えないまま声かけちゃったけど、交こう渉しようのための準備ぐらいするべきだった……！

　いや待て。まだ遅おそくない。捻り出せ。

　フェデリの興味を引くものをゲーム知識に基もとづいて考えていると、小さく、しかしはっきりと笑われた。

　……なんか、さっきから考えてることが筒つつ抜ぬけっぽい。おかしいな、王族として、表情に出さないよう訓練はしてるんだけど……。

　まだ及きゆう第だい点てんはもらえてないけど、え？　そこまでバレバレ？　もしかしてわたし、お父様やマナーの先生に大分気を遣つかわれてた？

「分かった。協力しよう。君の未来視の力には興味もあるし」

　やった！　よかった！　そういえば未知の現象の解明欲求って、ジョーカーの本能とかいう設定があった気がする！　研究対象に引っかかったみたいでよかったー。

　安あん堵どと感謝を、うっかり口にしようとしたわたしが紡つむいだのは。

「たわけた言い様をしよる。妾のために働くのは、すべての者の当然の義務であり、栄えい誉よであるぞ。妾のために尽つくすことを許す、妾の寛かん大だいさに感謝せよ」

　そんなセリフ。

　──な　ぜ　だ！

　呪いだからですね！　分かってるけど、お礼一つ言わせてくれないよこの呪い。

　机に突つっ伏ぷし、天板を拳こぶしで叩たたく。と、正面でフェデリが声を立てて笑い出した。

　気にしてないっぽいのはありがたいけど、楽しまれても黒い気持ちが滲み出てくるぞ……？

「ま、感謝はそんなにしなくていい。俺もただの興味だから」

「……わ、弁わきまえているならばよい」

　言いたかった内容と実際に出てきた言葉が大分違うのだとは分かってもらえてるし、返された言葉から察するに、伝えたかったことも伝わってる。神か。

　しかして一体何だろうね、この会話。

「さて。となると、変に抉こじれる前に片付けなきゃならない件があるね」

「処刑待ちの者どもの処理だな」

　端はたから聞いたら殺やる気満々なセリフにしか聞こえない。これを誤解するなという方が無理である。

「そう。一応確かく認にんしておくけど、その中に死刑になるほどの罪を犯おかした者はいないんだよな？」

「妾に宣告させた、という以外はな」

「だったら話は簡単だ。裁判をしよう」

「司法の最さい高こう峰ほうである妾の宣告ぞ。誰が改めてそのような無駄な提案をするものか」

　わたしの意思を知ってるフェデリはともかくだけど、彼には発言力なんてない。だって帽子屋だもの。しかも勤めてるんじゃなくて客人。

「提案してくれる人を探して説得するさ。裁判の許可は出せそうか？」

「妾の意思に背そむく愚か者などおらん。いれば死刑をくれてやればよいだけのこと」

　悪意まみれにはなるけど、オーケーぐらいは伝えられると思う。雑言装そう飾しよくが背ビレ尾おビレ胸ビレと、ビラビラくっついてくるだろうけども。

　裁判か……。実際に罪らしい罪を犯した人なんかいないから、司法で正しく裁けば無罪放ほう免めんは確実である。

　ただ問題は、わたしの宣言を覆くつがえしてまで裁判やろうなんて、誰が提案してくれるかだ。

　……あ、心当たりあったわ。まともに話のできないわたしじゃ無理だけど、フェデリから正しく伝わればきっと……！

「話を持ちかける相手には、ジャック・フローという近衛騎士を使え」

　正義感の強い彼ならば、きっとすぐに動いてくれる。

「他でもない、ここで暮らしてきた君の人選だ。自信を持って推すい薦せんするなら期待しよう」

　多分城のことにさして興味を持ってなかっただろうフェデリは、わたしの提案をそのまま受け入れた。

　近衛騎士団長であるジャックなら、御ご前ぜん会かい議ぎにも参加できる。上手く運べば、来週頭の会議でその話が出るだろう。

　むしろ一刻も早く、そこで切り出してくださいお願いします。
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　切実な願いを込めて数日を過ごし、やっとその日が来た。

　国政にまつわる議題が終わったところで、ジャックが静かに挙手をする。

　その目に宿るのは不審の色。フェデリの提案を受け入れたものの、わたしが許可するとは思ってない感じだな。

　当然だろう。だって死刑宣告したのがわたしなんだから。

　ジャックルートは力押おしで問題解決なシナリオ展開が多かったけど、本人がそうと望んでたわけでもなかった。物語でキャラの差分化は大切だからね。スマートな解決はフェデリの担当。彼は人の心理を読んで、自分が望む行動、結果へと誘導する。

　そしてジャックは正論でぶつかるタイプで、駆かけ引ひきや搦からめ手ては苦手。これはゲームだけの話ではなくて、実際の彼を知ってるから断言できる。でなきゃ正論だけを武器にわたしの私室に来てまで直じか談だん判ぱんとかしない。

　ジャックはあのとき、わたしを王座から降ろす覚悟を決めてたと思う。たとえそれで大きな混乱を引き起こすことになろうとも、国民が大量に、無意味に殺されていくよりはマシだと考えたんだろう。

　でも、確実に国に、民に負担を強しいると分かっている展望をサラッと割り切れる性格でもない。だからこそフェデリの提案を受け入れたのだ。

　混乱をためらう自分の本心を諦めるために。そしてこの場にいる重臣たちへ、わたしの言動の異常さを示し続けるために。

　だがジャックの意図はこの際何でもいい。重要なのは、提案してくれるという事実。

「発言をよろしいでしょうか、陛下」

「ほう」

『許す』という簡潔な一言で答えるつもりだったのに、わたしの唇くちびるは余計な弧こを描いた。そして人を不安にさせる妙な間をたっぷり空あける。

　だ、大丈夫だよね。許すとしか言ったつもりないもの。たとえどんなにいらない装飾が付いてきたとしても、これまでの傾けい向こうからして拒きよ否ひの言葉は出てこないはず。

　ここに来ていきなり変わるとかないよね！　わたし信じてるから！

　…………呪いを？

「妾の予定を狂くるわせようとは、大層な自信よなあ。よかろう、興が乗ったわ。発言を許す」

　目を細めてくすくすと笑いつつ、何を言おうと難なん癖くせ付けるに違いないと思わせる、嫌味ったらしい言い様で許可を出す。そしてもちろん。

「くだらぬ話であれば、死刑ぞ？」

　おまけもついた。

　しかし目的の第一段階である『ジャックの発言を許可しよう』は達せられた。もうこれでよしとしようじゃないか！　ままならない身ですから！

　だが、本番はここからだ。

　大丈夫だと思う──思うけど、わたしの胸は緊張でばくばくいってる。

　だってここで「イエス」を言えなきゃ、この先死刑宣告した人たちを救うチャンスはない。わたしは無意義に大量殺人を犯してしまう。

　もうどんな悪意まみれだっていい。絶対、誰が聞いても疑いようのないセリフで、ジャックの提案を吞のむ！

「陛下の一存で死し刑けい囚しゆうとなった者たちに、きちんと裁判の場を設もうけるべきと存じます」

　ジャックの言葉に、ざわりと場が波立った。

　中にはもう祈いのっちゃってる人もいる。さもありなん。

「手順を踏むことは、陛下の正当性を証明するためでもあります」

「……」

　一いつ瞬しゆん大きくざわついた場は、今は逆に静まり返っている。わたしがジャックに死刑を宣告するに違いないと、悲ひ壮そうな空気が漂ただよった。

　──口を開くのが、怖い。

　でも──言え。言うんだ。一言でいい。

　ごく、と喉のどを鳴らし、わたしは口を開いた。




「よかろう」




　言えた……！

　心の底からほっとして、わたしの肩かたからどっと力が抜ける。

「陛下……？」

　その様子が奇き妙みように映ったのか、ジャックはやや戸と惑まどったような表情を浮かべた。

　いけない。死刑大好きなうえ挙動不審な女王とか、これ以上の悪評はいらないから。

「妾は雑事にかまけるほど暇ひまではないゆえ、貴様が取り仕切り、適切に処理せよ」

　全然職種の違うジャックに任せることじゃないけど、ここでわたしのご機き嫌げん伺いするような人にやられたら困るのだ。気を利きかせすぎて死刑判決出しちゃうかもしれないからね。

　私は忖そん度たくできる人間ですとか、そーゆー気の利かせ方いらないから。

　そしてわたしが取り仕切ると、それだけで死刑宣告人数が増える。確定である。

「私……で、よろしいのですか」

　ジャックは無罪の人を死刑になんか、絶対にしない。だから裁判官等の人選諸もろ々もろ、彼に任せれば大丈夫だ。

　でもジャックからすれば不思議に思うのは無理もない。彼に任せるってことは、死刑を撤てつ回かいするに等しいのだから。

「これ以上、妾をかような些さ事じで煩わすと申すのか？　それとも己が言さえ全うできぬ無能だと主張しておるのか？　ならば貴様がどれほど愚ぐ鈍どんでも、任を果たせる権限をくれてやろう。妾に代わり、つつがなく裁判を遂すい行こうせよ」

　裁判官の上に立つ女王の権限を、一連の件に関してはジャックに委ねる。そう宣言した。

　相変わらず毒どく舌ぜつは絶好調だけど、これは望んでた以上にいい流れ。わたし自身が関わらなければ、それだけで安心度アップ。

「私は、証しよう拠こに基づき私が適切だと思う判決を下します」

「くどい。好きにせよと妾は言った。貴様の頭は飾りか？」

　丸投げにもほどがあるが、裁判で死刑宣告したらもう取り返しがつかない。わたしが出廷しなくても済むなら、絶対その方がいい。

　何とかなりそうな安堵にふぅと息をついたのを──マズい、また見られたかも。

　慌あわてて扇おうぎで口元を隠かくすと、ジャックは数回瞬まばたきをして、呆あきれたような、でも少しほっとしたような微笑を僅わずかに浮かべた。

「御ぎよ意いのままに、女王陛下」
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　それからはもう、王宮が騒さわがしくて忙いそがしかった。滞とどこおっていた死刑囚たちの処置が一気に進んだせいである。滞らせてくれていた皆さん、ありがとう。

　わたしの気が変わるのを怖れるかのように立て続けに行われていく裁判で、ジャックはさくさく無罪を言いい渡わたしてくれた。でも規定違い反はんの服装をしていたメイドさんとかには、相応の処しよ罰ばつを下してた。しっかりしてはる……。

　いやわたしもね、気になったから声かけたんだけど。死刑だが付いて大おお事ごとになりましたね……。反省してます。

　でもまあそのおかげというかせいでというか、今の王宮はめっちゃ厳格な雰ふん囲い気きでピシリとしてる。

　そこまでの厳しさは求めてないので、時期を見ながらどうにかしたいなと思う今日この頃。物事は何でも過度なのはいけないよ、過度なのは。

　何はともあれ──めでたく、死刑者ゼロ！　やったね！　お祝いにビールをクィッとやりたい気分だ。特別ビール好きだった記き憶おくがあるわけじゃないけど、ノリ的に。

　ちなみに口癖死刑は止まらないので、裁判中さらに五人増えてジャックに睨にらまれた。余計な仕事が増やされてるわけだから無理もない。ごめん。悪気はないんだ。そうするつもりもないんだ……心から。

　ただ、ちょっとコツは摑んできた。呪いに任せっぱなしにするから余計に酷いことを言う感じがある。自分自身で尊大に、居い丈たけ高だかに、性格悪いセリフを選べば、わりとそのまま喋れると判明したのだ。

　ゲームのエリノアをなぞってるみたいでちょっと怖いけど、死刑だが付かない分マシだと思う。

　さて、と。

　城の皆もわたしの暴言に慣れてきたっぽいので（怯おびえられるのは変わってないけど、そーゆー人だって認にん識しきは浸しん透とうしてしまった）、ちゃんと政務に向き合える状態にはなった。

　ティータイムを終え、執しつ務む室しつに戻もどる。と、机の上にまた書類が増えてる。

　これがお仕事ですからね。仕方ないね。仕事の対価に女王の権利もらってるんだから、なくなればいいのにとか思ってはいけない。

　目を通しながら、サインをしていく。ハートの国の国政は安定していて、優ゆう秀しゆうな人材が揃ってるから、目を皿のようにして検分する必要はない。

　わたしも自分の子に国を委ねるときには、康こう寧ねいとした状態で譲ゆずれる女王になりたいなあ。そう、突とつ発ぱつ的てきに席を預かっても大丈夫だった、お父様たちの治世みたいに。

　そうして仕事を進めてると──あれ。サイン済みの書類が決裁前の方に混ざってる。なんで？

　もうサインしてるんだから確認はしたはずだけど、わたしの視線は何気なく文面を追った。そして、承しよう認にん済ずみの方に移す前に硬こう直ちよくする。

「何だ、これは……」

　書類の内容に全然覚えがない。しかもそれに『全国民は一日に一輪、女王に花を捧ささげに来ること（※種類は問わない）』なんて書かれているのだから動きも止まろうってもの。

　もちろんサインした覚えなんかない。いくら忙しくったって、こんなふざけた内容見み逃のがさないって。全国民から毎日花を捧げられたら、あっという間に国が丸まる裸はだかになるんだけど。

　っていうかこの書類、サインどころか文面までわたしの文字にそっくり。ただし、断言するけどわたしが作成したものではない。

　ハートの国は専制君主制の形ではあるんだけど、政策実行前に「こういうことをやるよ」っていう話は重じゆう鎮ちんたちにしている。識者たる彼らの意見を聞くためでもあるし、国の舵かじ取とりにおいて重要な位置についている彼らの反感を抑おさえるためでもある。

　とはいえ、勝手ができないわけじゃない。こうやって決済済みにして、さっさと実行部署へ回せばいいのだ。

　つまりこの書類は、わたしが馬鹿馬鹿しい政策を強行したように見せるための代しろ物ものだ。

　人の筆ひつ跡せきの模も倣ほうなんか、相当の練習が必要じゃない？　本気の悪意だよ。

　同時に思う。ゲームのエリノアがすごくやりそう。こーゆー、くだらなくて意味もなくて、そのくせ大変なこと。

　そして想像できる。決済されたこの書類を見た人が、わたしならやりかねないと納得してしまう姿が。こんなアホをやる女王が国主でいいのかと、不安と疑心と不満を募つのらせる姿が！

　ふざけた書類を除外し、机の中に仕し舞まう。これは出所を追及しないと。取っておけば、証拠的な感じで役に立つときが来るかもしれない。

　他部署に回る前に見つけられたのは幸いだ。こんなのが実行されてたら、大変なことになってたよ。

　ほっと一息ついたわたしのタイミングを見計らったかのように、来客が告げられる。訪れた相手は宰さい相しようだった。

「失礼いたします、陛下。仰おおせの通り小麦粉が納入されましたが、食しよく糧りよう倉庫に入りきる量ではございませぬ。いかがいたしますか」

「小麦粉？」

　倉庫に入らないほど大量の？　なんでそんなに……。

　……待って。今「仰せの通り」って言った？

「はい。陛下がお命めいじになられましたでしょう」

　宰相の目が冷たい。これはまさか……。

「書類で命じた件……か？」

「左さ様ようにございます」

　それわたしじゃない！

　遅かったんだ……。花が最初じゃなかった。

　すぐにでも否定したかったけど、ぐっと堪こらえる。ここでわたしが指示したものじゃないって、どう証明する？　明らかにわたしの字（偽にせ物ものだけど！）で書かれた書類なのに、わたしじゃないなんてきっと通じない。自分で命令しておきながら知らない振りして、処罰しようとしているとか思われるのがせいぜいだ。

　くぅ！　こんな時に前世の科学捜そう査さがあれば！　刑けい事じドラマの彼らがいれば!!

　しかしそんなハイテク捜査などできないのだから仕方ない。前世のわたしはどうして科警研とか科か捜そう研けんとか鑑かん識しきとかに勤めてなかったんだろう。ここって知識＆技能チート無む双そうのチャンスだったんじゃないの？

　理り不ふ尽じんさにため息をつきたい。ともあれ、現実のわたしにできる対応はもっと地味で。

「食糧倉庫でなくとも構わん。空いている場所に適当に詰めておけ。ただし、詰めた場所は記しておくように」

　解決策でもない暫ざん定てい措そ置ち。

「承知いたしました。それから、城内すべての扉にハートの印も書き終えてございます」

「そ、そうか」

　どれだけ自己主張激しいの！　ここがハートの国なの全国民が知ってるよ！

　まあ、小麦粉に比べれば被害は軽けい微びだけどさ……。

「それと、国中の猫を大切にせよとの愛あい猫びよう令れいも布告し終えてございます」

　生しよう類るい憐あわれみの令か！　知らないってば！　生き物を大切にするのはいいことだけど！　確かに動物は基本的に皆好きだけど！　あ、思い出したらカフェ行きたくなってきた。猫も犬もウサギもみんな好き……。飼うとお別れが辛すぎるけど、あのフカフカモフモフがものすごく恋こいしくなるときがあるんだ……。

　ちなみに勤め先の上司は猫派だった。

　……なんでそんなどうでもいいこと覚えてるんだろう……。

「分かった。それと、その三点の決裁書類、一度妾に戻せ」

　誰かの策略、悪ふざけシリーズの政策である。中身の確認をしておくべきだ。それから、混乱しないように段階的に変えていくのがいいだろう。

「承知いたしました」

　退出する宰相を見送り、ため息をつく。どうしてこんな次から次に……。

　どうして、なんて相談事をできるのは、今のわたしには一人しかいない。

　勢いよく席を立つと、早足で作業場へと向かう。

　表面的にはフェデリを呼びつけるのが自然なんだろうけど、彼がどういう人かを知っているわたしにその選せん択たく肢しはない。

　フェデリはたまたまハートの国に滞在しているだけの旅人。世の権力からは隔かく絶ぜつされた存在だ。つまりハートの国の社会構造の中に彼を当てはめるのはそもそも間違い。

　となれば、知恵を借りるわたしの方が出向くのは、むしろ当然と言えるでしょう。力を貸す人だって、礼を尽くしてお願いされた方が納得しやすいと思う。

　まあ、国の代表たる王であるわたしが腰を低くしすぎるのも今度は民に失礼だし、身分というものへの考え方が根本的に違う既得権益者（貴族）の皆様には受けが悪いから、彼らの協力も欲ほしい女王の立場としては迂う闊かつにしちゃいけない行動なんだけどね。

　でも！　今は貴族の皆さんとの穏おん便びんな関係よりも、フェデリに誠意を尽くす方が大事だと思います！　ということで、衣装室隣りん接せつの作業場へと向かう。

「──フェデリ！」

「おや、陛下。いかがなさいました？」

　フェデリの手元では、上部に動物園が作られた帽子が完成しつつあったが、この際それは横の棚に置いておく。

「来やれ。話がある」

「承うけたまわりました、陛下」

　わたしが自らの足でフェデリを迎えに来るのは二回目で、しかもフェデリが飄ひよう々ひようとしているのに死刑宣告されなかったせいで、また一つ、悪評が定着するのは間違いない。

　エリノア・ハートの服ふく飾しよくセンスは奇抜である、と……。

　だ　か　ら　どうした！

　それどころじゃない！

　フェデリを連れて戻ったのは執務室。問題物件が揃ってるのはこっちだから、説明しやすい。

「今度は何をやったんだい？」

「噂にぐらいはなっているだろう。意味の分からぬ政策の件だ」

「政策？　……あー、お針子さんたちが何か言ってた、かも？」

　そっか。フェデリの立ち位置で耳に入ってくる情報はそれぐらいなのね。

　百聞は一見に如しかず。わたしはさっき仕舞ったばかりの書類をフェデリに突きつけた。

「見よ」

「……見たよ。正気か？」

「愚か者め。妾ではない」

「ああ、だから血相変えてるのか」

「これだけではない。すでに他部署へ回り、実行されたものもある」

「どう見ても意味のない悪ふざけだ。性た質ちが悪いな」

　国政で悪ふざけを押し通す女王とか、嫌すぎる。やった奴やつはそれを狙ねらってるんだろうけど。

　犯人がどこにいるかは分からない。しかし相手が誰なのかは想像が付く。これも鏡の国の魔物の仕業だろう。

「決済済みの書類として回せるぐらいだ。犯人は近くにいるな」

「！」

　そうだよ。女王の執務室に、直接書類を届けられる相手ってことだ。そうでなくても書類を持ってくる前に確認するだろうから、どこから紛まぎれ込んだのかは探せるかも。

「誰が、かようにふざけた真似を……！」

　わたしの口は、怖れの代わりに怒りを吐き出す。

　他人の悪意に怖がってやるのは、やった奴を喜ばせるだけ。見られてなくとも一いつ時とき怖がってしまった事実に腹が立つ。

　だから、零こぼれた言葉が怒りだけを纏まとってたのには呪いにちょっと感謝──……してないしてないっ。ただ厄やつ介かいなだけ！　というか元凶！

「近いところから手た繰ぐっていこう。この書類がいつ増えたか分かるか？」

「ティータイムの間だ」

　休きゆう憩けい後に増えた束の中にあったんだから、絶対だ。わたしは財さい布ふの中の小こ銭ぜにも全額把握しとかないとソワソワするタイプである。確認作業は怠おこたらない。自信がある。

「じゃあ、大分絞しぼれるだろう」

　仕事の山を眺ながめながらのティータイムってのも無ぶ粋すいなので、わたしは別室に移動することが多い。中庭とかもいいよね。前世のわたしはサンルームでのティータイムが夢だったけど、王族になったら簡単に叶かなってしまった。ああ、格差よ……。

　在室のときは必要な用件のある人なら誰でも通すけど、不在のときは基本入室禁止。訪れた人に対応するのは控えの間にいる侍じ従じゆう長ちようで、彼だけは例外で執務室に入っていいことにしてある。

　だから、ティータイム前と比べて増えた分の書類は、侍従長──クラインが誰かから預かって部屋に持ち込んだ物のはずである。

　さすがに部屋に入れるたった一人の人物が犯人ってことはないでしょう。真っ先に疑われるし。調べるけど。

「ならば、さっさと片付けるか。貴様もそこで聞いていろ」

　部外者フエデリがいる状態でそんなことを訊たずねたら、クラインが不思議に思うのは分かってる。でもフェデリに席を外させてわたしがもう一度説明するより、一緒に聞いてもらった方が絶対いい。わたしじゃ気付かないことに気付いてくれるかもしれないし。

　むしろ期待していますお願いします。

　フェデリに来客用のソファを勧すすめ、わたしは机に常備されているベルを鳴らす。控えの間にいるクラインへの呼び出し合図である。

「お呼びでしょうか、陛下」

「妾のティータイム中に訪れ、貴様に書類を預けて行った者の名をすべて挙げよ」

　予想通り、クラインは一度フェデリへと視線を向けた。しかし言げん及きゆうはせず、一瞬でわたしに目線を戻す。

「承知いたしました。それでは、訪れた順に申し上げます。デルタ侯こう爵しやく、フロー騎士団長、キュエフ公こう爵しやく……」

　挙がった名前は全部で五人。全員来てもおかしくない人ばかり。この時点で不自然さはない。

　クラインを下がらせ、わたしはフェデリへと目を向ける。

「聞こえたな。すぐに調べよ」

　今名前が挙がったのは、当然ハートの国で身元のはっきりした人たち。彼らが魔物なんてことはあり得ない。もちろん、その家族も。

　けれど鏡の国の魔物には、精神支配という厄介な魔ま法ほうを扱う者がいる。ハートの国編の黒幕もそのタイプだった。ただその魔法は、対象者の近くに居続けないと効果が薄れる、という欠点がある。これはこちらの現実でも証明されてきた事実である。

　だから調べるべきは、彼らに近しい存在でありながら、身元の確認が取れないような相手。

「まあ、やってみよう」

「期待している。妾の期待は、貴様如ごときには過ぎた誉ほまれ。裏切らば死刑だ」

　ああ、出ちゃった。プラス方向だけのセリフは偉えらそうでも許さないってことか。また一つ学んだ。

「じゃ、行ってくる」

　言った直後に硬直したわたしに苦く笑しようすると、フェデリはひらりと手を振って出て行った。

　うん、さすが作中最強キャラ。聡さとい。

　フェデリを用意してくれた公式様、ありがとうございます。
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　わたしが自分自身で調査するのは難しい。何かしようとすると高確率で死刑囚を発生させてしまう。何せ頼み事一つするだけでも死刑だが出てくる可能性あるからな。頼んでるのはこちらなのに、なぜだ……。

　おかげで私生活や身み支じ度たくも、自らの手でやる工程が増えた。前世では生活の面倒を自分で見るのが当然だったからか、特に苦でもなくやれている。

　ただ、高貴な人的威い厳げんがなー……。侍女の皆さんにはほっとされてるけど、貴族の皆さんにはやっぱりいい顔されないし。

　でも死刑囚量産よりはいいと思うんだ。というかわたしの精神衛生のため、威厳よりも安全を取ります。

　とはいえ、フェデリ一人に押しつけるのもどうかと思うので、できる範はん囲いでわたしも調べてみようと思う。

　まして今日はお誂あつらえ向むきのイベントがあり、探さぐりを入れられそうな人物が参加する。

　相手はキュエフ公爵夫人、マルグリット。わたしが不在中に書類を預けていったキュエフ公爵の奥おくさん。彼女をわたしが主しゆ催さいするお茶会に招いているのだ。

　新女王の挨拶的なお茶会なので、規模は大きい。招く人数も相当である。そんな状況でも、誰とでもゆっくり、存分に語り合うための特別な魔法が存在する。

　その名も、終わらないティーパーティー。なぜかティーパーティー限定。理り屈くつは知らない。

　それは名前の通り、ティーパーティーが終わらない魔法。お茶会が続く限り、時は流れるが進まない、という実に特とく殊しゆな空間を作り出すトンデモ魔法である。

　ちなみにこの四印スートの世界、地球みたいな球体じゃなくて、平らな大地の上に一国ずつ存在している設定。他の国とは扉の形をしたワープ装置を使って行き来する。

　そんなわけで、この魔法の影響を受けるのはハートの国のみ。

　終わらないティーパーティー発動中は、お茶会に参加しない国民にとっては時間を使えるのに時間が経たたないという、余分に発生する休憩時間。歓迎する声もちらほら聞くイベントである。

　本来なら改めましてこれからよろしく的な感じで、もっと和なごやかなお茶会になるはずだったのに……。残念ながらそんな空気は微み塵じんもない。仕方ないけど。

　実際に死刑が行われたことはないとはいえ、宣告されるのだって気持ちのいいものじゃないに決まってる。

　お茶会の開始と同時に、ちらりちらりと淑しゆく女じよたちの目配せ合戦が行われた。無言のまま、生いけ贄にえ選定の話し合いがなされているのだ。

　わたしが声をかけるのって、一昔前なら喜んでもらえてたんだけど……今や生贄ですよ。悲しすぎる。それを分かってても声をかけなきゃならないわたしも可哀想かわいそうだよね？　可哀想って言ってもいいよね？

　ややあって淑女たちの譲ゆずり合あいを窘たしなめるように一つの視線が周囲を見渡し、自らわたしに歩み寄ってくる女性がいた。金髪碧へき眼がんの、豪ごう奢しやさと上品さを無理なく兼かね備そなえた、三十手前ほどの美女である。

「ご機嫌麗うるわしく、女王陛下。本日はお招きに預かり、光栄にございます」

　腕うでの中に白と紫むらさきの虎とら柄がら猫を抱かかえたこの女性こそ、話を聞こうと思っていたマルグリット夫人その人だ。

　しかしなぜ、お茶会に猫？　そういえば他にも猫連れの人結構いるな……？

　内心で首を傾かしげていると、夫人に抱えられた猫が金きん眼がんを楽しげに細めて口を開いた。

「我わが輩はいからも、ぜひ感謝を述べさせていただきたい。陛下の愛猫令のおかげで、我輩は毎日面白楽しく暮らしておりまする」

「！」

　そういやそんなのあった！　わりと無害な方の無駄命令だったので、すっかり後回しにして放置してたよ。

　ちなみにこの四印スートのアリスの世界、動物系キャラも普通に喋る。喋らない子もいるけど。声帯どうなってるんだろうとか気にしちゃいけない。

　まあ、モデルが不思議の国のアリスだから、そういうものなんだろう。本家でもイモムシやウミガメが喋るから。二ヶ国語話せますとか、そんな感じの技能扱い。

「我輩、名をミラと申す。陛下の治世に期待しておりますれば。ぜひこのまま、我輩たちに住みよい国を作ってくださいますよう」

　人望はガンガン失ってるけど、猫の好感度だけはゲットしてるっぽい。うわーい。

　い、いいんだ……。猫、好きだから……。毛皮がフサフサしてる子は大体好きだから……。

　お、落ち込んでる場合じゃない。せっかく向こうから来てくれたんだし、情報収集しよう。

「ときに、キュエフ公爵夫人。貴様の家についてだが──」

　単刀直入に訊たずねようとしたところに、複数人の悲鳴が重なって響き、そちらを向く。

　目に入ったのは壁かべにかかった大時計が外れ、落下していく状況。

「疾ちッ！」

　扇子を一いつ閃せん。わたしが生み出した炎の鳥が時計に突とつ撃げきし、一瞬で燃やし尽くす。灰も残らない高火力である。

「何事だ。説明せよ」

　時計付近にいた人たちにぐるりと視線を巡めぐらせる中で、わたしは一人の少年へと目を留とめた。

「あ、あの、あの」

　落下地点でぺたんとお尻しりをつけ、両りよう膝ひざをくっつけた座すわり方をして震ふるえているのは、愛らしい少女──ではなく、少年。彼のことを知っているから少年だと断言するけど、知らない人が見たらきっと少女だと判断すると思う。

　柔やわらかそうな白はく髪はつの癖くせっ毛けで、頭部からはウサ耳が伸のびてる。もちろん生物。赤い瞳はすでに潤うるんでいて、泣き出す直前な気配。

　彼の名はラビ・シャムシェル。職業、時計ウサギ。攻略対象ウサギツインズの片割れであり、終わらないティーパーティーの唯一の使い手。

「あの、僕ぼく──……。時計に魔法をかけようとして、でも急に時計が外れて……」

　ラビの言葉に、わたしは眉み間けんにしわが寄っていくのが分かった。

　大時計が急に外れた？　そんなことが偶ぐう然ぜんに起こる？

　落下すれば大だい惨さん事じになるのは目に見えている。点検は怠らないはずだ。まして誰彼構わず死刑を宣告して回るのが大好きな横暴女王主催のお茶会なんだから。

　……だったら、意図的だろう。

　さらに言うなら、犯人がこの場にいるかもしれない。

　会場に不備はないかと、直前まで念入りにチェックされていたのをわたしは見ている。

　だったら大時計の落下は、この場で強ごう引いんに引き起こされたんじゃないの？

　考え込んだわたしの顔は、はたから見ると大層不機嫌に映ったらしい。目の前でラビが拳を握にぎった両手を胸むな元もとに持って来てぷるぷる震えだした。

　今日日きようびそんなぶりっ子ポーズをネタでなく見る日が来るとは……！　な、なんでだろう。わたしがやってるわけでもないのに、見てるだけでこっ恥ぱずかしさが込み上げてくる。

　まあ、怖がらせたいわけじゃない。怪け我が人にんもいなかったし、大したことじゃない──と、つい、うっかり、そのままを口にしようとしてしまった。

「ああまったく、ふざけておる。貴様は今、妾にどれだけの恥はじをかかせたか分かっているのか？」

「ひっ」

「怪我人が出て、妾の顔にさらなる泥どろを塗ぬらなかったこと、幸いに思え。でなくば死刑すらも生なま温ぬるいところであったわ！」

「ぼ、僕、じゃあ、あの」

「妾の面子メンツは、貴様の命ほど軽くはないぞ」

　口が滑すべる滑る。我が慢まんをさせていた反動のようにすらすらと。

　でも──でも、まずい！　これは……

　内心の焦りをよそに、唇が吊つり上あがるのが自分でも分かる。それはもう、楽しそうに。

「時計ウサギ、ラビ・シャムシェル。貴様は死刑だ！」

　ああ、やっぱり──!!
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　俺おれの家は、代々近衛このえ騎き士しを輩はい出しゆつしてきた。もっと平たく言うと、団長を継ついできた。自分で言うのもなんだが、騎士の家格としては名門だと言える。その縁えんによって、俺は子どもの頃ころから城に出入りする機会があった。

　幼い少女を王女だと紹しよう介かいされたのは、俺もまだ身分というものをきちんと理解できていなかった年ねん齢れいの頃。

　結果、単純に可愛かわいい子だなと思って見み惚とれた。王宮に行くたび姿を探してしまったぐらいだから、きっと一ひと目め惚ぼれに近かったんだろう。

　それでも馴なれ馴なれしく近付いてはいけない子だというのは空気で分かったのか、側に寄るような暴ぼう挙きよを犯おかすことはなかったけれど。

　陛へい下かは──エリノア様は、少し不思議な少女だった。ものの見方が独特なのだ。

　最たるものが市民平等の思想だろう。身分は仕事のための区分けでしかなく、人としての尊とうとさは何者であっても変わらないと、そうのたまう少女だった。そして言葉通り、彼かの女じよは誰だれとでも隔へだてなく付き合った。使用人に気を遣つかうことさえ、息をするようにできる人だった。

　そのせいで貴族たちからは若じやつ干かん眉まゆをひそめられていたが、彼女は王女として従順で、その点においては貴族たちにとってありがたい姫ひめだったのだ。この均きん衡こうの取り方がとても上う手まい。エリノア様は、通せる意思と通せない意思、通すための妥だ協きようを知っている方なのだ。

　つまり彼女は、人の感情に敏びん感かんである。

　そんな彼女を自分の手で護まもりたいと想おもうようになるのは、自然な流れだっただろう。

　武術は好きだったし、家の事情もあって他に選せん択たく肢しさえ思い付かなかった近衛騎士の道だが、エリノア様を知るうちに、それは俺自身の目標となった。

　ただ、エリノア様の近くへ行くために。

　念願叶って近衛騎士になった矢先に、団長を継いだ。だがそれは喜ばしいことじゃない。

　騎士は二に君くんに仕つかえず。多くの騎士にとって主あるじとは国そのものだが、近衛騎士団長だけは己おのれの王を主と誓ちかう。

　ゆえに、この国では王が変わるときに騎士団長も変わるのが恒こう例れいとなっている。いずれそのときが来るにしても、今回は国王夫妻の唐とう突とつな行方ゆくえ知れずでの代だい替がわりだ。

　前陛下と王おう妃ひ様はまだ亡なくなったと決まったわけじゃないが、エリノア様が仮にでも即そく位いすることになった以上、こちらも慣例に倣ならっておくべきだ。陛下と王妃殿でん下かが玉座に戻もどられたら、俺も親父おやじ殿どのに団長位を返す。だからどうか、無事に見つかってくださるようにと願わずにいられない。

　当人である俺たちが戸と惑まどう以上に、きっと国民の方が不安だろう。隙すきのある姿は見せられないと、気を引ひき締しめたのも記き憶おくに新しい。

　俺の場合は親父殿が現げん役えきだから、エリノア様よりは気が楽だが。

　俺よりはるかに衝しよう撃げきを受けているだろうエリノア様に、どう接すればいいのか──そんなことを悩なやんでいた矢先に、彼女は変わった。

　両親を一度に失って、心境に変化が起こったんだろうか？　それにしたってああはならないんじゃないか。

　彼女は少しでも気に入らなければ死し刑けいを宣告し、態度は傲ごう慢まんに、言動は冷れい酷こくになってしまった。

　エリノア様を直接知る人たちは一体どうしたんだと驚おどろき、何か理由があるのだろうと心配した。しかしエリノア様はそんな彼かれらをこそ遠ざけ、徹てつ底てい的てきに近付けなくなった。諌かん言げんを聞き入れない姿勢だと思われても仕方がない。

　そのうちに、最高権力者になったことで本ほん性しようを現したのだと囁ささやく人も出てくる始末だ。今はそちらの方が主流だろうか。

　俺も、彼女が変わってしまったのだと思った。正直言って落らく胆たんしたと言わざるを得ない。

　けれどある日、胡う散さん臭くさい帽ぼう子し屋やの提案に乗って裁判を行うよう進言したときに──実は違ちがうのではないかと考え直した。

　自分で死刑を言いい渡わたしたはずなのに、実行を遮さえぎられたことにほっとした顔をしていたから。

　エリノア様の本質が変わったわけではないのでは、と頭に過よぎったとき、俺はただ、嬉うれしかった。

　……じゃあなんでわざわざ死刑を言って回ったりするんだ？　とは思うんだが。

　急に王位を継いで、焦あせって威い厳げんを出そうとでも考えて間ま違ちがえたんだろうか。どういう意図でそうしているのか、近くエリノア様と話し合いたいと思っている。

　思っているん、だが……どうにも彼女は俺を避けている感がある。仕事の話はしてくれるが、それ以上には踏ふみ込こませてもらえないというか……。

　代わりになぜか、エリノア様は客人であるはずの帽子屋を頼たよっている気が、する。

　これは、近衛騎士としての沽こ券けんにも関わる！

　エリノア様とは、しっかり話し合う必要があるな！
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　素す早ばやく逃にげ出だす様子をさ、脱だつ兎とのごとくって言うじゃない？　わたしはそれを生で見た。

　つまりまあ、死し刑けい宣告してしまったあとのラビが、光の速さで逃げ出したってこと。

　前世の法律だと、逃げると余計に罪が重くなるんだけど、それはこっちでも同じ。影えい響きよう……しないよね？　まさかだよね？

「逃げるってことは、罪を認めたと解かい釈しやくされる。君が死刑宣告した以上、ラビは罪人だ。死し刑けい囚しゆうの逃とう亡ぼうは死刑確定。ジャックが即そく座ざに裁判手続きをしたから出しゆつ廷ていまでは猶ゆう予よを得られたけど、召しよう喚かんを受けて期日までに現れなければ、やっぱり死刑確定だな。逃げ出したのは本当にマズい」

「で、あるか」

　法律書をめくりながらのフェデリの言葉に、わたしは頭を抱かかえる。

「逃亡先は分からないのか？　捕つかまえて拘こう束そくした方が早そうだ」

「家には、戻もどっていないらしいな」

　答えながら──ついに来てしまったと息をつく。

　これ、ゲームのオープニングだ。ラビが死刑宣告されて、その片割れであるレビ・シャムシェルが別世界への逃亡を画策するの。空間を掘ほって繫つなげた先が、主人公、アリス・リデルのいる世界。

　ラビは時間魔ま法ほう担当で、レビは空間魔法。どっちもトンデモである。

　アリスの世界では、なぜか完全な……とまで言うと語ご弊へいがあるか。とりあえずほとんどウサギそのものの姿になっちゃって、レビは驚おどろいてしまう。で、ここは駄だ目めだと急いでハートの国に戻ろうとするんだ。

　そこをたまたまアリスが発見する。服を着た二足歩行の喋しやべるウサギを見つけてしまったアリスは、好こう奇き心しんのままにレビを追ってハートの国へ……という導入。

　そうか……女王になって初めてのお茶会で、もう本編がスタートするのか……。

「なぜ、ここまで揃そろっていてセーブとロードがないのか」

　あってもどうせアリスのものなんだろうけどさ。ちぇっ。

「やめておいた方がいい。人生にそんな機能があったら、最良を探しすぎて一歩も先に進めなくなるよ」

　ごもっとも。

　……って、ん？

「フェデリ、貴様、セーブとロードの意味が分かるのか？」

　この世界にはコンピュータ・ゲームないんだけどな……？

「ん？　ああ。まあ、俺おれはね。というか、君もだろう。自白してるぞ」

「！」

　そういえば、さらっとこっちにない物の話をしてしまった！

　いや待って。でもそれについてきたってことは、フェデリももしかしてこの世界以外の記き憶おくがある人？　いっそわたしと同じとか……

「君の『神童』の正体はそれだな？」

「では、貴様は……」

「ああ、俺は違ちがうよ。ただ知っているだけだ。君と同じような人間の記録がジョーカーの中にはある。だからまあ、君の未来視の正体にもおおよその見当がつく。違う世界の未来を知るのが自分たち側だけだなんて、どうして思ったんだ？」

　──え？

　フェデリに何を言われたのか、とっさに理解できなかった。

「いい言葉があるだろう。君が深しん淵えんを覗のぞいているとき、深淵もまた君を見ている、ってね」

　だってここ、ゲームの世界でしょう？　わたしの前世の世界のゲームメーカーが作った世界。

　たまたまプレイしたわたしが知ってるのはともかく、作られた世界の人が自分たちを作った世界のことを知ってるとか、そんなことあるの？

　いや、そーゆー設定のゲームあったけど、『四印スートのアリス』にそんな設定はない。

　思考が追いつかなくて何も言えずにいると、フェデリは呆あきれた息をついた。

「まあ、もう少し茶番に付き合おう。君はこの先の未来を知っているんだろう？」

　混乱させるだけさせて解答放置に落ち着かない気持ちになったけど、それより現実問題が差さし迫せまっているのも事実。考えたがる思考を何とか押おしやってフェデリにうなずく。

「ラビが、森でお茶会の魔法を使うはずだ」

　でもどの森でなのかは分からない。オープニングに地名なんか出なかったし。

「それはありがたいね。時間を操あやつる大魔法だ。探しやすい」

「貴様に探せるのか？」

　驚きのまま口にしてしまった。

　膨ぼう大だいな魔ま力りよくを一所に集めて行使される大魔法は、その魔力の密度から発動地点がバレバレになる。ただしそれは、四印の術式ならの話。

　ラビとレビの使う時空間魔法の術式は鏡の国のもので、わたしたち四印の魔力を使う人間にはどれほど巨きよ大だいでも察知できない。

　ちょっと理ことわりから外れてるけど、フェデリの魔力も四印側だったはず。

「どこで使われているか、ぐらいは分かるかな」

「……そうか」

　そんなところまで規格外ですか。

「捜そう索さく隊たいは出すのか？」

「そのつもりだ」

　でも多分、見つからないだろうな。

　ラビが見つかる前に、きっとレビがアリスを連れてきて、ゲームがスタートしてしまう。

「捜索隊を編成する時間が欲ほしいこちらとしても、終わらないティーパーティーを使ってくれるのは幸いだな。じゃあ、俺は一足先に探しに行くとするよ」

　フェデリの言葉に、どくりと心臓が大きく脈打つ。

「……行くのか」

　まず過よぎったのは、ああやっぱりゲーム通りなんだなという軽い絶望感。

「ラビ一人でお茶会の魔法を維い持じするのは不可能だろう」

　時間を操る、なんて強大な効果を持つお茶会魔法には、二つ制約がある。一つは魔法の楔くさびとなる時計の用意。もう一つはお茶会をし続けなければならない、というもの。終わった瞬しゆん間かん、魔法が解ける。

　平たく言うと、参加者の誰だれかが一定以上の間かん隔かくを空あけずに何かを口にしてなきゃいけない。一人でやったら最も早はや拷ごう問もん。その店の売れ筋を一位から十位まで当てなきゃ帰れないバラエティ番組があったが、それに準じる辛つらさがあると思う。

「自然な考えだと思うんだが、不都合があるのか？」

　終わらないティーパーティーをできるだけ長く維持したいなら、人数を増やすのは有効。なのにわたしの反応が消極的なのが気になったようで、フェデリはそう確かく認にんしてくる。

「不都合は、ない」

　フェデリのお茶会参加で事態が悪化する、なんて、そんなわけがない。だってそれはゲームのシナリオ通りの展開で、ハートの国のためを思うなら、むしろ行ってもらうべき。わたしにとっても、フェデリにラビを説得してもらえるかもという期待が持てる。

　でも同時に、不安が拭ぬぐえない。

　だってそこは──フェデリとアリスが出会う場所だから。

　今のフェデリはわたしの意図を読み取ってくれてるから、ゲームみたいに敵かたき役やく直行な流れにはならないと思うけど。協力者として頼たよりにしている以上、そこはわたしもフェデリを信じないと失礼だとは分かってるんだ。

　理性でそう言いきかせても、感情が揺ゆらぐ。どうしても笑って送り出せない。

　今のわたしが意思疎通できるのは、フェデリだけだから。

　アリスと出会って、彼かの女じよの協力者になってしまったら、どうしよう？

　アリスの辿たどるルートは、間ま違ちがえさえしなければハッピーエンドが約束されてる。ハートの国にとってベストなのは、むしろそっちなのかもしれない。……フェデリも、アリスにその未来を見てしまったら？　そちらの方に興味を抱いだいてしまったら？

　約束された民たみの幸せを自分のために選べないわたしは、いっそ王族として間違っているんだろうか。

　……それでもやっぱり、わたしは助かりたい。ゲームでは影かげも形も出てこなかったお父様とお母様も諦あきらめたくない。

「なら、どうしてそんな心配そうな顔をする？」

　表情が硬かたくなっているのが自分でも分かる。何でもないなんて、聡さといフェデリにじゃなくたって通じないだろう。

「俺はそこで何をするんだ」

「……すぐに害となるわけではない。ただ、運命と出会うかもしれないだけだ。貴様の荷を共に背負う、生しよう涯がいの相手と」

　ヒロイン・アリス。フェデリと恋こいをするかもしれない少女。

「その手を取るなら、貴様は妾わらわの敵となろう」

「運命、ねえ……。悪いが、俺は運命信者じゃないんだ。未来が決まっているなんてつまらない。自分が切り拓ひらいた人生だという方が魅み力りよく的てきじゃないか」

　まあね。わたしも運命が決まっていて、それをなぞって生きているだけとは思いたくない。

　だってそれじゃあ、自分が望んで努力して叶かなえたことさえ、『決まっていた』だけのものになってしまう。

　自分の望みも、努力の苦労も、成功の喜びも、感情すら、きっと『決まっている』こと。そんなふうに考えてしまったら、あまりに虚むなしいもの。

　それよりも真まっ新さらな場所に踏ふみ出だして道を作ってきた──そう考える方がわたしは好き。

　でも……でもね、フェデリ。これ、ゲームなんだよ。

　ここまで全部、ゲーム通りに進んできた。エリノアが散々言って回った死刑が実行されたシーンは、ゲームでも直接描えがかれてたわけじゃない。即そく位いからゲームスタートまでの期間の短さからすると、アリスが助けるまでは牢ろうの中で、実際に殺された人はいなかったのかも。

　だとしたらますます、大筋が一いつ緒しよ。

　アリスがここでどんな選せん択たくをしていくか分からないけれど、彼女がフェデリにとって運命足り得る女性なのは間違いないと思う。

「それが君の知る俺の未来なのか？」

「いくつかあるうちの一つだがな」

「ふん。それは面おも白しろくないな。じゃあ、今ここで運命に逆らってみようか」

「？」

　今？　ここで？

　フェデリの考えが分からずに首を傾かしげる。そんなわたしに、フェデリはにやりと挑ちよう戦せん的てきな笑えみを浮うかべた。

「エリノア、俺と恋人にならないか」

「!?」

「ああ、その反応いいね。君の知る俺の未来の中に、俺たちが付き合う未来はないわけだ。魅力的な選択だな」

「あ、あるわけがあるまい。身みの程ほどを知れ」

　おおう。呪のろいさえ覆くつがえす勢いで動どう揺ようしてしまった。

　フェデリとエリノアが付き合う未来なんてあるはずがない。敵だし、フェデリはアリスの攻こう略りやく対象だし。

「俺たちは今、自分の意思で未来を選べる。試ためす価値はあると思うが、どうだ？」

「断る」

　フェデリの提案は、実験的には興味をそそられる。でも、わたしは断った。

　だって、それは、違うと思うんだ。

　大体、そんな気持ちのない関係、作ったところでしょうがないし。

「君の知る君の運命は、望ましくないものなんだろう。回かい避ひするなら、知っている未来と違う事実を一つでも多く作った方がいい。そうは思わないか？」

「無意味だ。運命が本物なら歯止めになどならん」

　実験でやってみただけの関係が、本当の想おもいを前に意味を持つとは思えない。

「どうかな？　俺は結構、君のこと嫌きらいじゃないよ」

「は、ァ!?」

　冗じよう談だんか、それとも聞き間違いか。反射で否定的な声を上げてしまった。

　だってフェデリが、エリノアのことを嫌いじゃない、って？

　……いや、でも、そっか。こうして協力者になってくれてるぐらいだもの。すでにゲームとは違う事実が出来上がってるんだ。

　それを踏まえたとして、今のわたしとフェデリの距きよ離りはどれぐらいだろう。

　…………知り合いレベルかな。

　少なくとも、お付き合いする段階じゃない。うん、あり得ない。

「そこまで驚かなくても。嫌いだったら協力しているわけないだろう？」

　フェデリがわたしに力を貸してくれてる最大の理由は、未知の現象への研究解明。そこは変わってないと思うけど、本能に逆らえなくて仕方なく──ってほどでもないのは分かる。多分だけど、まあ協力してもいいかなぐらいには思ってもらえてるんじゃないかな。

　でも、だ。

「貴様はずいぶん極きよく端たんな価値観の持ち主らしい。度どし難がたいな」

　嫌いじゃないって言ってもらえたことにはほっとする。だけど嫌いじゃないから恋れん愛あい的てきに好きになるってわけじゃないでしょう？

「妾は砂上の城に興味はない」

「臆おく病びようなのか潔けつ癖ぺきなのか、微び妙みような答えだ」

「無む駄だに興じる趣しゆ味みがないだけよ。そも、貴様は妾を知る前から妾に尽つくしている。指針にならぬわ」

　フェデリがわたしに協力を決めたのは、互たがいの人ひと柄がらなんかろくに知らないときからだ。

「君に興味があったからだよ。いくらそれが世のため人のためになったとしても、嫌いな相手に力を貸し続けられるほど俺は忍にん耐たい強づよくない。別の方法でベターを探すね」

「己おのれを知らぬ間ま抜ぬけな主張だな」

　今のセリフは、どうしても受け付けない相手以外をそうそう見捨てるつもりがないとイコールでしょ。わたしだってそこまで嫌われてるとは思ってない。

　鼻を鳴らして断言したわたしに対し、フェデリは僅わずかに目を細める。……あ、不ふ機き嫌げんなときの顔だ。

「たとえ君が俺を知っているのだとしても、知ったふうに言われるのは面白くないね。今ここにいる俺の意思は無視なのか？」

「今ここにいる貴様を見て言っている」

「……ふうん？」

　不快さは多少緩かん和わされた感があるけど、フェデリはまだ面白くなさそうな顔をしている。

　でも、噓うそじゃない。ゲームのフェデリもそうだと思うけど、目の前のフェデリなら絶対にそう。

　だってフェデリはここまで一度も、面めん倒どうそうな素そ振ぶりを見せなかった。

　わたし自身は研究対象だとしても、周りで起こった厄やつ介かい事ごとまで含まれるわけじゃない。本当にわたしだけを研究したいのなら、その他のこと──ジャックに話を持ちかけに行ったり、調査に協力するのは過程だ。必要だと理解していても、過程そのものに用がなければ、ただ面倒なだけの作業となる。

　けれどフェデリは罪らしい罪もなく死刑宣告された人々のことも、国民の負担にしかならない悪いた戯ずら政策も、付ふ随ずいしただけの過程という扱あつかいをしなかった。

　それでも己の興味のためだと言い張るなら。

「有う象ぞう無む象ぞうにさえ献けん身しん的てきな貴様だ。妾により懸けん命めいに尽くしたとして、その程度で情を信じろと？　笑わせるな」

「……それは多分、君がそうしたそうだったから、だよ」

「妾の意を汲くむのは当然だ。して、それがどうした」

　確かにわたしも一刻も早く、穏おん便びんな形で解決したかった。そしてフェデリがわたしの意を察して、望んだ形に納まるよう考えてくれたのも変わらない。

　それはわたしだったからとか、そんなことじゃないはずだ。だって理り不ふ尽じんな目に遭あった人たちを、当たり前に気き遣づかったのだから。

「……」

「まだ納なつ得とくできない顔をしているな。なんと蒙もう昧まいな。先さき程ほど己で言ったというのに」

「俺が？　何を言ったって？」

「貴様は妾を嫌いではない、と不ふ遜そん極きわまる物言いをしただろう。だがそれは、貴様が妾を見ているからだ」

　きちんと相手を見なければ、好こう悪おなんて抱いだかない。

　フェデリはわたしを見て、嫌いじゃないと言ってくれた。でもわたしだって、力を貸してくれてるフェデリのこと、近くで見てるんだから。

「己の言を返されて不満に思うとは、滑こつ稽けいよなあ」

　わたしから見たフェデリは、そういう人だったの。

　本人は否定するかもしれないけど、わたしが感じたことはフェデリ自身にだって変えられないんだから。

　さあ、他人の主観を覆せるならやってみろ。

　ちょっと意地も含ふくめつつフェデリと見つめ合って、数秒。わたしのセリフを咀そ嚼しやくする間を空あけてから、フェデリはうなずいた。

「俺が君を見ているのだから、君もまた俺を見ているわけだ。なるほど、道理だ。そして君の中の俺を否定できる材料は、確かに俺にもないな」

　そういうことです。

　主張が通って満足なわたしの顔は自然と緩ゆるみ、フェデリもつられたように小さく笑った。

「エリノア。君はジョーカーというものを、どれだけ知っている？」

「おそらくすべて」

　攻略対象のバックグラウンドだもの。しっかりゲーム中に出てきましたとも。

　ジョーカーは、世界にただ一人の異質な存在。血族とか、仲間とか、そういう人はおらず、ある日突とつ然ぜんジョーカーとして目覚めるのだ。過去の自分のすべてを失って、代わりに歴代のジョーカーの知識と記憶、経験を継つぐ。

　ただしそれは一個の存在としての基き盤ばんを失うということでもある。生まれる空くう虚きよさと孤こ独どくにヒロイン・アリスが寄より添そい、徐じよ々じよに精神の疲ひ弊へいが緩和されていく──というのがゲームでのフェデリルートだった。

「そうか、なら話は早い。俺はジョーカーとなってまだ日は浅いけど、これまでのジョーカーが培つちかってきたすべてを持っている。人付き合いも同じさ。馬が合う人間も、反りが合わない人間もいた。それでも上う手まくやる必要があったことも。けれど所しよ詮せん記憶だ。俺のものじゃない」

　え。その話わたしに──エリノアにしちゃうの？　アリスにじゃなくて？　スチルも用意されてたぐらいのエピソードだよ？　いや、別に減るものじゃないからアリスにも話せばいいんだろうけどさ。

「それだけ多くの人たちと関わってくれば、大たい概がいの相手と適当に合わせられるようになる。それらを踏まえたうえで、俺は君と接してきた」

　息を継ぐ間、ただ見つめ合うだけの時間が生まれる。そこにあったのは柔やわらかな笑み。

　ゲームと同じ笑い方だ。でも、少し違う。だってそこには、今、フェデリがこの瞬間に感じている心が表れているから。

　数パターンしかない立ち絵でなんて、表現できない。

　温かさが、息づく命が、目の前にある。

「俺が一体どういう性格をしているのか。そもそも今の俺は『俺』なのか、それともジョーカーという存在そのものなのかもよく分からない。けど、君が視みている俺が『俺』でいいのかもしれない。……少なくとも今、そう思えた」

　フェデリが自分自身に不安を抱いていることを、わたしは知っている。もちろん、攻略中にそれなりの結論は出して吹ふっ切るんだけど。

「俺は今初めて、『俺』として人と接した実感を得た気がする」

　……あれ？　フェデリが今の自分を『自分』として認めるのは、シナリオ後半だったんだけど……。ここでいいの？

　とはいえフェデリの精神安定上、肯こう定ていはした方がいいに決まっている。

「そ、そうか。光栄に思え」

　やや戸と惑まどいつつ、受け入れた。例によって物言いはアレだけども。

　わたしがうろたえたのが伝わったのか、フェデリは穏おだやかな微び笑しようをちょっと意地の悪いものへと変える。

「俺の初めてを捧ささげた相手が君で？　そうだな、今のところは──光栄かな、女王陛下」

　言い方ぁ──!!

「初うい々ういしくて可愛かわいい告白だと思うんだけど、どうして赤くなってるのかな」

　いや分かってるけどね！　フェデリがそーゆーキャラだっていうのは！

「真意がどうであれ、その言い様は悪質だ！　死刑に処するぞ！」

　その手の発言が可愛いで納まるのは、深読みをしなくていい年ねん齢れいまでだ！　二は十た歳ち越こえてる人間、しかもそこはかとなく色いろ香か漂ただよう美形が言っていい冗談じゃないッ！

「真意が伝わってるなら照れることないだろうに」

「黙だまりおれ！」

　セリフの真の中身なんて関係ないんだ！　ガワがすべてだ！　そもそもからかおうとする意図が丸出しだし！

　分かってるなら大だい丈じよう夫ぶだろうって？　無理です駄目です勘かん弁べんして。

　今いま更さらあれだけど、フェデリには色気があるんですよ！　当たり前っちゃ当たり前だけどね。攻略対象だからね。

　うー。ドレスの下で鳥とり肌はだが……。美形コワイ美形コワイ。アリスすごいなー。よく口く説どかれて耐たえられるなー。心臓が持たない自信がある。まあ、エリノアとフェデリで恋愛沙ざ汰たなんてあり得ないだろうけど。むしろほっとするわ。
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　わたしのうろたえっぷりが余よ程ほど楽しかったのか、フェデリは数分、飽あきずにくつくつと笑い続けた。

　くそう、今に見てろ。いつかからかい返して……無理だろうなあ。スペックが違う。

　向こうは作中最強キャラ。こっちは普ふ通つうの中でもさらに中央に位置できるぐらいの、キングオブザ普通才覚。普通であるぐらいは信じたい気持ち。

「まあとにかく──ラビのティーパーティー、探してくるよ」

「さっさと行け」

　ちょっとフェデリと離はなれたいです。顔を見てるだけで落ち着かない。

「大丈夫」

「何がだ」

「何とかするから」

　……なんか、ズルい。

　からかうだけからかっておいて、最後に欲しい言葉をくれるとか、完敗以外の何ものでもないじゃないか。

　そう思ってしまうぐらいには、わたしは着々と進んでいく現状に怯おびえてる。

　ゲーム通りに運んだら、わたしの人生がロクでもないものになるのは確定だ。悪ければ人様も巻き込むだろう。

　自分で決めてやってるなら、覚かく悟ごするよ。後こう悔かいもしないと思う。でも呪いでなんて──他人の悪意なんて理不尽なもので人生壊こわされるのは腹が立つし、怖こわい。

　大丈夫だ、って、状じよう況きよう分かってて言ってくれる人とその言葉が、どれだけ心に染しみ込むか。

　分かっててやってるのかなあー……。分かってる気がするなあ。フェデリだからなー……。

　ただでさえ迷めい惑わくかけてる状態で、精神的な不安まで押しつけたいわけじゃないのに。うっかり全部頼りきりたくなるようなこと言うのやめてほしい。

「疾とく行け。妾を失望させるなよ」

「心得ました、女王陛下」
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　エリノアの部屋を出て、俺は真まっ直すぐ目的地に向かう。

　魔力の歪ゆがみはすぐ見つかった。大魔法は探しやすくて楽だ。

　ラビが魔法を使うだろうことをエリノアが知っていたのは幸運だった。『森』というややざっくりな指定だったが、あたりがつけば造作もない。

　エリノアが未来を知っているのは、噓ではないと思っている。

　しかしそれは未来視などではなく、形となった物語としてだろう。俺への説明として、一番面倒くさくない言い方を選んだ結果が未来視であったに過ぎない。

　俺は、そういう存在を知っている。

　エリノアは転生者だ。

　彼女のような存在は初めてではない。有史以来途と切ぎれることなく続いてきた『ジョーカー』が、何度かその存在を確認している。

　そんなジョーカーの記憶を探さぐっても、直接転生者と会ったのは数回きりだ。希け有うな現象なのは間違いない。

　なぜそんなことが起こるのかは不明だが、歴代ジョーカーが考察の末出した結論は、転生者とは救世主である、というもの。

　彼かれらは近い未来、世界に起こり得る大災害の可能性を網もう羅らして現れる。そして転生者としての知識を元に、訪おとずれる厄やく災さいを未然に防いだケースが数多く存在しているのだ。

　今回の件もおそらくそれだろう。

　もしエリノアが転生者でなければ、ハートの国は近いうちに大混乱に陥おちいり、鏡の国の住人を喜ばせ、力を付けさせてしまったはず。

　それが起こるべくして起こる未来だと言うのなら、現状は多少なりと改善している。

　その協力者となっている俺だが──ハートの国に滞たい在ざいしていたのは、ただの偶ぐう然ぜん。なんとなく、以上の意味はなかった。

　……だがエリノアが俺の存在を知っていたのなら、偶然ではなくただの運命だったんだろうな。あまりそうと思いたくはないんだが。

　運命。

　なんて腹立たしくて理不尽で、気力を奪うばわれる言葉だ。

　ともあれ、エリノアが転生者である可能性が高い以上、彼女とはもっと腹を割って話さなくてはならない。俺を誤ご魔ま化かすために口にしていない、もっと細かな情報を持っているはずだ。

　……そういえば、ラビが開いているティーパーティーで、彼女曰いわく、俺は運命の出会いをするんだったか。

　冗談じゃない。

　それが決められた流れだというなら、ぜひとも逆らってやろうじゃないか。

　身に降りかかるすべてが予あらかじめ決まっているなんて、俺は認めない。ジョーカーなんてわけの分からないものを押しつけられて、自分が自分であることさえ奪われたのを、運命だから仕方ないで済ませられるか。

　そういう意味でも、未来を知っているエリノアへの協力は益がある。

　一刻も早く時を止めて安心したかったのか、ラビが魔法を使った場所はずいぶん近い。城下町を出てすぐの森だった。

　近付いてみて分かったが、どうも使われている時空魔法は一つじゃない。空間の歪みも感じる。さては、異界に逃亡しようとしているな。

　しかし、なかなかリスキーな賭かけだ。まともに生活できる異界なんて、今まで三つ──クローバー、ダイヤ、スペードしか見つかっていないというのに。

　まあ、命がかかってたらリスクなんて大した問題に感じないか。

　感心に近い心境で魔力の痕こん跡せきを頼りに俺がティーパーティーを訪れると、ラビが腹を抱かかえて苦しげに喘あえいでいた。代わりに、同じテーブルに着いた猫ねこがお茶を飲んでいる。

　──なんでこいつがここにいる？

　俺はその猫を知っていた。悪ふざけ政策の書類を紛まぎれ込ませたと思おぼしき五人の来訪者のうちの一人、キュエフ公こう爵しやくの家で夫人が飼っている猫だ。名前はミラ。

　夫人の愛あい猫びようだと口を揃えて皆に言われたが、いつから夫人と共にいるのかは誰も答えられなかったという奇き妙みような奴やつだ。嫁とつぐ前から飼っていたのか、あとから飼ったのかぐらいは覚えていてもよさそうなものだが、それすら答えが返ってこなかった。

　鏡の国の魔法には、精神に干かん渉しようするものがある。猫一匹入り込ませるぐらい簡単だろう。

「む？」

　ここで俺に気付いたらしく、ミラは軽く右の前まえ脚あしを上げた。

「丁度いいところに訪れたな、旅人。其方そなた、人助けに興味はないか？」

「さて。それほど興味はないが、そこのウサギを助けるのには協力しようと思ってる」

「ならば上々。席に着きたまえ。我わが輩はい、実はこれで三杯目なのだ。そろそろ休きゆう憩けいしたい」

　涼すずしげな態度からは余よ裕ゆうしか感じないが……元々そのつもりで来たんだ。付き合おう。

「ラビ、参加してもいいか？」

　まずは主しゆ催さい者しやにお伺うかがいだ。参加者にならないと魔法の範はん囲い外だから、意味を持たない。

　丁度視界に入ったので、魔法の楔くさびとなっている時計も確認する。間違いなく止まったままだ。

「誰でも……ウェップ。歓かん迎げいですぅ……」

　こちらを確認しようとする意志は目が動いたことで察せられたが、叶ったかどうかは疑問である。大分弱ってるな。

　誰すい何かの余裕すらないラビは、そのまま休ませておこう。

　テーブルに備え付けられたベルを鳴らせば、魔法をかけられたポットたちがお茶を入れ始めた。味は期待できない、手て抜ぬきのためだけの魔法だが、別にお茶を味わいに来たわけじゃないから気にはしない。

　手早く用意された中身入りのティーカップが、テーブルの上を滑すべって到とう着ちやく。……あ。中身がソーサーに零こぼれた。本当に雑だな。

　……人手がないときに補うためだけの魔法だ。飲んでも安全というだけで妥だ協きようしようじゃないか。

　さて。それはそれとして、ここで予想外に邂かい逅こうした相手をどうするか。

「ミラ。君はどうしてここにいる？」

　目の前の猫に問いかけ、お茶を一口。うん、不ま味ずい。

「我輩も女王のお茶会に出席していたので、事の顚てん末まつを知っておる。粗そ相そうをしでかしたのは事実とはいえ、その程度で死刑など、あまりに無情ではないか」

　答えたミラは、まだ中身入りのカップをそっと横に押しやった。実はかなり飲むのが嫌いやだったと見える。そこには同意しよう。

「しかるに、ラビの逃亡の手助けをする所存」

「逃亡の手助けをするより、裁判をきちんと受けさせた方が親切だと思うが？　裁判で無罪判決を得れば済む話だ。逃亡してしまえば死刑が確定するぞ」

　これはラビにも言いたい。反応を窺うかがおうとラビを見る……が、駄目だ。腹の苦しさに耐えるのが精せい一いつ杯ぱいで聞いちゃいない。

「無罪になる保証はあるのかね？　ああ、『これまで大丈夫だったから多分大丈夫』などとふざけた文句で他者の命を軽く扱うのはやめたまえよ」

　そういう返しでくるのか。

　ミラは処しよ刑けいされない確証を欲しがっているんじゃない。処刑される可能性を意識から消させないための言い様だ。

　感情を持つ生き物は、恐きよう怖ふに弱い。命に関わることなら尚なお更さらだ。二人でいるときにラビがこの主張を聞かされていたのなら、説得が難しくなる気がするぞ。

　……書類を届けに来た五人に関われる立ち位置で、素す性じようがはっきりしておらず、実行犯がいただろうお茶会にも参加。犯人の条件が揃ってはいるな。

　もしこれでラビの逃亡が精神干渉によるものだったら、いっそ確定して楽なんだが。

「ラビ、どうして逃げたりしたんだ」

　死刑を宣告された全員が、裁判によって自由を取り戻している。城の中も「死刑を宣告されても、ジャックが取り仕切る裁判を受ければおそらく助かる。あれは女王の悪あく趣しゆ味みな遊びだ」という空気になりつつある。

　もちろんそれでも、もしかしたら自分は、という恐怖はあるだろう。だが逃げて死刑を確定させるよりはマシなはず。

「……えっ？」

　かなり鈍にぶい間を空けて、ラビは自分に向けられた問いであることを理解した。よし、とりあえず反応できるぐらいには回復してくれている。

「ええと、あの、その」

　責めているように聞こえたか、ラビは身を小さくすると目を泳がせた。

　責めてはいないぞ、まだ。精神干渉によるものだったら、ラビはただの被ひ害がい者しやだ。

　自分の意思でやったんだったら文句を言わせてもらうけどな。事態を面倒にさせてくれる行動だったので。

「じ、女王様に恥はじをかかせてしまったから……本当に処刑されるかもと思って」

「それで処刑されるなら、とっくに一人や二人は断だん頭とう台だいの露つゆになってるだろうに」

　死刑宣告をしているのに覆されている時点で、国主としての権けん威いはかなり傷付いている。多分エリノアは気にしていない……というか、もう意識外になってる気がするが。事が落ち着いたら、こっちも慌あわてそうだなと思ってる。

　だが人の命を前にして、己の体面を忘れる彼女が俺は結構嫌いじゃない。そして体面が傷付くと気付いたとしても、彼女は人の命を選ぶだろう。人に任せるのではなく、自分自身で足を運んで俺を呼びに来た行動が証明している。

　好ましく思っていること、なぜかエリノアにはあまり信じてもらえなかったようだけど。

「おにーさんは他ひ人と事ごとだから言えるんです！　それに、僕ぼくは……」

　呆れが滲にじんだのがまずかったか、ラビは涙なみだ目めになりつつ言い返してくる。後半は言葉を濁にごしたが、言いたいことは察せられた。

　ラビとレビは時空間魔法を使う。それは厄介な生まれである証しよう拠こだ。普通の四印スートの国民と違う自分の身の処しよ遇ぐうについて、思うところがあるんだろう。

　しかし意外だったのは、訴うつたえてきたラビの目にはっきりと反はん抗こうの意思が宿っていたことだ。

　こいつ、全然気弱じゃない。むしろ可か憐れんで庇ひ護ご欲よくをそそる自分の容姿が人に与あたえる印象を分かってて使いこなしている、太ふて々ぶてしいタイプだ。

「逃げたのは自分の意思だと断言できるか？　確認してみろ」

　鏡の国の術式と四印の国の術式はまったく違う。だから四印の人間なら知らないうちに術中にはまっていてもおかしくない。というか、気付けるわけがないレベル。

　だが、ラビなら自分に精神干渉があったかどうかぐらいは分かるはずだ。同系統の術式を使えるのだから。

「え……え？」

　不思議そうに目を瞬まばたいたが、ラビは素す直なおに己の体に他者の痕こん跡せきがないかを調べたようだ。集中して体の魔力を確認し、うなずく。

「別に何もないです……けど？」

「なるほど、よく分かった」

　ラビの特とく殊しゆな立場なら、エリノアの死刑宣告に現実味を感じるのも無理からぬことなのかもしれない。そしてラビとレビの能力なら、逃げきれる可能性も充じゆう分ぶんある。賭けに出てもおかしくはないか。

　もっともその場合、エリノアは国の全力を挙げて追わなくてはならなくなるから、最後は捕まって処刑になると思うが。

　ラビの逃亡はただの臆おく病びようからか。一足飛びに犯人に繫がるかと期待したんだが、残念だ。

　返された答えに一つうなずいて、俺はラビへと提案を持ちかける。

「なあ、腹を押してもいいか？」

「ひっ!?　ダメ！　ダメです！　出ちゃうから！　穴という穴から出ちゃうから！」

　必死になってラビは首を振ふってきた。

　……そうだな。面倒を招いてくれた仕返しは別の内容を考えよう。ラビには多大なダメージになること請うけ合あいだが、その結果もたらされるものは俺も見たくない。

　ラビへの確認を終え、目線をミラへと戻す。

「ふふ。剣けん吞のんなことだ」

　俺が目を向けると、観察するようにやり取りを眺ながめていたミラが笑う。とても楽しげに。

「そうならざるを得ないだろう。処刑の事実を作ってやるわけにはいかない」

「なぜだね？」

「なぜ？　ラビの死刑を無情だと言って助けようとしている君が言うのか？」

　そう切り返せば、ミラはそれと分かる程度に目を見開く。

　思ってもみないことを指し摘てきされた、って顔だな。とっさに出てくる感情が納得じゃなくて動揺とは、助けるためにって発言も怪あやしいものだ。

「……そうであったな」

　あいにく俺の方もそんな高こう尚しような精神持ち合わせていないから、ただの私事だ。

　エリノアは己にかけられた呪いでさらなる被害を出さないようにしようと懸命だ。

　正直、一人二人ぐらい処刑したとしても、彼女を護まもることはできる。彼女も犠ぎ牲せい者しやであると証明して同情を買い、犠牲は出たが国への被害は最小限に抑えたという演出を流布すればいいのだ。なんなら犯罪者だったことにして、妥だ当とうな処置にしてしまってもいい。

　だが、エリノアは傷付くだろう。苦しむだろう。

　なぜ傷付くのか。それはエリノアに失うと悲しい、大切な相手がいるからだ。知っているから、失う悲しみに共感できる。

　そんな彼女の姿勢に、俺は慕したわしさを感じている。だからこそ、望む通りの結果になるよう護ってやりたくなるんだ。

　……ただ、ミラが「なぜ」と問う気持ちは、残念ながら俺にも分かる。

　俺はエリノアのことが嫌いじゃない。だからできる協力をしてやろうという気になっている。

　そう思わせてくれる人がいなかったら、「なぜ」になってしまうよな。俺もそうだよ。必死になるような大切なものなんかないから。……あったか、なかったかすら分からない。

　知らないものは、分からないんだ。

「ずいぶん無理をしてるんじゃないか？　君に相応ふさわしい建たて前まえは、もっと他にあっただろうに」

　そしてミラがもっともらしい理由を捻ひねり出せないとは思えない。それぐらいの知性は感じる。

「かもしれん。だが、そうしてみたい気分だったのだよ。──其方のように」

　建前の部分、否定しないのか。

　しかし俺のように、ね。言ってくれる。

　ミラの推察は正しい。被害を少なく、穏便に事を収めたいのはエリノアだ。俺自身にそれ以上の熱意は存在していない。

「ちなみに、君は誰を見てそう演じてみたいと思ったんだ？」

「言ったと思うが？　其方と同じだ」

「……へえ」

　ミラがエリノアを見る機会は、彼の立ち位置なら充分ある。その際に惹ひかれて振ふる舞まいをなぞった、というのは別にいい。

　だがそこで、俺と同じだと言いきるのか？　俺とエリノアが会った回数は片手で足りる。傍はたから見て、影響を受けるような近さは感じないだろう。事実はともかくとして。

　それこそ、俺とエリノアを監かん視しでもするつもりで観察していなければ。

　俺の視線をミラが真正面から受け止めた、その一いつ拍ぱく後。

「──！　──!!」

　空に穴が開いて、ウサギが一匹落ちてきた。

「わああああ!?」

　と思ったら、人間も一人ついてきた。

　ウサギの方はいい。ラビの片割れである布告ウサギのレビだ。

　だが人間の方は──一体どこから引っ張り込んできた。異世界産であるのは間違いないから、人間の形してる分だけましかもしれないが。
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　しかしこの人間……魔力をまったく感じない。

　これは、こちらの世界と相当法則が違う場所から来たと見た。レビの奴、遠くに逃亡しようと思ってかなり空間を捻ねじ曲まげたな。

「痛いって……。地面の穴に落ちて空からって……。地下帝てい国こくって、都市伝説じゃなかったのか……」

　どこかにぶつけでもしたのか、頭を擦さすりながら来訪者は呟つぶやく。

　金の髪かみに青の瞳ひとみ。あたりを物もの珍めずらしそうに見回す様子に怖おそれはなく、感じ取れるのは好奇心のみ。大分肝きもが太そうだ。

　顔立ちはなかなか整っていると思う。年の頃ころは十四、五頃の利発そうな『少年』だ。

　まあ、それは別にどうでもいい。問題なのはその登場の仕方だ。実に劇的じゃないか。

　…………げきてき。

　エリノア。君は彼のことを言っていたのか？　『彼』が俺の運命だとでも？

　冗談だろう。……冗談だよな？　もしくは間違い。そうだと言ってくれ。そしてもしまだお茶会に参加する人物がいるなら、今すぐ頼たのむ。ぜひ女性で。

　だが──もし参加者がこれで全員だった場合、エリノアは一体俺をどういう目で見て……。俺と付き合うなんてあり得ないって断言したのは、まさかそのせいなのか!?

　俺に今のところ同性愛の嗜し好こうはないが、もし本当に運命とか……。

　いや！　俺は運命信者ではないから！　自分の人生は自分で選ぶ。だから大丈夫だ。問題ない。

　一方、件くだんの少年は一通り状況の観察を終えると、無造作に立ち上がった。

　少なくとも、無害な相手ではなさそうだ。発育のいい木よりも高い位置から落下しておいて、とっさに受け身を取って立ち上がれる程度には頑がん健けんな奴である。

　ただしその表情は年相応に素直で、この場で行われている催もよおしに対し、奇妙に思っているのが筒つつ抜ぬけである。

　まあ、無理もない。森の中で人間とウサギと猫による、ぎこちない空気感満まん載さいのティーパーティー。そして俺とミラが二人とも茶を飲んでいないことに気付いたのか、ラビが震ふるえる手でカップを持ち、涙を滲ませつつ口を付けた。

　なんか、すまない。

　これが優ゆう雅がな雰ふん囲い気きのお茶会だったら不思議でも何でもなかっただろうが、胃い袋ぶくろの限界に挑戦しているかのような姿はどう見ても奇妙だ。

「な──、何やってんの、これ。お茶会？」

「そうとも、少年」

「うわ！　猫も喋った！」

『も』ってことは、レビか。そこに驚くってことは……。

「少年の世界では、猫は喋らないのかね？　我輩はミラという。少年は？」

「あ、俺はアレフ。アレフ・リデルだ」

　動揺は抜けきれてないが、アレフはミラの名乗りに応じた。アレフにとって未知の生物であろうミラにもすぐさま対応できるあたり、順応性が高そうだ。害意がないのもありがたい。

　……それはそうか。ここで危ない相手が現れるのなら、きっとエリノアが忠告してくれただろう。

　もっとも、すべてが転生者の知る通りに運ぶとは限らないから、警けい戒かいしておいて損はない。

「ではアレフ、席に着きたまえ。なに、時間には余裕がある。君と我々の話を、ゆるりと交かわそうではないか」

　アレフの登場による驚きから一番早く立ち直ったのは、おそらくミラだった。なぜかとても楽しげに、場を纏まとめ始めている。
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「──というわけなんだ」

　アレフが語ったここに来るまでの顚てん末まつに、正直、呆れた。

「好奇心は猫を殺す。もしくは君子危あやうきに近寄らず。そんなことわざを知らないのか？」

　昔の人は上手いたとえを作るものだ。

　そして思う。人ってやつは、何百年、何千年経たとうと変わらないんだろうなと。はるか昔に書かれた物語を読んでも共感できるから、間違いない。個人的には千年以上経っていたら、生物として少しは進化したいものだが。

「知らなくないけど、目の前の不思議を見み逃のがして後悔して、夜眠ねむれなくなるのは御ご免めんだ。トレジャーハンターの名が廃すたる」

「それが後悔しない生き方ならいいんだろうが、難なん儀ぎな習性だな」

「そうだろそうだろ。そして面白い」

　自分の行動が迂う闊かつなのは分かっているらしい。それでも好奇心を取るのなら、確かに行動しない方が後悔しそうなタイプだ。

　人に認められようが認められなかろうが構わない。自分の信念に対する本気の自信が、彼からは窺える。

　アレフが挑戦的な笑みを浮かべたそのとき、カチッ、と異様に大きく時計の針の音が聞こえ、後ろを振り向く。

　ただそれは、たまたま他の音が途と絶だえたからはっきり聞こえただけらしい。時計の針はずいぶん進んでいる。

　話しながらもお茶会は続けていた。魔法の条件は満たしている。なのに時計が──時が動いている、ということは。

「ラビ、魔法を解いたのか？」

「解いてない！　どうして!?」

　ラビが魔法を解いたわけではないのを、まずは確認。

　自身の魔法が解けたらすぐに気付いてもよさそうなものだが、アレフの話にそこまで夢中だったか。

「我輩の位置からだと丁度良く時計が見えるのだが、アレフとレビが降ってきたときから動き始めていたぞ」

「！」

　あわあわしているラビと対照的に、サラリとミラが言い放つ。

　気付いていたのに指摘をせず、それを告げたときさえ悪びれる様子もない。ミラにラビを助ける意思はないな。それよりもアレフに関心を寄せていて、そちらを優先した。

　異世界からの来訪者という点で、アレフは俺にとっても興味深い存在である。だがたった今、それ以上になった。

　ミラの言葉が本当なら、魔法が解けた原因は高確率でアレフだろう。当人を除いた全員一いつ致ちの見解となって、視線がアレフに集まる。

「お、俺？　何もしてないぞ」

「左さ様よう。何もしておらなんだな」

　俺にもそう見えた。だから秒針の音が耳に入ってくるまで気が付かなかった。魔力の歪みなんてもう気にしてなかったし。

「ならば存在そのものの影響だろう。アレフ、我輩が見たところ、其方には魔力がない」

「あー、うん。ないと思う。……ミラにはあるのか？」

「無論。こちらの住人は、大なり小なり必ず魔力を持つ」

「うらやましいな……」

「そうなのか？」

「魔法を使うのとか、憧あこがれるじゃん」

　憧れる……のか。

　ないからこそ、手に入れたくなる心理かな。

　魔法がない世界の『物語』も少なくない。その手の世界での動力は、別のエネルギーで賄まかなわれている。

　今はエリノアの件が優先だが、落ち着いたらアレフの話も聞いてみたいものだ。

「でも、魔力がないからどうしたんだ？　──あ！　魔力がない人間は、こっちにいると命を削けずられるとか!?」

「さあ。それは我輩も知らぬが」

　そんな設定の物語もあった気がするが、アレフに適用されるかは未知数だ。被ひ験けん者しや一号だし。

「我輩が推測するに、魔力がない其方は、そもそも魔力による干渉を受けぬのではないか？」

「……僕、術式……美しい。完かん璧ぺき。旋せん律りつ。……醜みにくく崩くずれたの、お前の、せい？　…………死ぬ？」

　それまで黙り込んでいたレビが生気のない目をアレフへと向け、なかなかに物ぶつ騒そうなことを言う。

　髪の色が黒である以外はラビとそっくりで愛らしいのに、表情と纏う空気のせいで可愛げが死し滅めつしている。むしろじっとりとしていて不気味だ。

　文句から察するに、レビとアレフが空から降ってくる羽目になった件だろう。何事かと思ったが、アレフのせいで途と中ちゆうから魔法が消えたのか。かなり危険な状態だったんだな。

「じゃあ、魔法かけ直す！　だから君は今すぐこの森から出て行って！」

「い、いや、でも……分かったよ」

　アレフにしてみれば右も左も分からない状況のまま、邪じや魔ま者もの扱いされて放り出されるのは心細いだろう。勝手に来たのはアレフ自身だから同情はしないが。

　しかし、だ。

　アレフが本当に魔法を打ち消すのなら、エリノアにとって有用じゃないか？　呪いも魔法の一種には違いない。

「アレフ、俺と一緒に来ないか？　君に会わせたい人がいる」

「人がいる所に連れてってくれるなら、喜んでついてく。できれば町規模だとなおありがたい」

　アレフの言い様は、見知らぬ場所で自活する腹を括くくった逞たくましいものだった。さすが、自分から未知の現象に飛び込む胆たん力りよくの持ち主だけある。

「それなら希望に適かなうかな。君に会わせたいのはこの国の女王、エリノア・ハートだ。場所は町の中心部にある城」

「女王？　なんで女王？」

　不思議そうに首を捻りつつ言ったアレフの声に被かぶさるように、ひぃっ、とラビが悲鳴を上げる。

「あの処刑女王に会わせるの!?　さ、さすがに可哀想かわいそうだと思うよ！」

「処刑女王!?」

　ラビがぶんぶん首を横に振りつつ言った言葉に、アレフはぎょっとして仰のけ反ぞった。無理もない反応だ。名めい称しようだけ聞くとめちゃくちゃ物騒だもんな。言われて仕方のないことしてるし。実行はされていないが。

「落ち着け、ラビ。女王のあれは呪いなんだ。本人に処刑する意志はない」

　そういえば、この話をするのが本題だったはずなのに、ずいぶん脇わきに逸それてたな。

　ラビが話を聞ける状態じゃなかったのも一因だから、俺だけのせいではないと思う。

「呪い……？」

「実際、死刑は実行されていないだろう」

「それは、そう、ですけど……」

　ラビは懐かい疑ぎ的てきだ。うなずく気配もない。

　かかっているのが自分の命なのだから、楽観視しないのは当然と言える。

「女王陛下、呪いにかかってるのか？」

　替かわってこちらは興味が先立っているアレフ。魔法がない世界なら、呪いも縁えん遠どおいか？

「そうだ。呪いという現象は君の世界にもあるのか？」

「俺は見たことないけど、ないとは言いきれない」

　ないものを証明するのは不可能だが、あることも証明されていない状態か。

「意味が通じるならそれでいい。女王にかけられたのは、口と態度が悪くなって、語ご尾びに死刑だが付く呪いだ」

「な、何だそれ」

　平たく言うとそういう感じだから仕方ない。

「だが、君なら解けるかもしれない」

　時空魔法を一いつ瞬しゆんで解いた異い質しつ物ぶつだ。エリノアにも同じように作用する可能性はある。そうなれば万ばん事じ解決だ。

　そう思って──ふと、彼女が喜ぶ顔を見ることを、意外に楽しみにしている自分に気付く。

　呪いにかかって、周囲と距離を置くことで少しでも被害を減らそうとしている彼女は、時折とても寂さびしげな表情を見せる。

　寂しいと感じるのは、呪いにかかる前のエリノアが築いてきた人間関係が、彼女にとって快いものだったということだ。相そう互ごに想い合う相手がいなければ、失ったところで何ともない。覚えていない俺が、過去に感かん慨がいを抱けないように。

　……いや、俺のことはどうでもいいんだ。考えたところで分かるわけもない。

　ただ、その人生を取り戻してやりたいと浮かび上がったこの気持ちは……これも、俺自身の真実でいいんだろう、な。

「俺が？　呪いなんか解けるのか？」

「試す価値はあると思ってる。……なぜそこで嬉うれしそうな顔をする？」

「囚とらわれのお姫ひめ様さまを助けに行くとか、訳アリお嬢じよう様さまを護るのとかって、一回は憧あこがれないか？　呪いにかかった女王様も類るい似じ案件だって。贅ぜい沢たく言うなら、お姫様がよかったけど」

「なら喜べ。女王はついこの間まで姫だったぞ。歳としも君とそう変わらないだろう」

　アレフの年齢は知らないが、見た目通りならそうだと思う。

「……俺と、変わらないのか？　なのに女王？」

　アレフは戸惑い、どんな表情を浮かべるべきか迷ったようだ。

　よかった。その異常性に気付くぐらいは想像力のある相手で。想像力のない相手と話すのは疲つかれるからな。

　ついでに、そこで人を気遣えない奴なら似たようなものだ。自分本位な奴と付き合うのも、やっぱり疲れる。

「前国王と王おう妃ひ殿でん下かは、現在行方ゆくえ不明だ」

　捜さがし続けるためにも、エリノアは女王の座から降りるわけにはいかない。

　エリノアが排はいされれば、前国王と王妃を捜そうとする者はいなくなるだろう。彼ら自身に問題がなくても、後こう継けい者しやのエリノアが人望を失っている。

　せっかくエリノアを排したというのに、彼女が返かえり咲ざく要因を求めたりはしない。人の親である国王夫妻の情に、不安を覚える者は少なくないはず。

　それならば、始めから近い血筋の高位貴族から王を選出してしまった方がいい。荒あれるだろうが、処刑大好き女王の再就任の可能性を生み出すよりはマシだ。俺が民ならそう思う。

　だがそうして国が荒れるのは、鏡の国の住人が喜ぶのとイコールだ。人の負の感情を糧かてに彼らは力をつけ、より大々的に干渉してくる。暗黒時代の幕開けだ。

　しかし、どうにも妙みようだ。

　黙っていればいいところで、いたずらに存在を主張してくる。書類の件もしかり、大時計もそうだ。なぜわざわざ、犯人を絞しぼれるような場所で手を出してくる？

　かといって名乗りを上げるわけでもない。

　この嚙かみ合あわない感覚、どうにも気持ち悪い。

　エリノアに呪いをかけた目的と、自身へ誘いざなうようなこの状況の目的は、本当に一致してるのか？

　俺が一連の出来事に考えを巡めぐらせている間、アレフも神しん妙みような顔で押し黙っていた。

　ややあって短い、しかし本気の気持ちがこもっていると分かる、真面目な言葉を口にする。

「大変、なんだな」

「とても」

「教えてくれて助かった。知らずに会ってたら、浮かれて傷付けたかもしれない。ありがとう」

「そんなことでエリノアを苛いじめる趣味はないからな」

「じゃあ、早さつ速そく連れて行ってくれ。試すだけならタダだもんな」

　言って、アレフはくるりとラビの方に顔を向けた。

「本当にただの呪いだったら、すぐに戻って教えるよ。そしたら安心だろ？」

「…………まあ」

　言葉だけは肯定してるが、表情が見事に裏切っている。信用度ゼロだな。

　とはいえ、ラビの心境は察せられる。会ったばかりのアレフの言を信用しろ、という方が無理だ。ましてこの小心腹黒ウサギなら当然の反応と言えよう。

　だが、本当にエリノアの呪いが解ければ、彼女自身が弁明できる。実際に口調と態度が改められた本来のエリノアなら、説得も楽になるはずだ。

　……ま、俺は本来のエリノアの口調も性格も知らないんだが。彼女の行動や表情を見てこうだろうとあたりを付けているだけだから。

「じゃあ、アレフ。行こうか」

「ああ」

　気負いもなくアレフはうなずく。未知のものへ踏み込むのを怖れないそれを、勇ゆう敢かんと称しよう賛さんするべきか蛮ばん勇ゆうと諭さとすべきか、迷いどころだ。

　……そういえば。

「アレフ、君はトレジャーハンターと言ったか？」

「言った。俺ん家ちの稼か業ぎようだ」

「宝探し屋、で合ってるか？」

「間違ってないけどちょい違う気がする。俺の専門は遺い跡せき探たん索さくで、古代技術の収集と解明が目的だし。宝っちゃ宝だけど、どっちかっつーとロマン重視」

　それで生活が成り立つのか？　余程実入りがいいのか……。

　だが、ロマン、ね。納得した。道理で行動が危なっかしいわけだ。

　けど、人のために迷わず行動する思い切りのよさは結構嫌いじゃない。

　…………はっ。

　違う。決して運命とか、そんなことじゃないからな!?

　俺とアレフのこと、もう一度エリノアに聞いてみよう。はっきりと。
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　こっちの世界では聞いたことないけど、前世のわたしの世界では、薔ば薇らの下でする会話は秘密──という、ちょっと素す敵てきな風習があった。

　それはとある神話のエピソードが元ネタで、神様が浮うわ気きを内ない緒しよにさせた契けい約やくから来るものだと知ったときのガッカリ感は半はん端ぱなかったけども。

　まあ、それはともかく。

　薔薇園での密会って、どことなくドキドキする雰囲気あるよね。やましいことじゃなくてもさ。

　わたしがここ──城にある庭の一つ、『愛の女め神がみの祝福』の薔薇園にいるのは、ついさっきフェデリから連れん絡らくをもらったから。伝えてくれたのは青い鳩はとだった。手紙を足に──とかじゃなくて、口頭で。

　それによれば、ラビのお茶会は無事見つけたけれど、連れ戻す前にわたしに会わせたい人物がいる。人目につかないように連れて行くので、ここで待っていてほしい……とのことだった。

　展開は違うけど、わたしはこの薔薇園でのシチュエーションにも覚えがある。

　オープニングでお茶会に参加したアリスは、参加者であるラビやレビ、そしてフェデリからハートの女王の悪行を聞く。そして空間魔法失敗の責任をラビとレビに求められて、彼らに協力することになるのだ。

　ただしこの時点でアリスにハートの女王知識はゼロ。だからラビとレビの言い分が本当かどうか、自分の目で確かめようとする。城に侵しん入にゆうしたアリスがたまたま辿り着いたのが、ここ、『愛の女神の祝福』。

　……言い分を確かめるためにお城に侵入って、よく考えたらすごいよね。

　ゲームでは、アリスはここで召めし使つかいたちに対するエリノアの横暴な振る舞いと、無茶苦茶な理由で死刑を宣告していく姿を目もく撃げきする。その様を見て、ラビの手助けを決めるのだ。

　ついでに、お城から出る途中でジャックに見つかって──という展開になるのだが、そこら辺は割かつ愛あいしよう。

　時系列的に、今は絶対あのシーンだ。分かっているのだから入念に手は打った。

　フェデリにこの場所を指定されたあと、万が一にも召使いたちに対する暴言や死刑宣告する姿をアリスに見られないよう、人ひと払ばらいをしました。

　ただ、ジャックだけは護衛を譲ゆずらなかった……。頑がんとしてついてきた……。アリスと会わせるための強制力か？　ゲーム強制力の支配下なのか？

　彼は今、薔薇園の外で待機している。外での待機の説得にというか、命令にだけは成功した。

　今のシチュエーションはかなりゲームに近いけど、足あ搔がいたかいがあったのか若じやつ干かんシナリオと変わってもいる。

　多分だけど、フェデリが会わせたい相手ってアリスだよね？　だってあのお茶会の参加者は、ラビとレビ、そして二人に協力してくれた森の小動物たち、フェデリとアリスだけなんだから。

　人目につかずにっていうのも分かる。アリスを正式にお城に招くのが面倒だったからでしょ。客人のフェデリにはそんな権限ないし、わたしは死刑囚を生み出すから。

　アリス──か。ゲームにおいて、エリノアに破は滅めつをもたらすキャラクター。

　うう。面識すらないのに、意識の中ですでに苦手感あるな。

　もちろん、アリスと話して理解を得られたら安心材料は増すんだけど……。できるかなあ。フェデリという通訳を挟はさむにしたって、信じてもらうの難易度高い状況じゃない？

　わたしに会わせようってわけだから、呪いの説明はしてくれてるんだろうけど……。なんたって直接会う分、下へ手た打ったら展開加速もあり得る気がする。

　期待と不安の両方で、落ち着かない。こういうときの待ち時間って、すごく長く感じるよね。

　じりじりしながら待っていると、芝しば生ふを踏んで近付いてくる足音が聞こえてきた。

　ごくりと喉のどを鳴らし、相手を待つ。

　ややあって姿を見せたのは、フェデリと──金きん髪ぱつの少年？

　……え。誰、その人。

「待たせたかな？」

「貴様の愚ぐ鈍どんさを考こう慮りよすれば、致いたし方ない程度ではある」

　そうでもない、と言おうとしただけでこれですよ……。

　フェデリはともかく、もう一人の方が引いてるだろうなあ。

　様子を窺おうと目を向けると、少年はなぜかほっとした顔をしていた。

　いや本当、なんで？

「なんだ。気さくそうな人じゃないか」

「君にはそう聞こえたのか？」

「だってそうでもないよって言ってくれたじゃん」

　フェデリの確認に、少年はこともなげに言う。

　確かにわたしはそう言おうとした。でも口から出た言葉は違っている。

　なのに、彼には言おうとした方で伝わってる……？

「貴様、名は？」

「俺はアレフ・リデル。はじめまして、女王陛下」

　アレフ……リデル──!?

　それって、ヒロイン・アリスのファミリーネームでしょ!?

　もちろん、リデルさんがアリスオンリーだとは思ってないわよ。でもここで現れるリデルさんはアリスでしょう！

　いやいや、もしかしたらちょっと骨太なボーイッシュ少女路線ってことも……

「貴様は、男か？」

「そうだよ。ってか、俺女の子に見える？　初めて言われた」

　見えません。

　え、でもこれ、何。どーゆーこと。

　アリスが……アレフ？　男の子？

　…………別ジャンルのゲームになっちゃうよ!?

　わたしが呆ぼう然ぜんとしてどうでもいいことを考えている様子を見て、フェデリがものすごくほっとした息をついた。

「よかった。その反応を見るに、アレフは本来、女性だったわけだ」

「本来って何だよ!?　生まれたときから男だけど！」

　安あん堵どするフェデリと、混乱するアレフ。

　あー、うん、そうだね。

　フェデリに散々『運命と会う場所』とか言っちゃったからね。それで出会ったのが男の子だったら動揺ぐらいはするかもしれない。

　本人同士が好き合ってるなら別に同性でも全然いいと思ってるけど、ハートの国では恋愛は異性同士が主流だし、まだ同どう性せい婚こんは認められてない世界。

　フェデリが四印スートの世界観に準じた感性の持ち主なら、微妙な気持ちになるのも無理はない。

「それにしても、少し当てが外れたかな。エリノア、何か喋ってみてくれ」

「妾にくだらぬ雑談をせよというのか？　貴様、余程死刑になりたいらしい」

「そうだよ。急に何でもいいから喋ってって言われたって、困るに決まってるじゃないか」

「！」

　会話だけだとどう考えてもアレフの返しはおかしいんだけど、喋った本人であるわたしには分かる。

　何かって言われても……って、ちょっと悩なやみつつ零してしまった言葉だから。

　やっぱり、アレフにはわたしが言いたい内容そのままで通じてる……？

　どうしてだろう。ゲームにはそんな設定なかったのに。アリスがアレフだった時点で、アリスの設定を当てはめていいのか最早微妙ではあるけど。

「エリノア。彼はレビが連れ込んできてしまった異世界人で、魔力を持たない。そのせいで魔法による干渉を受けないみたいなんだ」

　うん。そっちの設定はあった。アリスだけはエリノアの炎ほのおに焼かれないし、鏡の魔物の幻げん影えいや精神支配にもかからない。

　口の動きからして間違いなく暴言の方を喋ってるんだけど、どういう理り屈くつなんだろう……。魔法の影響受けないって、聴ちよう覚かくより優先して発動するものなんだ……？

　いやそれより、この事態をどう考えるべきなのか。

　アリスがアレフで別人だし、同じ能力を持ってたゲームのアリスには──つまりプレイヤーには、エリノアのセリフが普通に毒吐はき状態で伝えられてた。

　ゲームのエリノアも鏡の国の魔物の呪いで……って考えた線もあったけど、それだとアレフが呪いの影響を受けないのはおかしい。

　ゲームのエリノアはやっぱりあれが素だったってこと？　じゃあどうしてわたしはエリノアみたいに育たなかったんだろう。

　前世の記憶があるのは関係ない。だってわたしはつい最近まで前世のことを忘れていた。多分魂たましいか何かには残ってて、それがちょいちょい影響を与えて幼いわたしを天才・神童にしたけど、確たる何かを思い出してたわけじゃない。わたし以外の環かん境きようがゲームと同じだったのなら、記憶のない幼いわたしはきっとゲーム通りに育つと思う。

　おかしい。わけが分からない。この世界ってどうなってるの？

「俺には普通に喋ってるようにしか聞こえないけど、フェデリには今の女王陛下の──いいや面倒くさい。エリノア？　でいいんだよな？　彼女の言葉は、どう聞こえてるんだ？」

　アレフはあっさり女王陛下呼びをやめ、ファーストネーム呼びに切り替えた。

　いきなり名前呼びって日本人感覚だと馴なれ馴なれしい感じがするけど、ハートの国では普通。別に失礼でもない。ただし、身分が同等以上に限る。

　……そういえば、さっきナチュラルにフェデリも名前呼びだった。いや、別にいいんだけど。フェデリに身分を持ち出すのなんてナンセンスだし、わたしも普通に名前で呼んでるし。

　アレフの恰かつ好こう……一見わたしの前世の時代のものに近いように見えるけど、素材が……なんか違う気がする。改めて見ると、近未来ＳＦ感がある。

　でもそれぐらいの文明なら、名目上は身分制度がなくなってるかも。前世の日本みたいに。ま、日本はあくまで建前でしかなかったけど。

　アレフのフランクさにフェデリもちょっとびっくりした顔してるけど、いやいや、貴方あなたも初対面で相当なことしましたよ。わたしを試すためって意図ありきだったとはいえ。

「あれ？　俺何かおかしいこと言ったか？」

　絶句したわたしとフェデリに、アレフは不思議そうに首を傾げる。

「女王という言葉で通じたみたいなのに、君の世界とは意味合いが違うのか？」

「国主の呼び方の一つだろ？　ただの役職名じゃん。それがどうした？」

　アレフの思考は市民平等からくるそれだ。しかもわたしの前世よりずっと事実になってるんじゃないかな。

　……アレフが空気読まない素直な人である可能性もあるけど。

　でもこれ、フェデリには不可解だろうな。

　はたしてジョーカーは現代の身分制度への叛はん逆ぎやくとも言えるアレフの言葉を、どう受け取るんだろうか。

「君の世界はそれで社会が成り立つのか？　識者が多いんだな……」

　フェデリにとっては未知のもののはずなのに、驚きさえしなかった。むしろ興味を持っただけっぽい。

　なるほど。ゲームでもこちらと違う常識で行動するアリスを面白がってた人だから、予想して然しかるべきだったか。

「……ああ！　ここって絶対王政なのかあ！　……え？　じゃあ俺って今不ふ敬けい罪ざい!?」

　アレフにとっては、きっと自分の世界がかつて通ってきた過去の時代に準じたルール。理解も早かった。

　そして時代背景に思い至って手を打ち、次の瞬間青ざめた。

「あいにく、無む知ち蒙もう昧まいな輩やからを躾しつける労力の方が惜おしい。せめて貴様に場を弁わきまえる能力ぐらいは期待したいものだが……。まずは何より、妾の寛かん大だいさに感謝せよ」

「そっか。ありがとな」

　表面上の会話だけ聞くと、笑って応じるアレフがアホの子か懐ふところの深すぎる人のようだ……。

　けど、多分アレフにはわたしが言った「気にしてない」のままで通じてるんだろうな。

　……つ、通じてるんだよね？　ちょっとしっくりきすぎて今のやり取りは不安になるんだけど、大丈夫だよね？

　フェデリも同じように思ったのか、微妙な表情をしてアレフに訊たずねる。

「悪い。今エリノアが何て言ったか教えてくれるか。正確に」

「『わたしは気にしないけど、ハートの国では秩ちつ序じよのために必要なことだから、周りに人がいるときは気をつけてくれると嬉しい』って」

　わたしは身分の高低が人の価値って倫りん理り観かんにはうなずけない。ただ、王政の政治形態では必要な区分ではある。

　人を人として尊重するのをやめる気はないけど、身分を越える振る舞いはわたしもしないし、許さない。幼い頃から一緒にいて、気心の知れたニーナとだって同じ。砕くだけた喋り方は、完全なプライベートで他に人目がないときだけ。

　わたしがやったらニーナが叱しかるし、ニーナがやったらわたしが叱る。侍じ女じよと王女には明確な身分差があるから。

　に、しても。言ったのわたしだから、そういう感じの内容だったのは覚えてる。でも迷いなくスラスラ答えたアレフはすごいと思う！　普通、さらっと聞いてただけの言葉（しかもやや長文）なんて覚えてないよね。

　記憶力、かなりよさそう。さすが主人公？　いやでも、アリスじゃないから主人公じゃない……？　魔法が効かないキー能力まで一緒なのに、アリスじゃないとはこれいかに。でも男の子だから……。乙女おとめゲヒロインになりようないから……。

「ちなみに、フェデリにはどう聞こえてるんだ？」

「『あいにく、無知蒙昧な輩を躾ける労力の方が惜しい。せめて貴様に場を弁える能力ぐらいは期待したいものだが……。まずは何より、妾の寛大さに感謝せよ』かな」

「うわぁ……」

　アレフはどん引いた。

　そうなりますよねえ。

「俺にはそんなふうに聞こえないから変な感じだけど、ずっとその調子じゃラビが怯えて逃げるのも分かるなあ」

　同感です。

「……でも、そうか。エリノアの本来の口調はそういう感じか」

　はっ!!

　呪いでどうせ変へん換かんされるからって、わたしずっと素で喋ってた！　王族らしさの欠片かけらもない！

　これは呆れられて仕方ないやつだ……。

「く、くだらぬ感想など脇の棚たなに置いておけ。貴様如ごときが妾を計ろうというのか？　なんと無礼な。死刑に処するぞ」

「今のは？」

「恥はずかしいからしみじみ考え込まないでくれって」

「それは悪かった」

　やーめーてー。

　意思が齟そ齬ごなく伝わるのはありがたいけど、自分が言ったことを繰くり返かえされるのって恥ずかしい。

　よし。きちんと喋ろう。そうしよう。そうすれば恥ずかしくない。

　でもアレフに通訳してもらうなら、『自分で意地の悪い話し方をすれば死刑だだけは回避される』の技わざは使えないな……。くっ、なかなか難しい。

「しかしこれじゃあ、ラビの説得は難しいな」

　難しそうですねえ。

　アレフが間に入って伝えてくれても、「そんなこと言ってない」と思われるのがせいぜいでしょう。

「でも話してみるのはナシじゃないよな？　俺が魔法を受け付けないのはラビも身をもって知ったんだし、納得してくれるかもしれないだろ？」

　ううーん。

　試して悪いことはないって言えばそうなんだけど、どうにも期待が持てないというか……。

　ラビとレビの『本体』にだったら、通じそうなんだけどなあ。

　ああ、そうそう。実はラビとレビは『本体』の鏡像。二人で一ひと枠わく、なんて推すい奨しよう年齢Ｂの乙女ゲにあるまじき設定の理由がそれである。

　ただ『本体』さんは……出てこないと思うんだ……。誠まことに残念ながら……。かなり重度なうえ能力の高い引きこもりだから……。

　それに今って、どう考えてもゲームの冒ぼう頭とう部分。ここでラビとレビが逃げないなんてこと、あるのかな。……正確にはできるのか、かな。

　だってラビを説得できてしまったら、今後のストーリーが破は綻たんする。いや、もちろん破綻してくれた方が全然いいんだけど。

　っていうかアレフも協力してくれるなら、わたしの知ってる『四印スートのアリス』、この時点で成立しなくなるような……。

　それは嬉しい。嬉しいんだけど……それでいいの？　感もある。ここってゲームの世界じゃないの？　ほとんど同じだから無関係ってことはないと思うけど……。

「エリノア？　他に気がかりなことがあるのか？」

「！」

　思わず考え込んでしまったわたしに、アレフが気遣うように声をかけてくる。

「いや、それでよい。貴様の提案を許す」

「分かった。じゃ、早速ラビのところに行ってくるよ！」

「待て。妾も行く」

「え！」

　驚かれてしまった。

　うん、分かるよ。わたしが行って何の役に立つ？　っていうのは。むしろわたしの姿を見た途と端たん、ラビが逃げる可能性大。

　でも完全に人任せっていうのもどうかなって。

　フェデリにラビのティーパーティー捜索を任せたのは、わたし自身が出向いてもラビの説得はできないだろうという見込みプラス、いつ切れるとも知れないお茶会魔法の最中に女王であるわたしがほいほい城空けるのも迷惑かけるかもって思ったため。

　でも、今度は事情が違う。

　作中最強キャラ、フェデリでもできなかった説得だ。説得材料が一つ増えたからといってアレフならできる、とは正直思えない。

　ラビとアレフに現段階で信頼関係なんかないから、フェデリに聞いた情報もアレフに聞いた情報も、ラビには同程度の信用性。それで信じなかったんだから期待は薄うすい。

　だったらわたしは、わたしの未来を変えるため、自分自身で行動を起こすべきだろう。

　すなわち、ラビを力ちから尽ずくで捕まえる、という行動を。

　今のわたしに対人交こう渉しようは不可能だ。そのために多くをフェデリに代わってもらってる。でも、できる部分まで放り投げようとは思わない。

　だってフェデリは協力者で、当事者はわたしだ。

　……と言いつつ、わたしは町にまったく明るくないので、アレフかフェデリに案内してもらわないと辿り着けないという……。

「貴様一人に任せるほど、妾は博打ばくち好ずきではない。貴様の無能を補うため、妾が同行してやる」

「でもあの様子じゃエリノアの同行ってむしろ逆効果……。ああそうか。駄目なの前提か」

　言ってる途中で納得した様子で、アレフは息をつく。

　せっかく説得してくれようとしているアレフに対して、失礼だった？　でもわたし、ここでラビを捕まえてみたいんだ。そうすればシナリオが大おお幅はばに狂くるうはずだから。

「妾のように高貴なる者は、下しも々じもの住すみ処かになど関わりがないゆえ、案内は貴様に任す。問題なかろうな」

「大丈夫。分かりやすい道だったし、俺脳内マッピングにも自信あるから」

　どうやらアレフは道に強いらしい。

「支し度たくをする。しばらく待て」

　いくらなんでも、女王スタイルで町に行ったりしませんよ。

「いや、少し待ってくれ、エリノア。その前に、君と話したいことがある」

　アレフがわたしに答える前に、そうフェデリが割り込んだ。

「妾に話、と？　それは今するべきなのか？」

「その方がいいと思う。というわけでアレフ。悪いが先に一人で戻ってラビを見張っておいてくれないか」

「分かった。居所を把は握あくしとけばいいんだな。けど、そっちは何の話をするんだ？」

「君にも興味があるから、あとで話すよ。だが今はラビとレビを頼む。気付いているかもしれないが、あれから時間は進み続けている。俺たちに知られている場所から、いつ逃げ出しても不思議はない」

　そうなんだよね。そこも実は気になってた。ゲームではアリスが戻るまでラビは森にいるけど、ゲームとちょいちょい違ってるから……。

　時間を止める魔法はハートの国全体に影響するので、アレフも効果範囲に入っている。つまり彼がハートの国にいる間は、終わらないティーパーティーの発動はできないのだ。

「了りよう解かい。じゃあ、行ってくる」

　優先順位を一致させ、アレフはあっさりわたしたちに背を向けた。

　じゃあこっちは……フェデリの話か。

「とりあえずエリノア、お忍しのびの支度は頼む。俺の話が終わったら、ラビを捕まえに行くんだろう？」

「貴様は来なくて構わんぞ」

　口調はうるさい羽虫を追い払うがごとくにきっつかったけど、今回はわりと言った通りに近い。

　ラビはきっと、アレフの説得にも耳を貸さない。これはわたしがハートの国で十六年生きてきて、ラビ・シャムシェルという相手を知っているから断言する結論。

　きっと実力行使になる。

　フェデリは規格外だけど、ラビとレビも『危ない』のだ。だって攻略キャラだもの。背負ってるバックグラウンドが一ひと筋すじ縄なわでいくわけない。素直なのはジャックの担当なんだって。色々と。

　これはわたしの問題。だから、矢や面おもてに立つのはわたしじゃなきゃいけないと思ってる。

「知らないところで物語が進むのは好きじゃない。俺も行くさ」

「貴様……」

「先に協力を頼んだのは君だろう？　そして俺はそれを受けた。だったら、一方的に打ち切られるのは面白くない」

　う……。一理ある。

「……でも、まあ、頑がん張ばろうとする君の姿勢は嫌いじゃないよ、エリノア」

「っ……」

　言われて、フェデリのセリフが建前交じりだと分かってしまった。

　わたしの罪悪感を汲んだうえで、拒こばみにくい理由をわざわざ捻り出してくれるあたり、本当にもう、どうしろと。

「だから、力を貸したくなるんだよ」

「……妾のために働きたいというのなら、好きに、せよ」

　わたしでもできそうなところまで、甘あまえてしまっていいんだろうか？

　頭の中はまだ迷っていたけど、断る理由が思い付けないのを言い訳に、わたしはつい、そう言っていた。

「じゃあ、こっちの話は手早く済ませよう」

「妾の時間を割さいてやるのだ。有益でなくば、死刑ぞ」

「有益だよ。必ずね」

　断言だ。どんな話だろう。

　フェデリの目が真しん剣けんだったので、わたしの体にも力が入る。

　……悪い話じゃないといいんだけど。
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　軽く変装して城を出て、真っ直ぐ目的地へと向かう。フェデリがわたしを誘ったのは、町の図書館だった。

　お城には町の図書館より蔵書の多い図書室がある。なのでわたしはこれまで、町の図書館を利用したことはない。

「君は、本を読むのは好きな方か？」

「妾が無教養に見えるというのか？　ふざけるな」

「そうじゃなくて、もっと俗ぞくな、娯ご楽らく品ひんの方だよ」

　娯楽……？　ラノベ的な？　こっちの世界にそんなのあったっけ？

　架か空くうの物語にしたって、純文学のようなものが一般的なはずだけど。あれらは俗とは言われない。高等文学を修めた者だけが読める、知識人のステータスという扱いだ。それだったら読んでるけど。教養のためもあるし、何より社交界での会話に参加するために。

　受付をするっと抜け、フェデリがわたしを案内したコーナーは、確かに周りとちょっと雰囲気が違っていた。硬さがないっていうか。

　そしてわたしは、啞あ然ぜんとする。

「何だ、これは……」

　それはもう、タイトルからして驚かされる代しろ物ものだった。

『龍りよう馬ま伝でん』『第六天てん魔ま王おう』『ラ・ピュセル』『ピースメーカー』……。わたしの前世の世界で起こった大きな史実を彷ほう彿ふつとさせるものが、いくつかある。

　わたしはおそるおそる、第六天魔王を手に取った。一番分かりそうだったからだ。

　中身は──脚きやく色しよくが激しい。いくら戦国最強を謳うたわれる武たけ田だ騎き馬ば隊たいだって、馬は空飛ばないし火を吐いたりしない。北ほう条じよう氏うじ康やすの相模さがみの獅し子しって二つ名、本当に獣じゆう化かしたから付けられたってわけじゃないと思うんだ。上うえ杉すぎ謙けん信しんに至ってはガチで神格化して戦ってる。

　……でも、歴史の流れ自体はわたしが知ってるものとほぼ同じ。

　どうしてこんなものが……。

「心当たりがあったかな？」

「これは一体、何だ。誰が書いた」

「作者名も書いてあるけど、大した問題じゃないだろう」

　……確かに。これらを誰か一人が全部書いたというならぜひ会いたいけど、作者はバラバラ。同一人物の別ネームじゃなければ、それぞれの本を書いたのは違う人だ。

　じゃあ……ゲーム製作スタッフが遊び心で裏設定に入れたの？　それが生きてる、とか？

　そんな無意味で細かいこと、ゲーム作るときにするものかな……。

「そう驚かなくてもいいんじゃないか？　君は似た手段でこちらの世界のことを知っているんだから」

「!?」

　本に見入っていたわたしは、フェデリの言葉に顔を撥はね上あげた。

　驚いた──なんてものじゃない。

「似た、手段……。知っている、だと……？」

「君の世界の誰かがこちらの世界を視て、物語にした。君はそれを読んでいるから未来を知っている。間違ってるか？」

　本じゃないけど、合ってる。

　わたしがぎこちなく、かろうじて首を横に振ると、フェデリはうなずいた。

　……教えられた内容が衝しよう撃げき的てきすぎて、混乱してる。体に反応が行いき渡わたらない。

「これらはその逆さ。作者本人は意識してたりしてなかったり、だけどね」

　じゃあ、こっちの世界の人から見たら、わたしはこれらの物語の世界から飛び出してきた存在ってこと？

　……ううん。違う。

　どっちも本物なんだ。

　ここは、乙女ゲームの世界じゃない。

　四印スートのアリスは、そもそも架空の物語じゃなかったんだ。誰かがこの世界を視て、作ったもの──

「未来視なんて能力の持ち主に会ったことはないが、こうして『物語』として未来を知って生まれてくる転生者になら、ジョーカーとして何度か会った。前例のある可能性の方を有力視するのは当然だろう？　どうやら間違っていなかったみたいだしな」

「……ああ」

　ようやく言葉を発する余裕ができて、わたしはフェデリの推測を認める。

　説明しなかったのは理解してもらえないと思っていたからで、フェデリがすでに『知識を持った転生者』というものを知っているなら、誤魔化す理由がない。

「書き手がどうやって別世界の未来を知るのかは不明だ。所詮別次元の話だから、同じ時間軸じくでは語れないのかもしれない。──だが、確かなことがある。俺たちが今、この時を生きている、という事実だ」

　そう。わたしたちにとっては今こそが現在。

「それ、なら」




　シナリオなんか、ルートなんか、『ない』の──？




　四印のアリスの開発スタッフが、エリノアの呪いを知らなかったのか、知ってたけど物語として面白くするためにそうしたのか、それももちろん分からない。

　わたしはもう一度、第六天魔王をパラ見した。

　歴史は、わたしが学校で習った通りの流れ。でもこの物語の最後では、信のぶ長ながは死なない。死んだことにして隠いん居きよで終わってる。乱世を切り拓いた魔ま王おうの死は、平へい穏おんの世の訪れのための必ひつ須す条件だからって。

　そして明あけ智ち光みつ秀ひでは謀む反ほんを起こさない。同じく楽らく隠いん居きよとして、信長と一緒に縁えん側がわに座すわってお茶を啜すすってる。信長が後見人として存命な以上、柴しば田た勝かつ家いえと羽は柴しば秀ひで吉よしが戦う展開もないだろう。ついでに、浅あざ井い長なが政まさも裏切ってない。

　それが描いた人の好みだったのか、全体的に痛みの少ないエンターテイメントになっている。

　だったら……四印のアリスだって、どうなるかなんて分からないんじゃないの？

「俺は運命信者じゃないんでね。たとえ未来を知った誰かがそのままの物語を書いたのだとしても、それはいくつもの可能性のうちの一つでしかないと思ってる」

　歴史は、その時代すべての人の意思が混ざり合って織り上げられていくもの。

　だったらわたしは、わたしの望む未来を描く。だって今ここにいるわたしには、それができるはずだから。

　そう──ゲームでさえルート分ぶん岐きが存在する。迎むかえる結末は一つじゃない。

「君が知る物語は、どこまで通じるか分かったものじゃない。いや、たとえそれが最もあるべき未来だったとして、君は諦めるのか？」

「諦めない」

　フェデリを見つめて、わたしははっきりと答える。

　運命があるかどうかなんて、結局のところ分からない。こうしてフェデリに激げき励れいされて熱くなった決意だって、運命で決まっているものかもしれない。

　それでもわたしは、自分の意思こそが未来を創ると信じてる。自分が動くから、未来は変わるのだと。

　だから足搔ける。懸命になれる。自分が歩む人生だから。

　わたしは、エリノア・ハート。

　ゲームの悪役なんかじゃない。自分の意思でやってるわけじゃない悪役になんかなってたまるか。

　国を──人を弄もてあそぶ悪意になんて、絶対負けない！

　わたしは、この国を護るんだ！

　決意にぐっと拳こぶしを握にぎると、全身を巡る血が熱くなった気がした。少ししたら治まったけれど、その熱は胸に宿って仄ほのかな温かさを生み続けている。

　そしてそれはどことなく──ハートの印スートを象かたどっている気がした。

　消えない炎が宿ったかのように。
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　服を着た二足歩行の喋しやべるウサギを追って行ったら、地面の大穴に落ちて異世界に来た。

　遺い跡せき探たん索さくで空間の捩ねじれ系には慣れがあるけど、今回はかなりわくわくしてる。

　俺おれが経験してきたのはどれも内部の空間を歪ゆがませたもの。世界から飛ばされるような体験は初めてだ。解明しがいがあるし、探索しがいがある。俺の世界との違ちがいも面おも白しろい。

　まず、動物が普ふ通つうに喋る。喋らないのもいるけど。ミラなんか猫ねこなのに、妙みように貫かん禄ろくがあった。

　そして追いかけた喋るウサギは、どうも俺の世界のウサギとはまったく別ものだったらしい。こっちにきたらウサギの耳と尻尾だけを残した、ウサギ人間って言った方がいい姿になったのだ。

　人間の顔がついてるから、俺としてはその姿なら喋っても違い和わ感かんない。

　見た感じ、この世界は俺のいた世界より六百年ぐらい前の文明な印象を受けた。そうそう、死し刑けい制度がまだあることにもびっくりしたよ。前時代的だなー、って。

　俺の世界だとＡＩによる犯罪予知が徹てつ底ていしてるし、検けん索さく漏もれで罪を犯した奴やつも、すぐにとっ捕つかまって思想教育プログラムで矯きよう正せいされる。再犯率は無きに等しい。

　ちなみに俺の犯罪予測数値はいつもギリギリのオレンジである。レッドじゃなきゃ問題ないから別にいいんだけど。

　さすがに奴ど隷れい制度はなさそうか？　俺が見た限りは、だけど。

　しかし、絶対王政時代か……。やっぱりすごく窮きゆう屈くつそうだ。ここでは多分、生まれですべてが決まる。

　俺の世界では子どもは全員、国が育てる。平等な環かん境きようで教育するためだ。少し育ったらその子に合った専門教育に切きり替かわり、将来の選せん択たく肢しを広げてくれる。

　別に得意分野じゃない方に進んでも問題ないけど、せっかくの自分の才能を無む駄だにしようって奴はあんまり見ないな。分かる勉強は楽しいもんだし。

　俺？　トレジャーハンターはロマンだ。譲ゆずらない。考古学はサブジョブ。繰くり返かえすが、譲らない。

　百年ぐらい前は親の資産で子どもが受けられる教育が変わって、相当不平等だったらしい。スタートラインが違う状態から同じ土俵で戦えとか、無理ゲーだろ。ぞっとするね。

　人間の能力は鍛きたえないと育たない。金を理由に人材を潰つぶすとか、つくづくもったいないことをする時代があったもんだ。

　今のこの世界の様子を見るとそれよりさらに酷ひどそうだから、こちらで生まれたかったとは欠片かけらも思わない。けど……魔ま法ほうだけはいいなあと思う。

　仕方ないだろ。遺跡と魔法は男のロマンだ。いや、他の奴は知らねーけど。

　異世界人でもこっちに来たら魔法に目覚める──なんてご都合主義は発生しなかった。すごく残念だ。いいとこどりは許されないってことか。

　で、色々あって、俺はレビが俺の世界に来た理由の女王と会った。

　俺の国の女王陛下はもう老婦人だから、女王陛下っていうとそういうイメージが強かったんだが、ハートの国の女王は……うん、お姫ひめ様さまみたいだった。ちょっと前までお姫様だったって言ってたから、お姫様感が抜ぬけてなくても無理はないのかもだが。それらしく振ふる舞まえるようになるのにも、時間って必要だよな。

　まあ、その点を差し引いても、エリノアはお姫様らしくもなかったかもしれない。この時代背景なら、庶しよ民みんなんか自分と同じ人間じゃないとか思っててもおかしくなさそうじゃないか。

　森に戻もどる道中で周囲の様子を観察してみれば、貴族っぽい奴は良よし悪あし両方イメージ通りの貴族様だったから、俺の先入観ってわけじゃない。けど、どうもエリノアは彼かれらと匂においが違う。思考はどっちかっていうと俺寄りじゃないか？

　……感性と常識にずれがあると、ストレス溜たまるんだよな。……大だい丈じよう夫ぶかな。大丈夫そうではあったけど。

　エリノアの周り自体は、彼かの女じよに優やさしいのかもしれない。だったらほっとする。

　会って間もない他人に何言ってんだって？　冗じよう談だんだろ？　俺は他人の不幸を笑うほど腐くさっちゃいないぜ。それが好ましい人ひと柄がらの相手なら尚なお更さらだ。

　俺の中のエリノアの印象を一言で言うなら、普通の女の子だった。

　奇き策さくをポンポン思いつく俊しゆん才さいとか、心臓に毛の生えていそうな豪ごう傑けつじゃない。

　その歳としで背負うのなんかしんどいに決まっている王座を、たまたまそこに生まれたから継つぐことが決まっていただけの女の子。しかも両親の行方ゆくえ不明という不ふ慮りよの事態が起こり、悲しむ間もなく、うろたえることも許されず、準備もしてないのに突とつ発ぱつ的てきに政まつりごとをこなさなきゃならなくなったという状態。さらに呪のろい付き。普通なら詰つむ。

　そんな困難にぶち当たっても一いつ生しよう懸けん命めい踏ふみ止とどまって──どころか前進しようとしてる姿勢が、かっこいいなって思った。

　でも頑がん張ばってるってことは無理してるってことだから。俺は、そんな彼女の力になりたい。

　女性が己おのれの意思で頑張っているなら、男はそれをただ支えてやるんだ。

　それが俺の生まれたダリス共和国の『いい男』ってやつだからな！
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　城の客人である帽ぼう子し屋やと、異世界からの来訪者が去ったあと──僕ぼくはただ呆ぼう然ぜんとするしかできなかった。

　女王は怖こわい人だ。言葉がとにかく乱暴で冷たいし、すぐに死し刑けい宣告する。

　……でも、エリノア姫ひめがそんな人じゃなかったのは、僕も知ってる。だって僕は彼かの女じよが生まれる前から時計ウサギだから。

　四印スートの国々において許されない業ごうの血を、時の王は許してくれた。以来、僕は王家に絶対の忠誠を捧ささげている。

　せっかく居場所を得られたのに、安住の地を失いたくない。だから王家の方々の人ひと柄がらはすごく密接に関わってくる問題だ。

　次代の王であるエリノア姫は優やさしい人で、ほっとしてたのに。こんなことになるなんて。

　……呪のろいって、本当なのかな。

　解けたら、元に戻もどるのかな？　僕、助かるのかな。

「ラビ」

「！」

　呼ばれてはっと声の方を振ふり向むく。ミラだ。公こう爵しやく夫ふ人じんの愛あい猫びよう……だったっけ？　公爵夫人が猫ねこを飼ってるなんて初めて知ったけど、お茶会に一いつ緒しよに行ってたって言うんだから、そうなんだろう。

「お茶会の魔ま法ほうはかけ直さぬのか？」

「あ……うん。かけ直す」

　ミラがお茶会に来てくれたときは、助かった！　って思った。エリノア様から逃にげる僕に、理り不ふ尽じんだからで手を貸してくれるなんて、すごい勇気があるなって。

　……でも、違ちがうのかも。

　今のミラは、怖こわい。ううん、多分ずっとそうだったんだ。

　死刑宣告されて、どうしよう逃げなきゃっていっぱいいっぱいで気付かなかったけど。ミラの目からは観察対象を研究するような、無機質な冷たさを感じる。

「……ラビ。嫌いやな、目」

　僕の手を取って、レビが警けい戒かいした目でミラを睨にらむ。

「うん……」

　レビの警戒はもっともだと、僕も同意する。

　ミラの言う通りにしてはいけない──根こん拠きよはないけど、そう思った。だから、すぐにでも魔法をかけるべきなのに、踏ふみ切きれない。

　僕とレビの様子を眺ながめていたミラが、不意に笑えみを深くした。

「ああ、そうか。我わが輩はいとしたことが」

「……何？」

「参加者を用意しておらなんだ。……ふむ。これでよかろう」

　椅い子すから飛び下りたミラは、近くの木の根元へと歩み寄る。そこにあるのは何の変へん哲てつもないキノコ。

　毒がないのは僕でも知ってる。人間でも食べられるし、虫や動物は好んで食べる。

　キノコに近寄ったミラは、空間魔法を構築した。

「!?」

　自身で作った擬ぎ似じ空間の中から、ミラは小さな赤い宝石を取り出す。宝石からは結構強い四印スートの魔ま力りよくを感じた。

　そんな、どうして──。だって、空間魔法は鏡の国の……。

　驚おどろいて固まっているうちに、ミラは宝石をキノコに押おし当あてる。宝石に宿った魔法はキノコに発動したらしい。ぼふっと空気が破は裂れつするような音を立てて、巨きよ大だい化かする。

「!!」

　途と端たん、変な臭においがして僕は鼻と口を押さえた。レビも同じようにしてる。

　僕たちには強く危険を訴うつたえてくる臭いで、吸わないようにしたのは正解だったらしい。だってその臭いに誘さそわれるように、虫や動物たちが集まってくる。不自然すぎる吸引力。

「ダメ……！」

「ラビ！」

　つい、止めようと立ち上がりかけた僕を、レビが止める。

　レビに感謝しなきゃいけない。

　僕たちの目の前でキノコを食べた虫や動物が、キノコと同じような音を立てて、巨大化したから。

　群れの最さい後こう尾び、つまり僕たちの最も近くにいるのは蟻あり。だけどその大きさは見上げるほど。人と比べても三倍ぐらいの高さがあるんじゃないだろうか。

　それだけじゃない。蟻は背中の翅はねを忙せわしなく擦すり合あわせて威い嚇かくの音を出し、口角からはみ出た牙きばをギチギチと鳴らす。攻こう撃げき的てきな気配を感じて毛が逆立った。

「喜べ、ラビ。これでお茶会が終わる心配はなかろう？　こいつらは食欲旺おう盛せいだぞ。そして虫は人の数よりはるかに多い。この国のすべてが喰くらい尽つくされるまで、魔法を維い持じしてくれるだろう」

　残ざん忍にんな笑い声を上げ、ミラは森の奥おくへと姿を消す。

　ど──、ど、どうしよう!?

　さすがに国のすべてが喰らい尽くされるなんてことにはならないだろう。巨きよ体たいは怖いけど、それでも虫や動物だ。騎き士し団だんが動けば討とう伐ばつは容易たやすいと思う。

　騎士団はみんな高い魔力の持ち主だし、炎ほのおを怖おそれない生き物はいない。

　けど、事態は騎士団が動くまで待ってくれそうにない。実際、早くも森から出ようとし始めた者たちがいる。主おもに、鼻のいい動物とか。

　こんな巨大虫や巨大動物を放ったら、国中が大混乱だよ！

「……ラビ。時間、稼かせぐ。必ず、来る。……アレフか、兵士。どっちでも、いい」

「！」

　そうだ。僕がここにいることを、アレフとフェデリは知ってる。この際僕を捕とらえるためでもいい。この異常を知ってもらって、対策を取ってもらわないと！

「空間、歪ゆがませる。魔法のかかった虫と、動物。対象。入れる……出られない。いい？」

「うん」

　こくりとうなずき、僕はレビと正面から向かい合い、互たがいの手を取った。合わせ鏡のように。

　それは正しく、合わせ鏡なのだ。僕もレビも、本体の鏡像。

「「顕あらわせ」」

　二人で同時に唱えれば、鏡像は砕くだけ散ちる。代わりに、普ふ段だんは鏡に隠かくれた本体──自分自身の姿で重い息をついて立ち上がった。

「……面めん倒どうな」

　誰だれも聞いていないのだから、愚ぐ痴ちを零すぐらいは許されるだろう。

　舌打ちをしつつ、『私』は己おのれを中心に魔法陣じんを広げ、この森から巨大化した生物を出さないよう、結界を構築していく。

　私に戦う術すべはない。最悪、虫や動物に食われることを覚かく悟ごすべきだろう。その場合でも最後まで結界を維持できるよう、形態は蓄ちく積せき型がたとし、生命維持に必要な分以外の魔力をすべて注ぐ。

　巨大化キノコをどうにかできないかと目を向けたが、そこにかけられているのは四印スートの魔法だ。……上位者の気配がする。私の手には余るな。

「……面倒だ」

　どうして私がこんなことに関わっているんだ？　激しくどうでもいいから、研究室に帰りたい。

　……駄だ目めか。
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　こ……これは何事!?

　フェデリから衝しよう撃げきの真実が告げられた驚おどろきが冷める間もなく、わたしはラビのティーパーティーが開かれていた森を訪おとずれた。時間は待ってくれないのだ。

　だがしかし、この森の有あり様さまはどうしたことだろう。

　正確には森の住民たち──虫や動物の様相だ。

　大きい。

　丁度目の前をカエルが跳はねていった。土っ。石っ。危なっ。あ、フェデリが障しよう壁へき張って防ぼう御ぎよしてくれた。ありがと。

　そのカエルは町の方向に向かって行ったけど、わたしたちから少し後ろに行ったところで壁かべにぶつかったように弾はじき返かえされた。何度か同じことを繰くり返かえしてから、苛いら立だたしげに森に戻もどっていく。

　どうやら森を囲むようにして結界が張ってあるようだ。町が騒さわぎにならず、被ひ害がいが出てないのはそのおかげか。

「これはまた、少し離はなれていた間に大変なことになってるな」

「一体、何が起こった？」

　森の住人巨きよ大だい化かイベントなんて、ゲームにはなかった。乙女おとめゲ的に、ほぼあるわけがない展開だと言える。

　動物たちなんかは可愛かわいい方で、虫の破は壊かい力りよくが半はん端ぱない。映像ビジユアル的に。

　わたしも好きじゃないけど、悲鳴上げるほど駄だ目めでもないのが救い。もし虫嫌ぎらいの人がこの光景に出くわしたら卒そつ倒とうすると思う。

「原因究明は後回しでいいな。今確実なのは、こいつらが町に出て行ったらマズいってことだ」

　異常事態に愕がく然ぜんとしていたわたしは、フェデリの言葉にはっとした。

　そうだ。まず対策を考えないと。

　わたしは手の平を上にして空に向かって腕うでを伸のばし、火球を打ち上げた。上空で花火のように花開く、騎き士し団だんへ向けた救きゆう難なん信号である。

　折よくジャックがラビ捕ほ縛ばくのための人員を集めている。すぐに動ける団員がいるはずだ。

　それから──そう、ラビ、レビ、アレフを捜さがさないと。

「ひッ!?」

　いざ森に分け入ろうとしたわたしの後ろで、女性の悲鳴が上がる。振り向くと、そこには顔色を青くした中年の女性がいた。

「こ、これは──」

　そして次の瞬しゆん間かん、彼かの女じよはあろうことか森へ向かって走り出す。

「近付くな！」

　叫さけぶと同時に、扇おうぎを一いつ閃せん。女性の目の前に炎ほのおの壁を立たち昇のぼらせる。その横合いから鎌かまを振ふりかざしていたカマキリは、炎にびっくりして森に戻っていった。

　……おかしいのは巨大化だけじゃない。攻こう撃げき的てきすぎる。

　この四印スートの世界では、虫や動物も人間に近しい知性、理性を持つ親しき隣りん人じんだ。

　ちなみに、食肉として用いられるのは魔ま獣じゆうである。鏡の国の魔ま物ものとは別に、魔獣と称しようされる害がい獣じゆうがこの世界には存在する。

　それ以外の存在とは、基本的に仲がいい。でも今のカマキリ──カエルもか。彼かれらがわたしたちへと向けた目は、敵を見るものと同じ。

　……ぞっとする。少なくとも今は、この森は敵地だと思った方がいい。

　もしかしたらカマキリ以上に驚いたかもしれない、へたり込んだ女性へとわたしは目を向け、一いつ喝かつする。

「阿あ呆ほうが！　目の前の光景が見えぬのか！」

　呪のろいのせいで注意というより最も早はや罵ば倒とう。その高圧さが女性を萎い縮しゆくさせたようで、彼女はびくりと肩かたを撥はね上あげたあとも動こうとはしなかった。

「で、でも──でも、娘むすめが。娘が森にいるんです。遊びに行って……」

　焦あせりのせいで文法は怪あやしかったけど、何が言いたいかは分かった。

　この森は小さいし、危険な動植物も存在しない。町の子どもたちが遊び場にしても、不都合などない場所なのだ。本来は。今の状じよう況きようを見れば心配になるのは当然。

　虫や動物皆みながあんな状態になっているなら、森の中なんて魔ま境きようと同じだ。

「む、迎むかえに。助けに行かないと」

「下がれ愚ぐ図ずが！」

　炎の壁で再び突とつ入にゆうを妨ぼう害がい。はっきり言って、冷静さを欠いた彼女が行っても二次遭そう難なん者しやが出るだけだと思う。

「これより、何なん人ぴとたりとも森へ入ることを禁じる！　妾わらわに逆らえば、死し刑けいぞ！」

「し、死刑──？　何、言って。あんた、一体……」

　あ。そういえば今ってお忍しのびスタイルだった。仕立てはいいから、そこそこ裕ゆう福ふくな家の者だとは思ってもらえるだろうけど、女王ですって言っても信じてはもらえないだろう。信じられたらむしろ心配になる。

　どう証明しようかと名乗りを躊ちゆう躇ちよした、そのとき。

「陛へい下か！」

　タイミングバッチリでジャックが来た。しかも近衛このえの制服完備！　素す晴ばらしい！

　制服というのは、それだけで身分証明になる。さすが攻こう略りやく対象。持ってる。

「緊きん急きゆう救難要よう請せいとは、一体何が──何だこれはッ!?」

　説明不要。森を見てもらえれば一いち目もく瞭りよう然ぜん。

「見ての通りだ。妾はこれより原因究明のため森に入る。貴様は新たに森に入る愚おろか者ものがないよう留とどめおけ。それと、遊びに入っている子どもがいるようだ。一人とは限らん。捜そう索さくにも手を回せ」

　元々はラビ一人を捕ほ獲かくするための部隊。ジャックが連れてきた人数はお世辞にも多いとは言えないし、武装らしい武装もしてない、が。

「相手はたかが虫や獣だ。巨大になった程度で後おくれを取る、惰だ弱じやくな騎士などおるまいな」

「無論です。しかし陛下、陛下自ら行かれる必要は」

「黙だまれ。妾は炎の印スートの主あるじ、ハートの女王ぞ。その妾が虫や獣、雑ぞう兵ひように劣おとると申すのか。己おのが発言の無礼を顧かえりみろ」

　過激な言い様は、多くの人から問答を奪うばう。あれ、こういうときはちょっと便利……いやいや！　違ちがうから！　これこそすべての元げん凶きようだから！　しっかりしろ、わたし。惑まどわされるな。

「──ならばせめて、私を供に！」

「いらぬ。貴様は貴様の仕事をせよ。来い、フェデリ」

「あー……。うん。悪いね、ジャック。あとで色々説明するよ」

「っ……！」
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　近衛騎士団長の同行を断ったわたしが、客人であるフェデリを連れて行く。それに動どう揺ようしてだろう、ジャックは目を見開いて一呼吸分固まった。それから悔くやしげに唇くちびるを嚙かみ、しかし頭を下げる。

「承知いたしました」

　ああぁぁあ。今めっちゃプライド傷付けたよね。ごめんなさいごめんなさい。でもフェデリはラビの居場所を知ってるから、効率考えるとどうしてもさ……！

　だから断じて頼たよりにならないとか、そーゆーことじゃないんだ！

「ジャック、貴様、くだらぬ邪じや推すいでまたも妾を貶おとしめる気か」

「は……？」

「物分かりの悪い凡ぼん愚ぐどもの抑よく止し。己が身を護まもることすらできぬ脆ぜい弱じやくな子ども。妾はそれらを貴様に任せると言った。異論があるのか」

　わたしじゃ脅おどして止めるのがせいぜいになっちゃうからね！　子どもだったらトラウマものだよ。適材適所であるのも間ま違ちがいないと思うんだ。

「……あ。いえ、その。……申し訳ありません。私情、でした」

「ふん。それでよい。まあ、異論があるなら死刑になるだけだがな」

「謹つつしんでお受けしましょう」

　え!?

　う、受けちゃうの!?

　焦ってぎょっとしたわたしを見て、ジャックは微かすかに笑えみを見せる。あれ？

「主の真意を読み違えた分は、減げん俸ぽう程度の罰ばつはあってよいかと」

　読み違えて無理ないと思うから、それは自分に厳しすぎるんじゃないだろうか。

「ご下か命めい、確かに承うけたまわりました。陛下、どうぞご武運を。何かありましたらすぐにお呼びください。いつなりと駆かけつけます」

「不要だ。行くぞ、フェデリ」

「ああ」

　背を向ける直前、やっぱりちょっと不服げなジャックの表情を見てしまったけど、どうにもできないので目を逸そらして飲み込んだ。胃にくるなこれも……っ。

　理由はあっても、地位に相応ふさわしいよう努力してきたジャックである。今のわたしが仕つかえる主としてどうだろうっていうのはともかくとして、面おも白しろくない気持ちにはなると思う。

　背中を丸めてどんよりしたい。女王として駄目すぎるから、もちろんやらないけど。

「ああ、そうか。君は人の感情に気付ける人なんだな。──だから惹ひかれるわけか」

「は……？」

「君のそういうところが好きなんだな、と」

　好き……。

　い、いや。落ち着け、わたし。どうせ友愛の意味しかないやつだから。そーゆーオチだって知ってるんだから！

「よ、よい心がけだ。そうして常に妾を称たたえる精神を忘れぬことだな」

　でも一応お礼は言っておこう。……お礼なんだよ？　これ。

「なるほど、それは悪くない」

　え、ちょ……フェデリさん？

「褒ほめられるのは苦手かな？　恥じらう顔も可愛らしい」

「!!」

　さらりと口にされたその言葉は、軽さと裏腹にとても優しい響き方をした。うっかり、直前の自分の思考を否定するべきかと過よぎってしまうぐらい。

　いやでも、まさか。そんな。

　硬直したわたしを見て、フェデリもはっとしたように表情を強張らせた。それから悪いた戯ずらな笑みを浮かべる。

「──なんて、な？」

「──!!」

　分かってた！　そうくるって分かってましたとも！

「そのふざけた物言い、即刻改めろ！　次は死刑だ!!」

　からかわれるのが好きな人は少数派なんだからな!?

　森にざくざく先行して──道を知らないのに気付いて足を止めた。結局、フェデリを待って後についていく。

　くぅ……っ。恰かつ好こうつかない。
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「さて、エリノア。君は森の様子を見て驚いてたよな？　ということは、この現象は君の知る『物語』には出てこなかったのか？」

　森の中に入り、他の人の視線が皆かい無むになった頃ころ合あいいで、フェデリはそう問いかけてきた。

「ああ。知らぬ」

「そうか」

「そう言う貴様はどうなのだ。ついてくるだけの木で偶くか？」

　自分のことは棚たな上あげだとか、実際のところフェデリの案内にわたしがついていっている状態だという部分に関しては、最も早はや何も言うまい。

「今推測できるのは一つだけ。俺おれはこれをやらかしたのはミラだと思う」

「ミラ？」

「ラビのティーパーティーに参加していたキュエフ公こう爵しやく夫ふ人じんの猫ねこだ。……これも知らなかったのか？」

「妾の知識の中では、ミラは公爵夫人の腕に収まっているだけの猫だ。妾に関わるような存在ではない」

　せいぜい、元ネタのアリスにちなんだだけのキャラクターだと思ってた。

　でも、もうゲーム通りに事が進まなくても驚くことじゃないのは理解してる。いなかったはずのところに誰だれがいても、それは不思議なことじゃないし不自然でもない。

「森の件だけじゃない。ミラはかなり怪しいぞ」

「根こん拠きよは？」

「まず森の件からいこう。ここが今、四印スートと鏡の術式を組み合わせた結界で覆おおわれているからだ」

「あぁ、やはりそうなのか」

　虫や動物の進行を防いでくれているこの結界。それが不足なく機能しているのは見れば分かる。でも、わたしにはその術式の構成に抜ぬけがあるように感じられるのだ。

　その抜けた部分が鏡の術式だとは、適性のないわたしには判断できない。でもラビとレビがどういう存在なのかを知ってるから、そうじゃないかなとは考えてた。

「ラビとレビのこと、知ってるんだな」

「当然だ」

　教えられなくても見ただけで分かるフェデリは、さすがジョーカー。

　わたしは王位を継つぐ者としてこの世界で教えられていたし、ゲームでもっと詳くわしく知っている。

　ラビとレビは──というかその『本体』は、鏡の魔物と四印の人間のハーフ。人の負の感情を糧かてとする性質を受け継いでしまったため、彼は鏡の魔物と半なかば同どう一いつ視しされてしまった。まあ、実際に子どもの頃にやらかしたらしいけど。

　そんな彼を捕らえて人としての教育を施ほどこしたのが、当時のハートの国王。

　普通の人間の食事だけでも問題がないと分かって、彼はハートの国に国民として受け入れられた。王に強い感謝の念を抱いた彼は、生しよう涯がいハートの国に仕えることを誓ちかったのだという。そして今もハートの国に尽くしている。

　外見は二十四、五歳さいぐらいの無気力インテリ。容姿を一言で称するなら繊せん細さい系けい美青年。ウサ耳も健在である。

　昔は魔ま法ほうの発動に長い呪じゆ文もんや細かい魔ま法ほう陣じんが必要だったけど、現在ではかなり簡略化されている。わたしが扇を振るだけで炎を出してるのも彼の研究の賜たま物ものだ。実はハートの国の魔法の五割は彼の手が入っているという、疑いようのない天才。

　彼がラビとレビという鏡像を作って己の代わりにしているのは、その生まれから人付き合いにいい思い出がなく、軽くコミュ障だからである。

　わたしが王女時代に彼と会ったのは、三回ぐらい……かな？

「なら話は早い。異常を起こした奴やつが、その異常を押おし留とどめる結界を張るなんて茶番はしないだろう」

　うん。わたしもラビとレビがハートの国を害するとは思ってない。情熱は感じなくても、彼の誠意がどれだけのものか、ハートの国は歴史の中で知っている。疑うなんて侮ぶ辱じよく以外の何物でもない。

「そして今日この場にいたミラには、おそらくこれができるぐらいの力はある」

　相対すれば大体の魔ま力りよく量りようは計れる。わたしも、できるできないで問われれば、ミラはできるだろうと答える。

　たまたま今日森に入った誰かがやった、というよりは因果も繫つながる。……さすがにわたしもこれと一連の騒そう動どうが無関係だとは思ってないよ。人の負の感情を食べようってつもりなら、充じゆう分ぶん目的に沿った行いでもある。

「さらに言うなら、これまで起こった三つの事件すべてに関わっている」

　……うん。

　書類の偽ぎ造ぞうの時点で容疑者は大分絞しぼられている。その中で時計が落下したわたしのお茶会、ラビのお茶会、森の住民の巨大化時すべてに居合わせて、事を起こせる状態にあったのは、もうミラだけだと言っていい。

「森の異常については、ラビたちからも証言が取れるだろう」

　ずっとこの森にいたのなら、発生したときの話が聞ける。それも含ふくめて急いで保護しないと。

「分かっているのなら、急げ」

「もうすぐだよ」

　フェデリの言葉を証明するかのように、行く手に変化が表れた。あちこちで虫や動物が転がっている。その恰かつ好こうは、いきなり倒たおれたかのように不自然なもの。

　命の熱は感じるから、死んでるわけじゃない。そこにはほっとした。眠ねむってる……だけ、みたい？

「薬品の臭においがするな」

　言われてみれば。

　四印の世界では、薬──というか科学全ぜん般ぱんの発展が滞とどこおりぎみだ。技術は魔法に偏かたよりがちである。魔法である程度便利に暮らせるから、それ以上をあんまり求めないんだよね。

　そういうわけで、化学薬品の類たぐいはこちらでは馴な染じみがない。そんなものを使う人がいるとすれば……

「あ、エリノア、フェデリ！」

　いた。アレフだ。よかった、こちらも無事だった。

　わたしたちに向かって軽く手を振る様子には、余よ裕ゆうさえ感じられる。

　この状況下で、度ど胸きようがあるってレベルじゃなくない？　むしろ慣れを感じるよ。

　アリスも物もの怖おじしない設定だったけど、ここまでじゃない。本格的に別人だとしみじみする。

　そしてなんと、アレフの両りよう隣どなりにはラビとレビもいた。見事なファインプレー。二人の意識がなさそうなのが気になるけど……大だい丈じよう夫ぶ、だよね？　ラビとレビは厳密には生き物じゃないから、命の熱を感じ取れないんだ。

　近付いて呼吸を確かめてみる。大丈夫、正常だ。

　ということは、魔力切れで昏こん倒とうかな。森全体を覆う結界を事前準備もなしに発動したんだろうから無理もない。その前にも終わらないティーパーティーとか、空間魔法とか使ってるし。

「なあ、二人とも。一つ訊ききたい。これ、俺たちが小さくなってるわけじゃないよな？」

「心配するな。間違いなく、虫たちが巨大なだけだ」

　ずっとこの光景に晒さらされていれば、段々自信がなくなってくるのも分からなくない。

　でもアレフに魔法は効かないから、小さくなったり幻げん覚かくにかかったりって心配はしなくて本当に大丈夫。直接影えい響きようを受けるものに限定されるから、万ばん能のうってわけじゃないけど。

　今回の巨大化に関してもそう。アレフ自身が魔法をかけられたわけじゃないから、虫や動物にかかった魔法は消せないみたい。それができるならわたしの呪いも解けてるはずだし。自分への障害魔法デバフは受け付けないけど、敵にかかった補助魔法バフは消去できない、みたいな。

「この虫や動物たちを眠らせたのは、君でいいんだな？」

「巨大化しただけに見えたから、殺すのはなんか違うかなー、って思って。全部は無理だけど」

「よく、逃にげようと思わなかったな？」

　普ふ段だんは無害な虫や動物でも、サイズが違えば話は変わる。人間を餌えさとして認にん識しきする可能性だってあるのだ。まして今は魔法で凶きよう暴ぼう化かさせられていると思わしき状態。そもそも、現実に襲おそわれたから眠らせてるんだろうし。

「ギリギリになったら逃げるつもりだった。俺はわりとこーゆーの慣れてるから、一人で逃げるだけならどうとでもなる」

　……アレフの世界のトレジャーハンターって、どういう仕事なんだろう……。っていうか、どういう遺い跡せきがアレフの世界にはあるんだろう……。

　わたしの中のイメージ、今一いつ瞬しゆんで文化遺産発はつ掘くつ隊たいからＲＰＧダンジョン探たん索さく冒ぼう険けん者しやに変わった。間違ってない気がする。

　いや、深く考えるのはよそう。アレフの技能のおかげで助かったんじゃないか。素す直なおに喜ぼう。そうしよう。

「ミラは……いないみたいだな？」

「俺が来たときにはもういなかった」

「そうか」

　この状況だ。逃げてたっておかしくはない。猫だし。でも、心証的には不利に働くよね。

　ここにいない相手をどうすることもできない。まずは気を失っているラビとレビを連れて森を出よう。それからジャックと話して森の対処を……って、ん？

　わたしの隣で周囲を見回していたフェデリがいきなり動いた。一本の木の根元に屈かがみ込み、小さく唸うなる。

「どうした。何か気になる物でもあったか？」

　言いながら近寄ってみて、わたしも気付いた。

　フェデリが見ているのは、ごくポピュラーな食用キノコ。ただ、サイズがおかしい。

　もうほとんど石いし突づきしか残ってないような状態だけど、知っているものよりはるかに大きい。まあ、動物たちの変化に比べれば可愛いものだけど。

　食べ散らかされた跡あとがあるが、負けじと新しいのがにょきにょき生えてきている。

　……うん。異常発見。

「これが元凶か？」

「おそらくは。とりあえず、これは焼いてしまおう」

「うむ」

　指を鳴らして炎を生み、ピンポイント焼しよう却きやく。もちろん他の部分に火が移るなんて下へ手たを打ったりしませんよ。

「おお……。何もない所から火が出た。魔法だ……」

　魔法ですね。あ、魔法を使うところをアレフが見たのって、もしかして初めてだったかな。

　んー……。でも、いつもと感覚が違う。悪い変化じゃなくて、むしろ調子がよすぎる、みたいな。魔力の扱あつかいが妙みように楽。

　ちょっと首を傾かしげつつ、悪いわけじゃないからいいかと気にしないことにした。

「さて。原因は片付いたことだし、一度城に戻ろうか。本格的な対応をしなきゃならない」

「そうだな」

「……虫や動物たち、殺すのか？」

　抵てい抗こうのありそうな顔でアレフは訊いてきた。それにわたしは首を横に振る。

　魔法のせいで今はやたらと凶暴になっているが、元の彼らは良き隣人である。そんなことはしたくない。

　でも放っておいたら悲ひ惨さんなことになるのは明白。結界を解いたらハートの国の人間が、解かずに閉じ込めていたらきっと森や巨大化した者たち同士が。

「そのための対策を講じる必要がある」

「アレフ、ラビを頼たのむ。レビは俺が連れて行こう」

「分かった」

　ラビとレビはそれぞれアレフとフェデリに担かつがれたけど、欠片かけらも目を覚ます気配がない。

　凶暴化した虫や動物のただ中で、気を失うまで魔力を使い果たすなんて。しかもどうやら結界は魔力蓄ちく積せき型がた。自分たちに何が起こってもという覚かく悟ごが窺うかがえる。

　ラビとレビは──というかその本体さんは、それぐらいにハートの国に忠誠を誓っている。それをまざまざと見せつけられた。

　……それにしても。

　フェデリとアレフについて出口へ向かいつつ、息をつく。

　無事にラビを確保したのに、面めん倒どう事ごとが全然片付かない。こういうのって気力削けずってくれるよね。

「ずいぶん悩なやんでるけど、魔法でパパッと元に戻せないものなのか？」

　疲つかれたため息を聞きき咎とがめたアレフから訊たずねられ、わたしは眉まゆを寄せた。

「戻す方法はある」

　言いつつ、ちらりとフェデリを見る。

　この巨大化魔法、分類としては生体強化に入る。そして生体強化はハートの国の炎の印スートが司つかさどるもので、その逆はスペードの国の水の印が司る分野になる。

　書類の一件からも鏡の国の魔物はハートの民の誰かを利用しているのが明白なので、ここでハートの印が出てきても驚きはない。

　幸いにして今ここには全属性を使えるジョーカーであるフェデリがいるから、彼に頼めば魔法の解除は可能である。フェデリがいなかったらスペードの国まで救きゆう援えんを頼みに行かなきゃいけなかったけど。

　念のため視線を送ったわたしに、フェデリはあっさりうなずいてくれた。協力もしてくれるだろう。

「ただ、どうやって動物や虫に魔法をかけるかが問題だ」

　巨大化魔法は、キノコにかけてそれを食べたら発動、という形を取ってる。キノコの再生強化も炎の印でできるし、コスパ最強か。

　同じ手を使うのは、ちょっと難しそう。

　食べさせる対象が何せ巨大。大体の物が一口でなくなっちゃう。一匹一匹に強化解除の魔法をかけるのとほとんど変わらない手間になりそう。

　もっと効率いい方法ないかなあ。それこそ飲み水にかけるとか？　湖ならありだけど、あいにくこの森の水場は川。魔法をかけても流れてしまう。コスパ最悪か。

　あんまりお金もかけたくないんだよね。ほら、悪ふざけ政策のせいで無む駄だな出費が……って、あ。

「思いついた」

「どうするんだ？」

「小麦粉を使う」

　使い道のない小麦粉が、大量に倉庫に眠ってる。水で溶といただけの素す焼やきクッキーでも、虫や動物にはご飯になるんじゃないかな。食欲をそそるような魔法も追加しとけば高確率で食べてもらえる気がする。

　加工中に魔法をかければ、手間も削さく減げんできるだろうし。量が多いから魔力は沢たく山さん使うかもだけど、やるのフェデリだからそこも心配いらないと思う。

「なるほど、細かく砕くだいて森に撒まけばいいんだな？」

　アレフは魔法に詳しくないから判断は難しいと思うけど、フェデリからも好こう感かん触しよく。

　悪くないんじゃないかな。

　……でも、実行するには一つ憂ゆう鬱うつな点があるんだよね……。

「解決策を思いついたのに、表情が晴れないな？」

「愚ぐ物ぶつどもは妾の意図を理解できるほど聡さとくはあるまい」

　わたしが勝手に購こう入にゆうしたことになってる小麦粉だけど、国費で買った国の資材には違いない。国の資産、資材の運用は会議を通して決められてきた。ここでまた勝手に使い道を決定して通達──は、あまりよろしくない。

　重臣の席に座すわってる人たちには、当然プライドがある。ハートの国を支え、発展に尽くしているという自負が。そしてそれは実績のある事実。わたしだって彼らの知識や知ち恵え、経験を頼りにしてる。

　なのに政策がポンポン頭の上を素す通どおりしていったらどう思うか──想像に難かたくない。

　国の運営は問題を解決したあとも続くのだ。彼らの不満を煽あおって、いいことなんか一つもない。

「確かに。君が言えば誰も否いなとは言わないだろう。だが喜ばれないのも間違いないな」

「それが最善かどうかは、感情とは関係ないからなー」

　フェデリとアレフもわたしの予想を肯こう定ていした。

「というかエリノア、そこが為い政せい者しやの手しゆ腕わんだろう。自分が採りたい案が最も相応ふさわしいと思わせる空気は、種を仕込んで生み出すものだぞ？　他人の意見が何となくで纏まとまる方が稀まれだ」

　確かに。

　フェデリの言はぐうの音ねも出ないほど正しい。でも種……種か。どうしたらいい……？

「今回は悩むほど難しくないだろう。君はジャックに一言言えばいいだけだ。森の状況を説明し、見解を述のべろ、と」

「それだけか？」

「気を付けるのは、ジャックの発言を途と中ちゆうで止めさせないことぐらいだ。いいかい、エリノア。人間は恐きよう怖ふに弱い生き物なんだ。だから──恐怖の扱い方を間違えなければ、大体望み通りの反応を引き出せるのさ」

　そう言って薄うすく笑ったフェデリにぞわっときたのは、人間として正しいと思うんですがどうでしょう。
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　森を出てジャックに声をかけ、一いつ緒しよに城へと戻ったわたしはすぐに緊急会議を開いた。

　ちなみに、ラビはそのまま牢ろう屋やへイン。起きたら絶望を味わうだろうから、しばらく寝ねていてくれるといいなと思う。

　……酷ひどいこと言ってる？　皆のためだと思うんだ。

　ともかく、女王の名前での緊急会議だから、席は素す早ばやく埋うまった。そこまではよかったんだけど。

「──それはその……。それほど急いで対処するべき問題でしょうか？　森の住民たちは良き隣人。巨大化しただけなのでしょう？　いえ、もちろん陛下がそうするべしと仰おつしやるのであれば、否はありませんが……」

　否とは言わないけど、納なつ得とくもしてないのが丸分かりです。

　気持ちは分かる。女王を継いでからまだ一ひと月つきも経たってないのに、わたしが余計なことばかりするせいで通常業務が圧あつ迫ぱくされ、無駄に忙いそがしくなってる。これ以上余計なことを抱かかえたくないのだろう。

　これが魔獣や、鏡の国の魔物の関与が明確なら危機感を持ってくれるんだろうけど。今まで仲良くやってきてる相手だから、側で凶暴化していますと言われても実感が湧わかないんだと思う。

　わたしは鏡の国の魔物の干かん渉しようを疑ってないけど、証明できない。キノコにかけられてたのはハートの印が司る魔法だったし。

　異常を知らせたのがわたしってあたりも、よくないんだろうなあ。また面倒事持ってきやがってな気配がすっごくする。

　でも──それだけでもないのが重臣たちを見て、分かった。

　恐怖や苦痛、大変さが想像できることに対して、人はストレスを感じる。それは物事を先延ばしにする要因なのだそうだ。

　確かに人は恐怖に弱いみたい。向き合わない、という対応を取りがちになる。だからこそ、向き合わせればこちらのものらしい。

「無論、決定権は妾のものだ。わざわざ当然のことを口にするなど……。そうも己の愚かさを晒して、何が楽しいのか？」

　本題に入る前に、眉をひそめて毒吐はきからスタート。眉をひそめたいのはわたし自身だし周りの重臣たちだよ、本当！

「様子見を推すい奨しようする貴様の意見はそれで終しまいだな？　ではフロー騎士団長。現状と、これからの貴様の見解を述べよ」

「はッ」

　ジャックが立ち上がったとき、ちょっと微び妙みような空気が流れた。あんまり歓かん迎げいされていない感じの。

　おかしいな。裁判のときのあれこれでは、こんな空気なかったのに。あのときのジャックに向けられてたのは、純じゆん粋すいな同情だった。

　でも今日はどっちかというと、わたし側……？

　あ！　あれか!?　ジャックがわたしの代理で裁判やってるから、同類扱いされてる!?

　なんてこと……！

　動揺して固まってしまったわたしと、ジャックの目が合う。しかし彼は迷いのない力強い瞳ひとみで笑ったあと、会議室全体へと目線を戻した。

「私は、早さつ急きゆうな対処が必要だと申し上げます。悠ゆう長ちように構えていては、結界が解けた途と端たんに巨大化した虫や動物が森を出て、町に被害を与あたえてしまう」

「待ちたまえ、それは──」

「貴様の主張は先さき程ほど聞いた。他の意見があるならあとで機会を与えてやる。今は黙れ。死刑に処するぞ」

　早さつ速そく口を挟はさもうとした重臣の一人を、女王権限で黙らせる。

「は……っ」

　弱めの返事と共に口を閉ざした重臣は、少し顔色が悪い。聞きたくない思いがだだ漏もれである。でも聞いてもらわないと困る。頑がん張ばって。

「まず、巨大化に何者かの悪意があるのは確実です。巨大化した虫や動物たちは興奮状態にあり、会話ができる個体は皆無。今も森で暴れています。そして森に遊びに行っていた子どもたちを保護し話を聞いたところ、積極的に襲われたという証言も得ています。むしろ、人を襲わせるための魔法だと考えるのが妥だ当とうでしょう」

「そんな馬ば鹿かな……」

　見てきた、他の人間の証言もある、とジャックが言ってなお、何人かは信じたくなさそうにしている。けれど同時に何人かは顔色を変え、ジャックの話に身を入れる。

　信じていない人も、本当に疑っているわけではないのだ。ただ信じたくないだけ。けれどそこで現実逃とう避ひしたところで、事態は悪化の一いつ途とを辿たどる。問題を直視してもらわないといけない。

　そして自分の意思で決めてもらうのだ。……そう誘ゆう導どうする。

「結界が解かれるまでに対策を取らねば、町への被害は大きなものとなるでしょう。外がい壁へき周辺の民間人に死傷者が出ることも覚悟するべきかと」

「さて。その場合の責任者は誰であろうな？」

　わざと煽るように言って、わたしはぐるりと様子見派を見回した。

　大丈夫かもしれない未来ではなく、最悪を想像させる──フェデリが示した案は、たったそれだけ。

　でも、劇的だった。会議の空気は急いで対処する方に傾かたむいてる。

　これならもう、覆くつがえらない。覆そうという人もいないだろう。

「ジャックの報告は今の通りだ。反論があるならば遠えん慮りよはいらぬ。述べよ」

　促うながすとちょっとざわめきが起こったけれど、発言はなし。

　恐怖は人間の思考を縛しばるとフェデリは言った。怖こわいから、無意識に逃げる。でも意識してしまったあとは逆に逃げられない。降りかかってきた未来を想像してしまうから。

「他に意見はないか？　ふむ。妾が聞いたところ、両者共に一考の余地がある。どちらを採るか……」

「お、恐おそれながら、陛下。私はフロー騎士団長の言を前提に動くべきかと思います」

「そ、そうです。襲ってこなければ取とり越こし苦ぐ労ろうで済んだと、笑い話にすればよいではありませんか」

「ふぅむ……」

　もう一度、会議室を見回す。そこに反対の色を浮うかべている者はいない。これなら女王権限で無理やり押し通した、なんて反感は生まれないだろう。

「よかろう。では以降、森の異常への対処は緊急案件とする」

「はッ！」

　了りよう承しようの声が一いつ斉せいに揃そろう。

　よし。この空気ならあとは少しぐらい強ごう引いんに押してもいける気がする。

「では具体的な対策だが、妾に一つ妙みよう案あんがある」

　倉庫に大量に眠る小麦粉に魔法をかけて焼き、森にバラ撒く。予あらかじめ考えていた方法を語ると、また少し会議室がざわついた。だが非難じみたものではない。

「確かに、巨大化した者たちに食べさせるにはうってつけ。よくぞそのように間のいい……」

「陛下は子どもの頃から度たび々たび、先を見越していたような節があった」

「もしや今回の小麦粉も……？」

　いやいや！　子どもの頃に聡かったのは薄うっすら頭に残っていたと思われる乙女ゲーム知識ですから。小麦粉に至っては本当にただの偶ぐう然ぜんですから。しかも元は嫌いやがらせだしッ。

「否がないのであれば、疾とく取りかかれ」

　決まったものとして号令を下すが、空気は一体感を保ったまま崩くずれなかった。皆が立ち上がり一斉に頭を下げる中、わたしの心の中に上う手まくいったことへの安あん堵どが広がる。

　ただ、同じぐらいに残る別の感情を挙げるとすれば──

　ジョーカー怖い。

　これに尽きる。
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　命名、【小さくなるクッキー作戦】。出所は本家『不思議の国のアリス』で、アリスが小さくなったり大きくなったりする魔法にちなんでみた。

　本作戦において最も重要な、クッキーに魔法をかける人材として、わたしはフェデリを伴ともない厨ちゆう房ぼうを訪れる。

　料理人総出でのクッキー作り。厨房が緊きん張ちように張はり詰つめているのは、事態への動揺からだろう。

　……噓うそです。ここにわたしがいるのが理由の八割ぐらいを占しめていると思います。

　フェデリはちょいちょい魔法をかけに動き回るけど、わたしはやることがないので急きゆう遽きよ持ち込まれた椅い子すに座って思考中。

　その中心はミラのこと。

　ずいぶん関わってくるな、とは思ってた。

　四印スートのアリスにもミラはいる。名前すら出てこないけど、公爵夫人が飼ってる猫としてグラフィックには描えがかれてるから、存在自体を不思議に感じることはなかった。

　現実になったらこれぐらいの関わりが出てくるのかな、ぐらいで。それを言うならニーナとかだって名前があったわけじゃないし。

　ちなみにハートの国編は誰のルートでも最後の障害として立ちはだかるキャラは同じ。その相手とは鏡の国に入って初めて見まみえるのだ。

　容姿は黒くろ髪かみ金きん眼がんの美青年である。目の色こそ一緒だけど、猫じゃないし、体毛の色も違う。もちろん公爵夫人の猫でしたなんて設定もない。余談だけど、人気は高かった。

　なぜ彼は攻略対象じゃないんだと嘆なげかれ、公式が与えてくれなかった情熱を自らで埋めるため筆をほとばしらせる方々がかなりいた。ごちそうさまでした。

　ゲームの設定が当てにならないなら、ミラが陰いん謀ぼうの中ちゆう枢すうにいるのもなしじゃない。

「また難しい顔をしてるな」

「！」

　考え込んでて、フェデリが戻ってきたのに気付かなかったのでちょっと驚く。

　わざわざ言ってきたということは、難しいというか見た人をソワソワさせる不ふ機き嫌げん顔がおになってたんだろう。

　ただ、それは呪いのせいじゃない……。美人ではあるけど、エリノアは元々悪役顔なんだ……。

「余計な口を叩たたくな。死刑になりたいか」

「それは失礼。俺の仕事は終わったよ」

「そうか」

　見れば確かに、クッキー作りの工程は焼きへと入っている。身元の怪しいフェデリが魔法をかけるにあたって、ためらう人がいたときに強権で押し通す役割のわたしがここにいる理由もなくなった、ということだ。

「ならばもう本来の仕事に戻れ。あとは兵士どもにやらせればよい」

　これは決して、面倒がって丸投げしたわけではない。広こう範はん囲いへのクッキー散布なんて、多くの人手が必要だ。集団を動かすには全体の連れん携けいが大切なわけだけど、そこにわたしが交ざる必要はないというか、むしろ邪じや魔まになるというか……。

「そうだね。その方がいいだろう」

　客人であるフェデリももちろん組織の中には組み込まれないので、わたしと一緒だ。

「目的が目的だし、量を考えれば当然ではあるんだけど、少し残念ではあったかな」

「何がだ」

「君が作る姿を、少し想像してしまっていたから」

「妾に使用人と同じ仕事をせよと？　何たる侮辱か。死刑だ」

　ど、どうしてそんな想像になったんだろう。わたし、一応王族よ？　料理したことないよ。ついでに言うと、前世でもお菓か子し作づくりはしたことない。簡単なご飯なら作ってたけど。

「仕事として料理してるところを想像したわけじゃない。……まあ、君の地位では何にせよあり得ないか」

　苦く笑しようして誤ご魔ま化かされた。仕事以外の料理……？　ますますする理由なくない？

「くだらぬ妄もう想そうをしている暇ひまがあるなら、妾のために働け」

「妄想ときたか」

　悪意剝むき出だしの単語をチョイスするのは、もうエリノアのデフォである。

　これまで数々の暴言を受け流してくれたフェデリだが、今回は少し困ったような、繕つくろったような微妙な笑みを浮かべた。

　いつもと違う反応に、ちょっと焦る。怒おこってるとかそういう気配はないんだけど、何かが引っかかったんだろう。

「まあ、そうなのかもしれないな。悪意のある表現として選ばれたんだろう単語の方が正しい気がするから困る。──引き止めて悪かった。戻ろうか」

「……うむ」

　ただ残念ながら、わたしが窺った程度で悟さとれるほど、フェデリの表情筋は甘あまくない。話を切り上げられてしまったのもあり、わたしはただうなずいた。

「ではまた、用ができたら貴様を呼ぶ」

「ああ」

　答えたフェデリの調子はいつも通りのもの。

　……大丈夫、かな？　多分。
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　クッキー作戦は、大成功と言ってよかった。

　城の皆も迅じん速そくに動いてくれたから、町への被害もゼロ。森の中はさすがに一部荒あれちゃったけど、数年すれば自然に元の姿に戻っていくでしょう。

　そして怪け我がの功こう名みようとでも言うべきか、この事件を境に、城の雰ふん囲い気きがまたちょっと改善された感がある。

　ほら、何だかんだで処しよ刑けいは一件も執行されてないし、その後のわたしの一存でごり押しした（ということになってる）無意味なイタズラ要求に意味が生まれたから。

　ここで活いきてきたのが子どもの頃の『神童』の称しよう号ごう。ありがたいことに、この事態を予見していたんじゃないか──なんて、好意的な声まで出てきた。少なくとも就任直後の雰囲気よりはずっといい感じ。なんと、廊ろう下かでもあんまり避さけられなくなったんだよ！　やったね！

　あとはこれから始まるラビの裁判を乗りきって、ミラに話を聞きに行こう。

　わたしが裁判に出ると万が一があるかもしれないので、今回も二階の貴き賓ひん用傍ぼう聴ちよう席せきから見守るだけ。

　ちなみに、フェデリの勧すすめでアレフがわたしの隣にいる。「もしかしたら役に立つかもしれないから」って言ってたけど……。

　アレフは魔法に対して最強の防御力を持つから（何せ効かない）、役に立つ事態があるかも、とかって考えるのは分かるけど、さすがに裁判中は遠慮してほしい。

　わたしにとっても裁判長にとってもジャックにとっても、もう裁判の進行は慣れたものだ。判決への心配もしていない。

　……被ひ告こく人にんの席に立たされるラビは全然安心してないけど。

　だ、大丈夫。多分無事に終わるから、頑張れ！

「──では次に、参考人、前へ」

　ただまあ、ジャックは真面目な人なので、裁判自体はちょっと長め。

　落ちた時計の過失がラビにあるかどうかまで、きっちり裁判内容に含めようとしている。ラビのせいじゃなければないで、原因追及までするんだろうなと思う。お仕事ご苦労様です。そしてありがとうございます。

　時計落下の犯人はわたしも気になってるので、ぜひ明らかにしてほしい。だって確実に、一連の事件の関係者だもの。

　裁判長に呼ばれ、参考人──キュエフ公爵夫人が進み出てきた。残念ながらミラはいない。今日はむしろいてくれた方がよかったんだけど。

　キュエフ夫人が呼ばれたのは、現場で起きたことを客観的に証言するため。事が起こったときに丁度わたしと話してたから、無関係だろうってことで選ばれた。

　証言台に立ったキュエフ夫人は、ふとわたしの座る二階へと目を向ける。わたしがここにいるのを知ってて、目もく礼れいをするつもりだったのかもしれない。

　始めは、そう思った。

　でも妙に胸のあたりがチリチリして落ち着かない。どうしてかと原因を探さぐって、気が付いた。夫人が魔法を使っていて、彼女の周囲に炎になりきらない熱が燻くすぶっているのだ。

　……変だな。夫人は魔法の制せい御ぎよが下へ手たな人じゃないのに。というか、そもそも法ほう廷ていで脈みやく絡らくなく魔法を使うような人でもない。

　常識外の行いをしなきゃいけない状態ってこと？　でも、おかしなことは起こっていないように見える。

　さらに注視すると、夫人はどうも自分の体の周りにある何かに対して魔法を向けようとしているらしいのが分かった。

　体の周囲に何があるの？　異常は見当たらないんだけど……

「！」

　もしかして！

　見えない何かの心当たりに思い至って、わたしは熱を生み出す。ここで炎を出したら大騒ぎになるから、こっそりできる熱の方をね。

　探すべきものの正確な位置を見定めるのは、おそらくわたしには不可能。だから夫人の体を中心に、渦うずを描いて探す。──抵抗があった！

「アレフ、ここに手を伸ばせ」

「いいけど」

　意図したわけじゃないけど、わたしが伸ばした魔力は不可視の鞭むちっぽい形状になった。アレフを誘導するにあたって、手元の部分にだけ赤い光を生む。

　首を傾げつつアレフが光に触ふれた途端、わたしの魔力で生んだ熱は搔かき消きえた。同時に、ピタリと夫人が硬こう直ちよくする。

「──？」

　場に流れる疑問の空気。

　そして瞬まばたき一回のあとに、夫人はその場に崩れ落ちた。糸の切れた操あやつり人形がごとく。

　よし！　魔力同士が接せつ触しよくした状態だったから、一緒くたにアレフに無効化してもらえた！

「マルグリット！」

　慌あわてて飛び出してきたのは、キュエフ公爵。床ゆかに倒れた妻を抱だき起おこし、呼びかける。

「静せい粛しゆくに、静粛に！　一いつ旦たん休きゆう廷ていとする！」

「キュエフ公爵、夫人をこちらに」

　場を収めるための裁判長の決定を受け、ジャックがキュエフ公爵と夫人を控ひかえ室しつへと先導する。

「エリノア、どういうことだ？」

「分からん。が、夫人が燃やそうとしていた何かを貴様に消させた」

　目で見えなかったということは、夫人に干渉していたのは鏡の術式で構成された魔法だ。

「少し外す。キュエフ夫人に確認せねばならん」

「俺も行きたい。いいか？」

「構わん」

　アレフがいれば魔法による妨害を受けないから、むしろいてくれた方がいい。

　急いで階下に向かい、控室へと入る。一いつ般ぱん傍聴席にいたフェデリも手前で合流した。

　ちなみに夫人を運んだジャックはいない。女性の控室だし、付つき添そい人にんとして最も相応しい公爵が側に付いているからだろう。裁判の調整の話し合いを優先したと思われる。

「これは……陛下、その、申し訳ありませんが、妻は……」

「下がりおれ。妾は夫人に用がある」

「しかし、その」

　倒れたばかりの妻を慮おもんぱかって、公爵は苦い表情をした。気持ちは分かるし、夫ふう婦ふ仲のよさが窺えてほっこりする。けど、こっちも急ぎだ。

　妙な横やりを入れられる前に、夫人から直接、話を聞き出したい。伝えられたくない内容が第三者へと伝わった時点で、犯人が夫人一人を口くち封ふうじする意味はなくなる。彼女の安全のためでもあるのだ。

「うっ……」

　そうこうしているうちに、夫人が目を覚ました。

「マルグリット！　大丈夫か!?」

「あぁ、あなた……」

　震ふるえる手を伸ばした夫人を、公爵はがっしりと両手で包み込む。

「ようやく、糸が切れましたわ……。わたくしの炎だけでは太た刀ち打うちできなかった。エリノア姫ひめ、いえ……陛下。感謝いたします」

「貴様に干渉していたのは、鏡の国の魔法だな？　そしてそれをかけたのは貴様の飼い猫。相そう違いないな？」

「はい。魔物に入り込まれ、わたくしを利用しているのだとお伝えしなくてはならなかったのに、思考が封ふうじられ、叶いませんでした。離れてなお、あの魔物はわたくしの魔力を抑おさえてきた……」

　精神干渉の魔法は対象者と離れると効果が薄くなる。夫人にとって、一人で行動できる間は魔法を打ち破る好機。裁判所だとかなんだとか、もう気にするどころじゃなかったのだろう。

「彼かの魔物は、わたくしの腕の中で行きたい場所へ行き、会いたい人物に会いました。公爵夫人たるわたくしが入れない場所は少なく、会えない相手などおりませんから」

　確かにこの国で、彼女ほど有用な立場の持ち主はそういない。

「偽造した書類を当人も知らぬうちに紛まぎれ込ませるのも、偶然時計の側にいたご令れい嬢じように落下の細工をさせるのも、精神操作の力を持ってすれば容易たやすきことだったでしょう。わたくしもまた、魔物の望んだ魔法を魔法石へと封じてしまった」

　改めて言われると、精神操作の魔法の悪あく辣らつさに鳥とり肌はだが立つ。だから鏡の国の魔物は厄やつ介かいなのだ。

「ミラは今どこにいる」

「申し訳ございません、陛下。把は握あくできていないのです」

　ダメ元で訊いてみたけど、返答は予想通り。操られていた夫人がミラの行動を掌しよう握あくできないのは当然である。

「ですが、鏡の国への入り口には心当たりがございます。両陛下が行方ゆくえ不明になられた頃に、見覚えのない鏡を見つけたのです。誰に聞いても気にも留とめないその鏡が不ぶ気き味みで、夫に相談しようと思った矢先にあの魔物が現れ……そのまま放置されてしまっているのです」

　見覚えのない、鏡……。妙に引っかかるワードだ。わたしも同じようなことを考えたことがあるような……。

　思い出そうとすると、靄もやがかかったように記き憶おくを邪魔される。これはおかしい。

　もしかしてわたしも夫人と同じようにミラの魔力と繫がっているのではと探ってみるが、夫人に感じたような抵抗は見つからなかった。自分の盾たてとして細かく操あやつらなきゃいけなかった夫人と、思考や言動だけを縛しばるわたしの呪いはものが違うか。

　仕方ない。力技でいこう。

　意識的に、頭の中の靄を魔力で捻ねじ伏ふせつつ、必死で考える。

　ええと、そう。姿見だ。回かい廊ろうの──

　──影かげが映り込んだ、あの鏡!!

　鏡の国の魔物が元凶だと分かってたんだから、怪しい影を映し出した見覚えのない鏡なんて、すぐに調べてもよかったはずなのに！　全然意識に上のぼらなかった！

　そうだ──そうだよ。ハートの国編の魔物には、精神操作の力があるって、わたし知ってたじゃない。なのに自分に置おき換かえては考えられなかった。

　つまりもう、ミラの術中にあったってことだ。

「それは観覧の庭に続く回廊にある鏡で間違いないな？」

「左さ様ようにございますわ」

　よし。聞くべきことは聞いた。あとは行動するのみ。

「アレフ、妾と共に来い」

　回廊の鏡は、わたしにはただの鏡にしか見えなかった。でも、アレフならきっと違うように見える。

「連れて行くのはアレフだけなのか？」

　すでに扉とびらに向かっていたわたしの背に、そうフェデリから声がかけられた。一度首だけで振り返ってから、すぐに前を向いて足を進める。

「妾は、ハートの女王だ」

　鏡の魔物との対話は成立しない。彼らはわたしたち人間にとって、害悪でしかないから。

　そして直接的な暴力での解決となれば、エリノアのハイスペックが存分に火を噴ふく。わたし一人で問題ない。

　それにもう一つ……実は、一人で行きたい理由がある。

　そもそも今回の件、大前提としてお父様とお母様の失しつ踪そうがないと成立しなかった。もちろん、たまたま事故が起こったから魔物に目を付けられた可能性はゼロじゃない。でも、そうじゃなかったら。

　ダイヤの国で起こった歴史を考えると、むしろ両親の失踪から鏡の国の魔物が関かん与よしている方が自然だ。

　混乱をもたらすためだけなら、もう殺されてしまっているかもしれない。けれどもしかしたら、まだ利用するために生かされているかもしれない。

　たとえば今──わたしに討とう伐ばつさせないように人ひと質じちにするとか。

　肉親を盾たてにされて決断をためらうなら、王失格だと言われるだろう。王が護るのは第一に国でなくてはならないのだから。

　でもわたしは……お父様とお母様に生きていてほしい。

　そのためのリスクだったら、ある程度負おうと思っている。……だから。

「ここまででよい」

　……知られたくない。

　フェデリには沢山助けてもらった。わたし一人だったら、どうにもできずに鏡の魔物の思おも惑わく通どおり、国を混乱させていただろう。

　国のためと自分のため──そこで国のためを百取れないわたしは、協力しがいのない王だったかもしれない。

　でもこれがわたしの選ぶ答えだから、呆あきれられても失望されても、真正面から受け入れるべき。それぐらいの誠実さはなきゃいけないと思う。

　……なのに、どうしてだろう。フェデリにそんな自分を見られたくないと、わたしは今、誤魔化そうとしてる。

　拒きよ絶ぜつしたわたしの言葉に、フェデリは深々とため息をついた。

「エリノア。少し前にも似たようなことを言ったけど、ここまで関わっておいてオチだけ他ひ人と任まかせというのは面おも白しろくない」

「そうだろうとも。だが、それがどうした？」

「ついでに君のことも嫌いじゃない。ここで君を見送ったら、きっと俺が後こう悔かいするだろう」

　言いながら、フェデリはわたしの隣に並ぶ。

　丁度人ひと気けもなくなった廊下の真ん中で、わたしたちは足を止めた。お互たがい体の向きを変え、正面から向き合う。

「貴様のことなどどうでもいい。妾にとって、貴様が邪魔だ。去れ」

　喋しやべり終えたわたしを数秒観察して、フェデリは苦笑した。

「今のは少し、本心だったね。俺についてこられると、都合が悪いのかな。その理由は……ここまで君を見ていれば想像が付くよ」

「……」

　見抜かれている。そのことにバツの悪さを覚えた。

　でも、フェデリならそうだよね。わたしにだって両親生存の可能性を思いつけたぐらいだもの。

「だが君は肝かん心じんなことを忘れている。俺が協力しているのはハートの国じゃない。君自身だ」

　……言われてみればそう、だけど。それでも……。

「君が迷わずついてこいと命めいじるような人間なら、俺はさっさと姿を晦くらましただろう。王として正しくても、人間として好きになれないね。しかし残念かな。後ろめたく思いつつも俺についてくるなと言う君だから、俺は護りたくなってしまった」

「……っ」

「どうにも君は、俺の特別らしい」

「妾は、護られてやるほどか弱くない」

　魔法無効化ができても、攻撃手段を持たなかったゲームヒロイン、アリスとは違う。わたしはシナリオ後半の巨大な障害として君くん臨りんする、炎の女王エリノア・ハートなのだ。

　リスクを飲み込んでなお、覆せる力がある。──きっと。

「それも知ってる。そのうえで、ついていくと言っている」

　……困ったな。どうしよう。

　でも一番駄目なのは──彼の同行を頼もしく感じてしまっているわたし自身だ。

　断ってるけど、拒絶しなくなってる。そういう部分が見えてしまっているんだと思う。

「君が強いか弱いかなんて関係ない。俺は、俺が君を護りたいから行くんだ。──知らないのか？　神ならぬ身で護れるのは、そのとき、その瞬間に、手が届くぐらい近くにいる相手だけだ」

　畳たたみかけるような言い回し。ゲームをやってたときは面倒臭い系だなとか思ってたけど。

「……お人ひと好よしめ」

　呆れたため息を挑ちよう発はつ的てきについて、ちらりとフェデリを見上げる。苦笑された。

「うーん。そうでもない。でも君に対しては間違いじゃないからそれでいいよ。今はね」

　くっ、全然堪こたえてない。やっぱり中身のスキルで敵かないそうにないな。

「……特別に、供を許す。光栄に思え。相応の働きをせねば、死刑ぞ」

「ああ。君が許したことを後悔しない働きをするよ。上手くいけば問題ないんだ。そうだろう？」

　本当、なんでこれで通じるんだろ。……そして、優やさしくしてくれるんだろう。

　両親の生存に賭かけたわたしの弱さを肯定してくれたフェデリの言葉は、胸の中の重さを軽くしてしまった。罪悪感の中に、少しだけ救いを得たスペースが生まれる。

　フェデリはきっと、分かってて言ってくれた。

　どうしよう。恋れん愛あいゲーム用に作られた、夢を見るための『キャラクター』であるフェデリより、現実のフェデリの方が好きみたいだ。

　……わたし、物好きだったのかな。
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　人間は、我わが輩はいたちの生態を誤解している。

　我輩たち鏡の国の住人は、確かに人間の負の感情をエネルギーにしている。しかしそこに人がいる限り、我輩たちが飢うえることなどないのだよ。一人一人が発する量は少なくとも、数が多いため何もせずとも存在を維い持じするだけなら問題ない。

　ではなぜ、あえて騒そう乱らんを生むのか──そんな愚ぐ問もんを投げかけてくる者が、ときどきいる。

　決まっているではないか。

　美う味まいからだよ。

　生きていけるからといって、味が付いているかどうかも怪あやしい栄養食だけでは飽あきるだろう？　彩いろどりだよ、要するに。

　まあ、このあたりの塩あん梅ばいは正確に知られない方がよい。生きるためだ、仕方がなかったと涙なみだながらに弱々しく訴うつたえれば、討とう伐ばつの手を緩ゆるめ、封ふう印いん程度で許してくれる、心優しき甘あまい人間もいるのでな。

　今回ハートの国に目を付けたのは、たまたま入り口の封印が弱まっているのを見つけたからだが……。欲が働き、一人で喰くらおうとしたのがまずかった。久ひさし振ぶりに繫つながった本物の道だったから、期待をして、張り付いていたのが一番の敗因だろうか。

　──餌えさとするべき相手に、不要な感情を抱いだくなど。

　後こう悔かいしているのか歓かん喜きしているのか、我輩自身まだ整理ができていない。

　だから少しだけ、女王を観察することに決めた。取り返しのつかない愚ぐ行こうを犯おかす前に、己おのれの内に整理を付けねばなるまい。

　……そこにジョーカーまで絡からんできたのは予想外だったが。

　しかし悪くはない。これでかなり長く生きているので、我輩は変化に飢えているのだ。

　滅めつ多たに遭そう遇ぐうしないジョーカーとの戯たわむれ……。ふふ。心躍おどるではないか。

　とはいえ、ジョーカーはあくまでついでだ。我輩の関心はもっぱら女王の方にある。

　もっと混乱して慌あわててもよさそうなものだが、事態を妙みようにあっさり飲み込んでいた。対応も早い。ジョーカーを引き込んだのなど、奴やつが何者であるかを知っているようではないか。

　……うむ。興味深い。

　今回の食事は、望外に楽しいものとなるかもしれぬ。

　期待しているぞ、エリノア女王。
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　キュエフ公こう爵しやく夫ふ人じんの証言を得て、わたしはジャックにミラの捜そう索さく、討とう伐ばつを命めいじた。そうして騎き士したちに国内のことを任せ、わたし自身はアレフ、フェデリと共に件くだんの鏡の前に立っている。

「アレフ、どうだ？　君の目には何が見える」

「扉とびらが見える。けど、エリノアやフェデリの目には違ちがう物に見えるんだよな？」

「ああ。俺おれたちには鏡に見える」

「全然そう見えない……」

　見えなくていいと思う。アレフが見てるものが真実だ。

　わたしもフェデリも疑ってないけど、知らない人がアレフの言葉を聞いたらきっと信じないんだろうなあ、とは思う。

　自分の目にはそう見えていても、周り中が違うと言えば自分がおかしいのかなと思ってしまうだろう。

　正しくないものが正しくなる──世の中って、数の暴力って怖こわい。

「じゃあ、行くか。アレフ、扉を開けてくれ」

　扉と認にん識しきできてないわたしとフェデリじゃ、魔ま法ほうを破れないからね。

「分かった。──行くぞ」

　少し緊きん張ちようした様子で、しかしためらいはなく、アレフは両手を伸のばして鏡面の手前、何もない空間で指を曲げた。わたしの目に見えないだけで、そこに取っ手があるんだろう。摑つかみ方からして両開きの扉っぽい。

　そして、一気に引く。

　瞬しゆん間かん、魔ま力りよくの風が巻き上がった。手を翳かざしてやり過ごすと、そこには鏡ではなく両開きの扉が出現していて、下り階段が延びている。

　もちろん、壁かべの先に続く階段じゃない。空間を捻ねじ曲まげ、どこかへと繫つながっている。──おそらく、鏡の国へと。

「うわー、魔法だ」

「どうかな。アレフ、階段が始まるあたりまで手を入れてみてくれ」

「あ、そうか」

　魔法なら消えてしまうから、アレフは行けない。でも魔法じゃないかもしれないのだ。

　試すためにアレフが手を伸ばして、数秒。

「どうだ？」

「変化ないっぽい。レビのときみたいに、不安定になる感じはしないな」

「本物か」

　この四印スートの世界は、どこかしらが鏡の世界と繫がっている。迷めい惑わくなことに。

　さて……。道は見つけた。本来ならすぐさま封ふう印いんに取りかかるべき……だけど。その前に、わたしは鏡の国に用がある。

　お父様とお母様が、向こうで捕とらわれているかもしれない。

「アレフ、貴様の役目はここまでだ。邪じや魔まにならぬよう、どこへなりと去れ」

「それはあんまりだろ！　俺も結構役に立つ自信あるし、道を開いた功労者ってことで、一いつ緒しよに行く権利ぐらいはあっていいと思うぞ！」

　もちろん、アレフが力になってくれるのは分かってる。ヒロインポジションに据すえられるぐらいのキー能力だもの。

　でも、これはゲームじゃない。

「貴様はこの世界の人間ではない」

　帰った先に、待っている人がいるでしょう？

「だから、ここで帰ったら家族総出でボコられる」

　リデル家の皆みなさん……あなたたちは一体……。

「ちなみにエリノア、アレフの能力は君の知る物語の中では有用なのか？」

「それは……」

　とっさに否と言えずに、言葉を曖あい昧まいに切ってしまう。納なつ得とくしたようにフェデリはうなずいた。

「よし、連れて行こう」

　しまった。沈ちん黙もくなど生なま温ぬるい。すぐ否定するべきだった……。

「よし、決まりだな！　人助けだと思って俺を連れて行ってくれ」

「貴様が口を割らなければ家か人じんが知ることもないはずだが」

「無理。姉さんの尋じん問もん力りよく半はん端ぱじゃないから」

　…………リデル家の皆さん……本当にあなたたちは一体……。

「本人もやる気だし、戦力的な意味でも連れて行くべきだと思うが？」

「……仕方がない」

　説得できないならアレフを止める手段はないし。だったら一緒にいてもらった方がいいのかも。

　渋しぶっていたのはわたし一人だったから、これで意思は統一された。

「俺が先に行こう。次にアレフ、最後にエリノア。いいか？」

「構わん」

　本来ならわたしが先頭に出るべきなんだろうけど、フェデリも譲ゆずらないだろう。合理性で考えたらフェデリが正しいし。

　そうして、縦一列になって人一人分強しか幅はばのない階段を下りていく。

　……ミラは今、どこにいるんだろうか。できれば遭そう遇ぐう前に鏡の国を探たん索さくしてしまいたいんだけど……。

　歩けど歩けど、周囲の場景がまったく変わらない。そのせいで圧あつ迫ぱく感かんがすごい。不安が膨ふくらんできたところで、やっと終わりが見えた。

　階段の先にあったのは、小部屋だった。調度品の質はかなりいい。王宮か、大貴族のお屋や敷しきって感じ。

　そしてわたしたちが来ることを見み越こしていたように、部屋の真ん中にぽつんと置いた椅い子すに一人の青年が座すわってこちらを見ていた。かなりの美形だけど、表情はすごく意地が悪そう。

　年の頃ころは二は十た歳ちになったかどうかってぐらい。白はく髪はつに紫むらさきのメッシュが入ってる。で、その頭部には猫ねこ耳みみ。椅子の脇わきから垂れてゆらゆら揺ゆれてる尻しつ尾ぽもある。

　……うん、これ、ミラだな。鬼おにのいぬ間に──っていうのは叶かなわなかったか。

　それにしても、まさかだった。

　わたしは彼かれの顔に見覚えがある。ミラが一回でもこっちの姿を見せてくれていたら、彼が黒幕だってすぐに分かった。だって顔がハートの国編の黒幕と一緒だもの。髪の色が違うし猫耳も付いてなかったけど、間ま違ちがいない。

　でも、名前も違うな……？

「待っていたぞ、エリノア女王。歓かん迎げいしよう」

「ふざけるな。虫唾むしずが走るわ」

「ふむ。ずいぶんと立りつ腹ぷくのようだ。美び味みなるかな」

　くっ……。怒いかりを感じることそのものが喜ばせるって……。ああもう！　何から何まで本っ当腹立つ！

「さて、改めて自己紹しよう介かいをしよう。我わが輩はいはミラ・ヴェルナ。鏡の国の住人である」

　ヴェル……っ。

　……そうか。ゲームで使われてたのは姓せいの方だったかー……。

「貴様のことなどどうでもよい。死にたくなくば、妾わらわにかけた呪のろいを解け」

「無論、死にたくはない。だが、ただ解くのはつまらんな」

「状じよう況きようが分かっていないのか？　妾は貴様を焼やき尽つくせるが、貴様は魔法に頼たよれない」

　だってアレフがみんな消しちゃうからね。

「そう、我輩の現状は不利と言えよう。──しかし、だ、女王。もし我輩がこのまま死ねば其方そなたの両親も死に、呪いも解けない、と言ったらどうだ？」

「！」

　それは、ミラがわたしの両親の失しつ踪そうに関かん与よしたという宣言。そしてわたしの期待が事実として確定した。

　でも早々にこのカードを切ってきたってことは、わたしの望みが見透かされていると考えて間違いない。

「さて、困ったな？　我輩を力ちから尽ずくで排はい除じよしたいのなら、可能かもしれん。しかし其方は我輩を殺せまい。両親を無事に取とり戻もどしたいのだろう？」

「──……」

　ミラは正しい。それを望んで一人で訪おとずれるつもりだったわたしは、黙だまって言葉の先を待つ。

「そこでだ、どうだ、女王。我輩とゲームをせぬか？　この愉ゆ快かいな騒そう動どうのフィナーレに相応ふさわしかろう」

　ゲーム……。そんなシナリオ展開、四印スートのアリスにはなかった。ヴェルナとの決着は暴力でだったから。と言っても四印のアリスはノベルゲーだから、テキストを読んで（聴きいて）いただけだけど。

　ゲーム知識には頼れない勝負。それでも突つっ撥ぱねる選せん択たく肢しはない。

「……ルールを聞こう」

「そう警けい戒かいするな、女王。我輩、これでも今回の件についてはまあまあ満足しているのだ。手を引いてもよい、と思うぐらいには。普ふ段だん見られぬものが揃そろい、なかなか楽しかった」

　人を娯ご楽らく扱あつかいするところは、ゲームと一緒か。

「ゲームは、ポーカー」

　パチンっ、とミラが指を鳴らすと、中央に黒こく檀たん製せいのテーブルが出現した。

「ただし少しだけ、ルールを加える。名前を付けるなら──ふむ。《噓つきライアーポーカー》といったところか」

　ミラが付け加えたルールは、勝敗を大きく左右するものだった。




・基本のルールはアンティ（ゲームに参加するための掛かけ金きん。一ゲームごとに払い、払った分はゲームから除外される）ありの、手札を隠して行うクローズド・ポーカー。

・コインは全員一〇〇枚。すべてを失ったら敗まけ。

・ディーラーはミラ。

・手札開示シヨー・ダウン時、ミラは一枚のみ表にして役ハンドを宣言する。ただしこのとき噓をついてもいい。

・プレイヤーはコイン一〇枚を使うことで、ミラのカードを開示ジヤツジできる。噓だと証明されたら、ミラは本来の役で勝負する。さらに暴いたプレイヤーに対し、コイン一〇枚を支し払はらう。逆に噓ではなかった場合は、プレイヤーがミラにコイン一〇枚を支払う。

・ゲームを降りたプレイヤーはジャッジの権利を失う。

・噓だと判明した場合、ジャッジを宣言した者の掛け金は二倍になる。

・アンティのみでゲームから降りる行為は、三ゲーム以降に解禁とする。




　と、いうもの。

「イカサマは禁止としよう。ジョーカーとイカサマ勝負も悪くないが、我輩、今は単純に遊びたい気分なのだよ」

　人の人生や国で遊ぶなと言いたいが、言っても無む駄だだ。鏡の国の魔ま物ものとは、そもそもそういう存在なのである。

「勝負を持ちかけるなら、見返りがないと話にならないんだが？」

　フェデリの要求に、ミラは当然とばかりにうなずいた。

「よかろう」

　ミラは再び指を弾はじく。背後の空間が歪ゆがみ、水すい晶しようが宙に浮ういた状態で現れた。その中に──

「父上！　母上！」

　わたしの両親が、捕らわれていた。二人とも目を閉じて、眠ねむっているように見える。苦しそうではない……のだけはほっとした。

「景品は、国王と王おう妃ひ。そしてエリノア女王の呪いの解除。勝者の人数分だけ景品を渡わたそう。どうだ？　ゲームを受けたくなってきただろう？」

「……貴様が勝ったら？」

　訊たずねつつも、わたしの心はすでに勝負を受けるつもりになってる。

　でも万が一天てん秤びんが傾かたむく内容だったら……やっぱり知っておかないと。

「我輩と、其方らのことをすべて忘れ、認識できないようになってもらう」

「──っ」

「もっとも来訪者に魔法は効かぬようだから、そやつには元の世界に帰ってもらうのがせいぜいだが」

　嫌いやな性格してるよ、本当。

　気になってフェデリの様子を窺うかがうと、彼もまた苦々しい表情をしてる。人との関係を失わされるのは、フェデリにとっては相当腹立たしいことだろう。

　……でも、忘れるのに抵てい抗こうを感じてくれるのか。……そっか。……嬉うれしいと感じるのは場違い、だと思うけど。嬉しい。

　わたしだって忘れるのは嫌だ。好ましく思っている人を、思い出を、どうして奪うばわれなきゃならないの。

　現実的な問題もある。フェデリの存在を忘れて、目の前にいても認識できなくなって、呪いも解けていないわたし。……どうにかできる気がしない。きっと遠からず、民たみの反発を受けてハートの国は荒あれる。

　勝ったあとのミラは、時が訪れるのをただ待てばいい。

　心の中の天秤が、少しだけ揺れた。

「エリノア、ちょっと」

「何だ？」

　フェデリに手招きされ、耳を寄せる。

「たとえ君の呪いが解けなくても、ミラの邪魔さえなければどうとでもなる。時間をかければ解かい呪じゆも不可能じゃない」

　確かに、実害のない暴言にまでは抑おさえられるかもしれない。あとはわたしが早々に退位して、相応しい誰だれかに王座を渡せばいい。

　王統の血は薄うすくなるけど、国の安あん寧ねいと秤はかりにかければどちらが重要かなんて歴然だ。

「一番安全なのは、今ここでミラを物理的に殺すことだ。俺と君と、アレフでならできる」

「ああ、そうだろうとも」

　でもそのときはきっと、お父様もお母様もいなくなる。交こう渉しよう決けつ裂れつ後も、ミラが二人を生かしておく理由なんてないんだから。

　ミラが欲ほつしているのは騒そう乱らんだ。より正確に言うなら、そこで大量に発生する負の感情。

　王として民の安全を第一に考えるなら、勝負など受けるべきではなく、フェデリの提案が正しい。

　だけどわたし。わたしは──

「それを踏ふまえて、後こう悔かいしない選択をしろ」

　……難しいよ。

　お父様とお母様を犠ぎ牲せいにして国のための安全策を取ったら、きっと後悔する。でもミラの勝負を受けて負けたら、それどころじゃない。

「大だい丈じよう夫ぶ」

「……？」

「後悔させないと言っただろう？　だから、本当に望む方を選べ」

　──いい、の？

　果たすべき義務と、果たせなかったときの犠牲がわたしをためらわせている。けれど望みはと問われれば、心ははっきりと答えを叫さけぶ。

　とん、と背中を叩たたかれ、いつの間にか詰つめていた息を吐はく。

　……それでもいいって、言ってくれるの？

「そういう君だから、俺はここにいるわけだしな」

　苦く笑しようしつつ、フェデリは真っ先にテーブルに着いた。

「俺はエリノアを忘れたくない。手加減しないぞ、ミラ」

「無論だとも。全力で来たまえ」

　フェデリの言葉に、ミラはむしろ楽しそうに言う。

「俺も引きはいい方だ。イカサマしなくても負けないぜ」

　アレフもまた、自信満々に座った。……っていうか、イカサマできるんだ。

　そして残った左の椅子に手をかけ、わたしは悠ゆう然ぜんとした態度を崩くずさないミラを睨にらむ。

「妾を虚こ仮けにした塵ごみ屑くずに、くれてやるものなど何一つない。光栄に思え、貴様の勝負に乗ってやる」

「そうこなくては。ここで待っていたかいがあるというものだ。──では、いいかね」

　そして三度、ミラが指を弾く。テーブルの中央にトランプが出現した。

「確かく認にんしたまえ」

「あ、じゃあ俺が。妙みような魔法がかかってたら消えるもんな」

「そんな無意味な真ま似ねはせんよ。まあ、好きにしたまえ」

「そうする」

　ミラの揶や揄ゆを気にするでもなく、アレフはカードに手を伸ばす。

　すべてのカードを手早く触るためだろう、トランプを二つの束に分け、少したわませつつ指で弾いた。カードはアーチ状の弧こを描き、互い違いに重なっていく。

「大丈夫そうだけどなー。フェデリも確認するか？」

「いや、任せるよ。自分から買って出たぐらいだ。見み抜ぬく自信はあるんだろう？」

「ああ。手先の器用さには自信あるね」

　ニッと笑って、アレフは整え直したカードをミラへと返す。

「エリノア、アレフ。この《噓つきポーカー》はジャッジ関連で起こるコイン増減の発生条件がいやらしい。ミラに乗せられるなよ」

「分かってるって」

「も、問題ない」

　切り終えたカードがテーブルに戻もどされると、次の準備へ進む。

「契けい約やく書しよだ」

　絶対に破ることができない、魔法の契約書。それを宙から取り出したミラは、先さき程ほどの条件を書き込んでサインをする。

「調べ終わったら、其方らもサインを」

　テーブルを滑すべらせて渡ってきた契約書を手に取り、仕し掛かけがないか調べる。……わたしが見た限り、怪あやしいところは見つけられない。

「確認しろ」

　フェデリにも回して、二重にチェックしてもらう。フェデリも真しん剣けんに調べていたが、ややあってうなずく。

「大丈夫だ」

「よかろう」

　フェデリに見抜けないなら、本当に仕掛けはないだろう。わたしは契約書にサインする。フェデリ、アレフも続いた。

「揃ったな。──では、始めよう」

　そうして、第一ゲームが始まった。

　まずは全員がゲーム参加料であるアンティ分、コイン五枚を支払う。これはゲームから除外され、誰の手にも入らない。

　ポーカーとは、五枚の手札で定められた組み合わせの役を作り、その強さを競きそうゲームである。

　配られたわたしの手札は、六が二枚揃って、あとはバラバラ。ワンペアだ。役の中で最弱。これで勝負かけられる人がいたら勇者だと思う。

「賭けベツト、コイン五枚。さあ、女王。コールか、レイズか。選びたまえ」

　今回のゲームでは、ディーラーはミラ固定。そこから左回りでわたし、フェデリ、アレフで賭けていく。

「……同額コールだ」

　自信もないから、とりあえずミラが賭けたのと同じ、最低額の五枚をコールで示す。

「俺もコールで」

「俺もだ」

　フェデリとアレフもコールして、テーブル中央のポット（賭けられたコインを置く場所）には、二〇枚が集まる。

　そして二巡じゆん目。ミラはカード二枚をチェンジして、にやりと笑った。

「上レ乗イせズ。さらにコイン一〇枚」

　最低レートを増やしてきたか……。結構自信がある？　……まあ、その読み合いこそがポーカーの真しん骨こつ頂ちようなわけだけども。

　……わたし、あんまり得意じゃないんだよね……。

　あとは強い役が揃ってくれるのを願うばかりだけど、チェンジを終えたわたしの手札は、六がもう一枚増えてスリー・オブ・ア・カインド。

　比ひ較かく的てき揃いやすい役だし、勝負できないほど悪くはない。っていうか、どんな弱い役でだって勝負の仕方次し第だいで勝てるのがポーカーっていうゲームだし。

　ただ、自信を持って勝負できる役ではない。コイン一〇を失うのが確定するけど、降りるのも手かな、と思う。

　ちらりとフェデリとアレフの様子を見る。タイミングよくフェデリがわたしを見て、微かすかにうなずいた。

　よし、決めた。

「降りるフオールド」

　カードを伏ふせ、フォールドを宣言。

「俺はコールを」

「俺もだ。コール」

　フェデリとアレフがそれぞれ一〇枚ずつ賭けを上乗せして、二巡目が終しゆう了りよう。

「では──手札開示シヨー・ダウンを。我輩の手は、五と一〇のフルハウス」

　ミラが一枚だけ開示してみせたカードは、スペードの五。フルハウスは同数字三枚と、他の同数字二枚で完成する役。かなり強い役に入る。

　見せていない四枚が、本当にフルハウスになるのか。当然揃いにくいけど、絶対揃ってない、とは言えない。

　続いて、フェデリとアレフもカード開示。

「フラッシュ」

「ストレート。どっちにしろフェデリには負けだなー」

　フェデリのフラッシュは手札五枚の記号スートがすべて一いつ致ちしている役。今回はスペードだ。そしてアレフのストレートは手札五枚が連続数字。

　アレフの言う通りフェデリには負けたけど、ストレートが揃ってたらわたしも降りなかったと思う。

　ちなみに全部スリー・オブ・ア・カインドよりも強い役なので、わたしのフォールドは正しかったと言える。

「さて、どうするね？」

　審判ジヤツジをかけなければ一番役が強いミラの勝ち。でも、もしジャッジをかけてミラの手が本当にフルハウスだったら、コインを余計に失うだけ。

　フルハウスなんて、そんなポコポコ作れる役じゃないけど……

「ジャッジ」

「ふ」

　フェデリはためらわなかった。一〇枚を消費してミラのカードを暴あばく。

　ミラのカードを暴くのに使ったコインの分は、アンティと同じくただ消費するだけになる。

「結構。其方の勝ちだ、ジョーカー」

　小さく笑ってミラがオープンしてみせた手札は、五のスリー・オブ・ア・カインド。

　……わたしとどっこいどっこいじゃん……。いい度胸だ。

　一ゲーム目はフェデリの勝ち。コインはわたしが九〇、フェデリが一四五、アレフが八〇、ミラが五五。

「では、続けよう。──ベット、五枚」

　そして二回戦目──。

　くっ……。揃う気配がない。見事にバラバラ。わたし勝負運ないのかな……。

　でも弱気すぎると勝てるものも勝てなくなるし。一いち巡じゆんだけ待ってみよう。

「三枚チェンジ。コール」

「ふむ。あまり手が良くなかったと見える。女王、其方はギャンブルにはまらぬよう気を付けた方がよさそうだ。我輩から見て、其方には適性がない」

「黙れ」

　その通りだと思うけど！

　そのあと、フェデリとアレフもそれぞれコール。二巡目の冒ぼう頭とうでミラは再びレイズ。最低賭け額が一〇枚に上がった。

　そしてわたしの手は──珍めずらしい。五から九のストレートだ。コールする。

　フェデリもコール。でもアレフはわたしとフェデリを見て、フォールドした。アレフのコインは減ってるし、無理に続ける理由がない。

　ポーカーは勝った数は関係ないゲーム。勝ったときにどれだけコインを稼かせげるか、負けるときにどれだけコインを減らさずにおけるか。重要なのはそこだけだ。

「では──ショー・ダウン。我輩の手札は八から一二のストレートだ」

　オープンされたミラのカードの数字は宣言通り八。もし本当にストレートなら、数字の差でわたしの負けだ。

「妾は、ストレートだ」

　フェデリは、どうだろ……？

「俺はスリー・オブ・ア・カインド」

　どちらの手も、このままじゃ勝てない。

「どうするね？」

　ミラの言葉に、わたしは迷った。──が。

「ジャッジはしない。お前の勝ちだ」

　わたしが逡しゆん巡じゆんしている間に、フェデリがさくりと決断してしまう。

　はたしてその判断は……どうやら、正解。ミラは楽しげに笑えみを深くする。

「勘かんがよいな」

　必要はないけど、フェデリに対する称しよう賛さんゆえか、ミラは終わったゲームのカードを開けて見せた。そこにあったのは、宣言通りのストレート。

　……危ない。もしジャッジしてたら、負けたうえに噓つき呼ばわりペナルティが発生するところだった。

　負けは負け、ではあるが、このゲームでの被ひ害がいは最小限に抑えられたと見るべきだろう。

　これでわたしが七〇枚、フェデリが一二五、アレフが七〇、ミラが八五。

　三ゲーム目、一度目のチェンジを終えたわたしの手札はフラッシュ。

　間違いなくいい手札。なんといっても揃う確率が……うん、分かるわけない。その辺が計算できれば、ジャッジも少しはやりやすくなりそうなのに。

　まあ、だからこそカジノとかではカードを数えるのが禁止なわけだし。

　……でもなんか、フェデリは頭の中でやってそう……。いっそジャッジはフェデリに任せた方が安全じゃないかな。コイン一番多いのもフェデリだし。

　かなり珍しくいい手札が揃ったわけだけど、はたしてレイズをするべきかどうか。コインを取るのは大切だけど、味方のコインを削けずるリスクもある。

　少し悩なやんで。

「コールだ」

　わたしは掛け金五枚の維い持じを選んだ。

　今いま更さらだけど、このゲームのいやらしさを痛感する。味方に遠えん慮りよして自じ爆ばくしかねない。そして遠慮しなければ味方を殺す。

「コール」

　わたしの右みぎ隣どなりのフェデリも迷わずコール。そしてアレフは。

「レイズ。一五枚」

　賭けるコインの量を上げた。自信があるの？

　続いて二回目のチェンジをしたミラは、迷っているようだった。

「ふむ。なかなか……」

　自信たっぷりに笑うアレフに、面おも白しろそうに目を細める。

「では──我輩は、レイズ。二〇枚」

　さらに上げてきた……！

　わたしは……どうしよう。

　アレフが自信あるなら任せるべき？　でもわたしだってかなりいい手よ？　もしはったりブラフだったらミラに取られるのは痛い賭け額になってるし……。

　……よし。決めた。

「チェンジは必要ない。コール」

　もうフラッシュが揃ってるから手札の変へん更こうはパスして、コールだけする。

「コール」

　フェデリも即そく答とう。え……。皆そんなに手札いいの？　そういうターンなの？　今。早まったかな……。

　いや待て落ち着け、わたし。それがゲームの駆かけ引ひきだって。もう最後のコールをしたあとだし、フラッシュは決して弱くない。

　アレフは……どうする？　このゲームで勝たないと、アレフのコインは一気に減る。

「チェンジ。コール」

　チェンジはするのか。でも、コールした。ってことは、一巡目でレートを上げたのもブラフじゃない？　よね？

「では──ショー・ダウン。我輩の手札は二、六、七、九、十三で、クローバーのフラッシュ」

　うっ……。そんなことあるのか。

「……妾は、ダイヤのフラッシュだ」

　奇き跡せき的てきにカードが同ランクかつ同じフラッシュだけど、スートの相あい性しようでわたしの負け。ミラの手が本当にフラッシュなら、だけど。

　フラッシュはフルハウスの次に強い手だ。そうそう揃わないと思うんだけど……これは、ジャッジするべき？

「俺はワンペア」

　あれ、フェデリ役低い。珍しい……けどカードが揃うかどうかは運だから珍しいっていうのはおかしいか。でも、どうして降りなかったんだろう。

　そして最後に残ったアレフは、勝利の笑みを浮かべてカードを開示した。

「俺の手は、フォー・オブ・ア・カインドだ！」

　ほ、本当に!?　イカサマしてないよね？

　フォー・オブ・ア・カインドはスリー・オブ・ア・カインドの上位版。同数字四枚で完成する役。その上にジョーカーを混ぜて作るフィフ・オブ・ア・カインドというものもある。

　驚おどろいたのか、ミラもちょっと目を見開いた。

「このまま勝ってもいいけど──せっかくだ。二倍もらおうか」

　フォー・オブ・ア・カインドより強い手は、ストレートフラッシュ、フィフ・オブ・ア・カインド、ロイヤルストレートフラッシュのみ！　ほぼほぼ揃わないはず！

　ミラの役が噓でアレフより下なら、ミラの賭け額二五枚の倍、五〇枚がアレフの手に入る。

「ってわけで、ジャッ……」

「ジャッジ」

　宣言しようとしたアレフを遮さえぎり、フェデリが告げた。

「っておい!?」

「ゲームは降りてないからな。俺にも権利はある」

　それはそうだけど、二倍払ばらいはジャッジした人の権利だから、アレフに負けるのが確定してるフェデリにはコインを受け取る権利がない。この状況でそれをやったら、ミラに二倍払いが発生しなくなるだけなのでは……。

「ふっ」

　自分を睨み付けつつ言ったフェデリに、ミラは笑う。そして、カードを開いた。

「我輩の手は、ストレートフラッシュだ」

「!?」

　そこに並んでいたのは確かに──同スートの五枚連続数字で完成する、ストレートフラッシュ。

　噓をついた役より、強い？

「二倍取れる機を狙ねらうのは、我輩とて同じということだ。ジョーカーに救われたな、来訪者」

　……そうだ。ミラが提示したルールは、『噓だと判明した場合、ジャッジをした者の掛け金は二倍になる』というもの。ミラが払う分だけなんて言ってない。

「惜おしかったな？　そのままやっていれば我輩は負けた。強ごう欲よくも考えものだ」

「うっせえ。強欲じゃなくてハンターが務まるか」

　ちっ、とアレフは舌打ちをした。他ひ人と事ごとじゃない。わたしも多分同じことした……。

　コイン計算はわたしが四〇、フェデリが七〇、アレフが三〇、ミラが一八〇。一回の勝敗で、いきなり差が付いた……。

「では、続けよう。──ベット、一〇枚」

　コインの残り枚数のせいで、すごく重い数字になった……っ。

　わたしの手札は、ツーペア。強い役が作れる可能性はあるけど、今はむしろ弱い。

　チェンジで揃う可能性に賭けるべきか、それとも。

「エリノア、引いてもいい」

　ためらった間で手札に自信がないのが分かってしまったらしく、フェデリからそう言われる。

「……フォールド」

　少し迷ったけど、アンティ分五枚だけで負けることにした。フェデリはアレフと目配せをして、アレフがうなずいたのに息をつく。そして。

「フォールド」

　フェデリも降りた。と、いうことは。

「コール」

　アレフは受けて立った。コインの残りが心こころ許もとないのを、うっかり忘れそうなぐらい平然としてる。ポーカーフェイス上う手ますぎじゃない？

　参加プレイヤーの残りコインを超こえてのベットはできないから、二巡目でのミラはコイン一〇枚以上十五枚以下をポットに入れることになるけど……。

　ミラにアレフの態度はどう映っているのか。微かに眉まゆを寄せ、首を横に振ふる。

「フォールド」

　降りた！　安全策を取ったか。これでアレフも一勝だ。

　……というか、ここまで一回も勝ってないのわたしだけじゃない？　いや、目的達成のためには何としても自分で勝たなきゃいけない！　ってわけじゃないけど、さすがに……。

　気付いて密ひそかに焦あせりを感じたわたしの横で、フェデリがアレフに声をかけていた。

「ちなみに、手を聞いてもいいか？」

　うん、アレフの手札、わたしも気になる。迷わず受けたし、強い手なのかな？　って。アレフは引きよさそうだし。

　皆が降りてるから別に開示する必要はないんだけど、アレフはさほど拘こだわりなくカードを見せてくれた。

「別にいいぜ？　ノー・ハンドだ」

　アレフが表にして見せたカードは、見事にバラバラ。なんて胆たん力りよく……。

「ほう」

　アレフのブラフに負けて勝負を降りたミラは、明かされた手札に感かん嘆たんの声を上げる。欺あざむかれたのに楽しそう。本当にゲームしてるだけなんだと思い知る。

　……悔くやしい。

「二ターン目のためのコインを残してる時点で、ミラの手札がよくないのは予想つくもんな？　役が一つでもあれば勝ってたんだぜ？　ビビりすぎも勝機逃のがすよな」

「ふ。よいだろう。──面白い」

　コインはわたしが三五、フェデリが六五、アレフが三五、ミラが一六五。

　差が大きい。最高で三倍近い。

「……エリノア」

「何だ」

「全部は取り戻してやれないかもしれない」

　全部はというか、残れる人がいるかどうかさえ怪しい状況だと思う……。

「悪い」

「くだらん。自意識過か剰じようも大たい概がいにせよ」

　フェデリが謝あやまることじゃない。だってフェデリはアレフの脱だつ落らくを止めるために、自分がコインを支払ったんだもの。

　でもアレフのせいでもない。あのとき揃ってた手札なら、わたしも同じことしたと思うから。無駄に読み違えたのは正直言ってわたしだけだと思う。

「さあ、続けるぞ。──ベット、五枚」

「コールだ」

　保守的だけど、わたしはコールした。手札はやっぱり揃ってくれない。

「レイズ、一五枚」

　フェデリは強気だ……。いや、手札がどうでもそう行くべきなのか。わたし本当にポーカー向いてない……。

「フォールド」

　ほとんど考えず、アレフはフォールドを宣言。

「……ふむ。よかろう。コール」

　ミラも乗った。ど、どうすればいい？　わたしもアレフに倣ならって降りるべき？

「エリノア」

「まだ何かあるのか」

「もし勝てる手札が揃いそうなら俺がやろうかと思ったけど、どうもこの回は難しそうだ」

「気でも触ふれたか？」

　どうしていきなり手札弱いアピール？

「だから、君が勝て」

　もちろん、負けるつもりでなんてやってない、けど……。

「このまま続けたら、全員負けて奪われるだけになるかもしれない。とにかくコインの差を埋うめる必要がある」

「当然だろうが。何を言っている」

「俺がここで負けて君が残るなら、君はこの回のゲームで必ず勝てる」

「!?」

　なぜ言いきれるのか。わたしが理由を聞く前に、フェデリは悔しそうな目をミラに向けた。

「そうだろう、ミラ」

「ふ、ふふ。そうか。我輩に餌えさを提供してくれるか、ジョーカー。よかろう、受けてやる」

　恍こう惚こつとした表情で唇くちびるを舐なめ、ミラはうなずく。

　それで、分かった。

　ミラは今、わたしの緊張と怖おそれ、フェデリが抱いだく無念さと心苦しさを食べている。

　このゲームにかかっているものが一番大きいのは、わたしだ。だからわたしが残ることを受け入れた。勝敗を見守るだけの部外者より、自分の手にカードがあった方がかかる重圧が大きい。

　ただ、より多くの負の感情を食べるためにそうした。ゲームも、お父様もお母様も、ミラにとっては食事の手段でしかないから。

「すまない。後悔させないと言ったのに」

「……問題ない」

　まだ。まだ大丈夫。

「ただし、失態の責任は取ってもらうぞ。貴様にはこれから一層妾に尽くしてもらう」

　呪いの解除は諦あきらめる。だからできれば……フェデリにはもう少し付き合ってもらいたい。

　そう、お父様とお母様を取り戻して、わたしが王位を無事に退しりぞくまで。

「もちろんだ。必ず。──だから頼たのむ。勝て」

「任せよ」

「──さあ、女王。コールしたまえ」

　勝利と敗北が約束された茶番。でもその先は、必ず勝つ！

「コールだ」

「俺はレイズを。四五枚」

　やり取り通りに、フェデリは全額を賭けた。

「では、ショー・ダウン。我輩はノー・ペアだ」

「同じく、ノー・ペア」

　ラストで三枚チェンジしたフェデリは正しよう真しん正しよう銘めいのノー・ペア。揃ってたのを崩した可能性さえある。

「妾は、スリー・オブ・ア・カインドだ」

「ジャッジするかね」

「しない」

　するわけないでしょ、この流れで。

　賭け額のコインがわたしの手に入る。フェデリの脱落と引ひき換かえに。

「そんなに不安かね、女王。だがそれどころではないだろう？　其方が手にできる景品はすでに二つだ。何を捨てるか、決めておくとよかろう」

「っ……」

「あぁ……。緊張しているな？　それに、怯おびえている。次に誰かが脱落すれば、今度は片親を失うのが確定するのだ。無理もない。──さあ、ゲームを続けよう」

　怯えるな。喜ばせるだけだ。

　分かっているのに、負けたときのことばかりが頭に浮かぶ。

「其方の心はとても甘くて、美う味まいな」

「ふざけるなッ!!」

　負けてたまるか。

　わたしも、お父様もお母様も国の皆も、魔物にご飯を提供するために生きてるんじゃない。そのために奪われて、弄もてあそばれて、果てに失うなんて──絶対に嫌だ！

「これで、コインは女王が一一〇、来訪者が三〇、我輩が一四〇となったわけだな」

　次はきっと、アレフが削られる。

　……勝たなきゃ。絶対。何としても。

「では、勝負。ベット、二五枚」

　やっぱりアレフを削りに来た。

　ミラを睨みつつ、わたしはチェンジのために山札に手を伸ばす。

　その指先に触れたカードが、仄ほのかに温かい気が、した。

　引いたカードを確認して、わたしは僅わずかに目を見張る。手札に揃っているのはハートのＡから四までの連続数字。スートが揃えばフラッシュ。さらにハートの五がくればまさかのストレートフラッシュ。

　ここで悩ましいのがスート違いのカードが、なんとスペードのＡってこと。

　スリー・オブ・ア・カインドも狙える。確率的にはこちらを残してツーペアやスリー・オブ・ア・カインドを狙った方が手て堅がたい。

　でも、わたしの手に揃おうとしているのは、ハートのスートだ。

　カードゲームに国との親和性をなぞらえるのは、おかしいだろうか？

　けれどわたしは、信じてみたくなった。わたしの手にハートのスートが揃うのを。炎ほのおが、わたしの大切なものを護まもらないわけがないのだと。

「コールだ」

「俺はフォールドする」

　ここでミラに乗れば、アレフは勝たない限りゲームから敗退してしまう。わたしがゲームに参加した以上、降りるだろう。

「チェンジ。──レイズ、五〇枚」

　……もしこのゲームで負けても、アレフをアンティだけで削れるコインを残してきた。

　ミラがそんな無様な手を使うかは分からないけど、わたしの感情がそんなに美お味いしいのなら、やるかも。

　つまりわたしは──このゲーム、ジャッジを使って勝たなきゃいけない。

「さて、女王。次に何を諦めるかは決めたかね？」

「くだらん」

　賭けられたコインは七五枚。一度乗った以上、降りる選択肢はない。

　カードを引く手が、震ふるえる。

　──お願い。

　心臓が激しく鳴って、送られてくる血液が過剰になる。目め眩まいを覚えるほどの緊張を味わいながら、手元に引き寄せたカードを確認した。

　わたしが最後に引いたカードは……切望したハートの五では、ない。こんなときにと、笑い出したくなってしまう。

「コールだ」

　わたしの宣言を受けて、ミラが笑みを深める。

「では、ショー・ダウン。我輩の役は、フォー・オブ・ア・カインド」

　一枚だけ開示されたミラの手札は、クローバーの三。

　そのカードと宣言された役に、わたしは息を飲む。そんなことが起こるのか、と。同時に感謝した。

　わたしが愛するハートのスートと、そして最高の協力者に。

「貴様にその役は完成しない」

「……何？」

「妾の役は、ストレートフラッシュ！」

　最後にわたしの手にもたらされたのは、望んだカードそのものではなかった。ハートの五が納まるべきその場所には、すべての役割を果たせる万ばん能のうカード、ジョーカーが並んでいる。

　ハートのＡから五までのストレートフラッシュ。ハートの三がわたしの手にある以上、ミラが示したクローバーの三を含ふくむフォー・オブ・ア・カインドは絶対に成立しない。噓であることは確実。そして同じ理由でフィフ・オブ・ア・カインドもなし。三が含まれているのだから、一〇、Ｊ、Ｑ、Ｋ、Ａでしか成立しないロイヤルストレートもあり得ない。

　懸け念ねんは同じストレートフラッシュだった場合、カードランクの差でわたしの負けになるってことだけど……。二人が残って勝てる機会は、ここを逃したらきっとない！

「ジャッジだ！」

「く──、はっ、はは！　ここで、引きの強さだけで我輩を降くだすか！」

　声を立てて笑い、ミラは役を見せる。

　ミラが揃えた役は、それでもフルハウスだった。

　安全策を取ってたら、負けてたんだ。

　引きの運ももちろんある。でも願って──ううん、あのときは信じて、と言った方が正しい心境だった。その覚悟で挑いどまなかったら、ここにストレートフラッシュは並んでない。

「最後の最後で、こうも致ち命めい的てきに重なるとは！」

「知らぬのか？　炎のスートは妾を裏切らん」

　……それだけじゃないけど。

　ハートのスートの中に混ざった、ジョーカー。わたしを助けてくれたそのワイルドカードは、まったくもって、隣の人に似てる。

「君のことだけは、ジョーカーも裏切らないよ」

「……うむ」

　心境を見透かしたように囁ささやいてくるフェデリに、小声でうなずく。耳が熱い。多分赤くなってるけど、髪かみも赤いからセーフだと思いたい。……無理かな。

　からかわれたら憤ふん死しでもできそうな予感がするので、髪を弄いじって気を紛まぎらわせようと努めてみる。あ、ちょっと効果が出て……

「勝ってくれて、ありがとう。君を忘れなくて済むんだな」

　きたところだったのにぃー!!

　本当に嬉しそうな、安あん堵どの交じる柔やわらかな声こわ音ねだったから、また心臓が跳はねた。

　うぅぅ嬉しいけど、何コレ何この気分。落ち着かない。

「では、これにてゲームは終了だ。約束通り、景品を二つ贈おくろう。さあ、女王、来訪者。選べ」

「！」

　ミラのセリフに現実に引き戻され、ほっとする。今だけは感謝してもいいかもしれない！　本当に！

　そして──そんなの選ぶまでもない。決まってる。

「父を返してもらう」

「じゃあ、俺は王妃殿でん下かを。……で、いいんだよな？」

「ああ」

　アレフの問いに、即そく座ざにうなずく。

「よいのかね？　呪いはそのままとなるぞ？」

「些さ事じだな」

　呪いぐらい、どうってことない。二人が帰ってくることの方がずっと重要だ。

「貴様程度の謀はかりごとが妾に通じると、本気で思っているのか？　めでたい思考も嘲ちよう笑しようを過ぎると不快にしかならぬな」

　た、多分ね。何とかなるさ！　呪いにも大分慣れてきたし（城の人々も含む）、ラビとレビの協力が得られればそのうち何とかなるかもだし、解く方法を探せるまでフェデリが付き合ってくれればきっと、おそらく……。

「了りよう解かいした。受け取れ、女王」

　ミラが指を弾くと、水晶が割れた。宙に浮いた二人の体がゆっくりと下りてきて、床ゆかに横たえられる。

　駆け寄って、まず息を確かめた。呼吸──ある。脈もある。

　生きてる。

「っ……」

　よかった。それしか言葉が出てこない。せり上がってきた涙なみだがぽたぽたとお父様の上に落ちる。

　帰れるんだ。お父様もお母様もいる、日常に。皆で。

「さて、女王。景品の受け渡しが終了したところで、一つ提案がある」

「貴様を焼き尽くせという提案か？」

「ほう。父母が本当に目を覚まし、無事である確認をする前に我輩を殺すのかね。剛ごう毅きだな。ついでに、我輩を殺しても呪いが解けないのも本当だぞ」

「くっ……」

　二人はまだ目覚める気配がない。悔しいが、言われた通りこの状態でミラに手を出すのはためらう。

「では、一体何の話だ」

「我輩を飼う気はないかね」

「は、ァ？」

　何言ってるの？

「我輩としても不本意なのだ。勝たせるのは一人だけのつもりだった。そうすれば、どうとでも条件を付けられたものを……」

「一人を勝たせる、だと？」

「一人帰ってきて無事となれば、もう一人もと希望を持つだろう？　その状況であれば、其方は大方の要求を吞のんだはずだ」

　それは……そうかもしれないけど。でもここでどうして『飼え』になるのかが意味不明。

「我輩、其方が気に入ったのだ」

「食料としてか？」

「それもある。其方の味は格別だった」

　いらない肯こう定ていされた！　全然嬉しくない。

「其方のように、柔らかな優やさしさから生まれる負の感情は極ごく上じようなのだよ。なぜなら──我輩たちが焦こがれているからだ」

「迷惑極きわまる」

　しかもそれが鏡の国の魔物にとっては普ふ通つうで、当然の感覚だというのだから余計に厄やつ介かいだ。

「喜びの感情などただの毒。それでも其方の味であれば悪くないと思ったあたり、相当重傷だ。其方に惚ほれたのが最大の失策だな」

「……は、ァ!?」

　な、な、何言ってるの。

「ハートの国に騒乱を起こすのは、やめた。其方の感情を振り回して得られたのは渇かつ望ぼうのみ。我輩が真に欲ほしいものを得るために、其方を鏡の国に招く必要があった。交渉途と中ちゆうで邪魔をされたくなかったのでな」

　だからわざと自分の存在を示し唆さしてきたのか。

　しかし何と言われようと、ミラとは相あい容いれない。お父様やお母様、国の皆。そういった相手の大切なものを平然と交渉に使う時点で、感性が嚙かみ合あわないのは明白である。

　そしてわたしには、合わないと分かっているものを受け入れる度量はない。

「ことわ──」

「我輩、主あるじにはわりと尽くす主義だぞ。そう、たとえば──ハートの国と繫がるここの入り口だが、まだ我輩しか知らぬ。我輩がこちら側で閉じているのでな。だが、其方があくまでも否いなと言うのなら、今すぐ同どう胞ほうを招いてもよいと思っている」

　……そういえば、ミラが出入りしているということは、お父様お母様失踪時点から鏡の国との扉が開きっぱなしなんだよね？　ここ。

　なのに干かん渉しようしてきてるのがミラだけっぽいってことは……多分、噓じゃない。

「……なぜ貴様がそんなことを」

「我輩が出入りできるようになったのは最近だが、その前からそちらの様子を窺うぐらいはできた。どうにも本気にされていないようだから繰くり返かえすが、我輩は其方に惚れたのだ」

　言うなりミラはわたしの髪を手に取り、口付けた。
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「っ！」

　隣でフェデリが身じろいだ、気がした。止めようとしてくれたのかもしれない。

　ミラはそれ以上の悪ふざけはせず、摑んでいた髪を指の隙すき間まから滑り落として解放する。

　あ、あり得ない。あり得ないことされてるのに様になるってどういうことだ。

　固まったわたしを覗のぞき込んだミラは、ニィ、と笑う。理解をようやく得たと言わんばかりに、嬉しそうに。

　獣けものの獰どう猛もうさが滲にじみ出て鳥とり肌はだが立つ。同時に色いろ香かも感じて、やっぱり美形だと再認識してしまった。ええ、キャラとしてならわたしもヴェルナ好きでしたとも！　現実には側にいてほしくないけどね！

「我輩、赤は好きだ。この世界は少々冷えているのでな」

　ミラのセリフに、フェデリが嫌そうな顔をしているのが見えてしまった。思い当たる節があってミラに同情してしまったけれど、したくなかった、みたいな。

「女王。我輩を飼え」

　その美青年顔で真面目に飼えとか言うのやめてください。年ねん齢れい制限つけさせる気か！

「特典もあるぞ？　其方の解呪をかけたゲーム、いつでも受けて立とう」

　最後の景品まで出してきたか……。

　……でもぶっちゃけ、そうされなくてももうわたしに選択権なくない？　ゲームのエリノアもヴェルナにころころされてたから、わたしもそうなんだろうな……。

　もちろんただで転がされていく気はないけどね！

「確認がある」

「よかろう。言ってみよ」

「貴様と行うゲームのペナルティは何だ」

「其方の解呪を懸かけたゲームに限れば、つける気はない。それは我輩が其方の側に行くためだけの餌だからな」

　餌って、餌って！　目の前にあったら飛びつくから外れてない。くそう。

「まだ断る気かね？　ならば今すぐ結界を解こうか。道を塞ふさぐ結界を張るのと魔物が侵しん入にゆうするのと、どちらが早いか試してみるとしよう」

　大量の魔物の侵入なんて、考えただけでぞっとする。側に置いても、正体分かってる分、ミラのがマシ。

　……と、わたしが考えるのもお見通しなんだろうなあ。

　大きく息をついて、扇せん子すでミラの胸を突つく。近すぎる、離はなれろ、という意味で。

「妾のものになりたいのなら、常に妾を満足させることを考えよ。でなくば、死し刑けいだ」

　騒さわぎは起こすなって忠告が、どうしてこうなるんですかね？

　呪いをかけた本人であるミラには、どう聞こえるんだろうか。

「承知した。楽しみにしていたまえ、女王」

　通じてないし！

　結界張る準備が整ったら、即そつ行こう鏡の国に叩き落としてやるから覚かく悟ごしろ!?
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　お父様とお母様を取り戻し、ラビの処しよ刑けい回避かいひにも成功し、一件落着いつけんらくちやくを迎むかえてから。

　ラビとレビは巻き込んだアレフを気き遣づかう余裕を取り戻し、魔力無効化に耐たえられる術式を作って彼を元の世界に帰さなくては！　と、日々研究に明け暮れている。

　まあ、アレフは「勝手に来たの俺おれだし」と言いきって、こっちで骨を埋うずめてもいいぐらいのノリだった。それでいいの……？

　今は町で元気に仕事して生計立ててる。順じゆん応のう力りよくが凄すごすぎた。

　ただやっぱり家族は気になるようで、レビに手紙の配達を頼んだんだとか。

　……大丈夫かな。レビで、とレビが、の両方とも……。

　そんな感じで平へい穏おんな中、順調に回復し、とりあえずベッドから身を起こせるようになったお父様に、わたしは王位返へん還かんの相談をした。が。

「え？　いや、無理無理。私はもう王に戻れないよ？」

「妾わらわの要求を撥はねつけるだと？　父上、正気か？」

　ど、どうして？　やっとまともな状態に戻れると思ったのに。

「むぅ……」

　うろたえるわたしの隣で、お父様からカードを引いたお母様が可愛かわいらしく唸うなる。眉み間けんにしわが寄ったから、多分ババ引いた。

　分かりやすいなあ、もう。

　……わたしもフェデリやミラにはそう思われてる可能性高いけど……

「はい、エリノアちゃん」

　お父様とお母様は、ミラに勝つべくカードゲーム特訓に励はげむわたしに付き合ってくれている。読み合いとか皆かい無むだから、特訓っていうか息いき抜ぬきに近いけど。

　いいじゃないか！　ゲームで負け続けるのだってストレス溜たまるんだよ！

　──さあ、わたしは絶対ババ引かないぞ。

　意気込んで引いたカードは、ジョーカーだった。今は来なくていいんだってば……。

「だって、炎ほのおの印スートはエリノアが継けい承しようしたんだろう？　印の継承は歳としが下の者に限られる」

「継承？　正式にはまだ──父上、なぜ避さける」

「それがジョーカーなのが丸分かりだから。エリノア、君は小細工をしない方がまだ勝機がありそうだよ？」

　困ったようにお父様は笑う。むぅ。

「エリノアの言う正式にって、儀ぎ式しきをしていないという意味だろう？　あれはただの形式だ。印は、捕とらわれ、目覚めるかどうかも分からない私よりも、君の方がハートの国のためになると認めたんだ」

　ぎ、儀式で移るんじゃないの？　確か、ハートの印は左胸のあたりに出るんだよね？

　胸むな元もとを引っ張って覗のぞき込む──と。……しっかりあった。痣あざみたいなハートの印が。

　そういえば、途と中ちゆうから妙みように炎が扱あつかいやすくなったなって思ったときがあったけど、あのあたりで……なのかな？

　呪い付きだし、解ける展望全然見えないし、うろたえまくった若輩者じやくはいものだけど。

　王の証あかしたる印は──わたしに宿ってくれるの？

「ああ、でも儀式はしないといけないなあ。式典には人の意識を切きり替かえる力があるからね」

「衣い装しようはどうしようかしら。楽しみだわあ」

　お父様の手札にババがないから、お母様がカードを引く手は軽かろやか。うう。ババが移動しない……。

　それにしても、そのたっぷりな余よ裕ゆうはどこからくるんですか、お父様、お母様。

「大だい丈じよう夫ぶ大丈夫。何とかなるさ」

「起こってもないことを心配するのは、ただの損よ」

「起こってからでは遅おそいだろうが……」

　肝きもの座すわり方が半はん端ぱないんですけど。わたしが心配しすぎなの？　わたしがおかしいの？

「わたくしもいるし、お父様もいるし、エリノアちゃんには味方がいっぱいよ。だから大丈夫。ね？」

「母上……」

　そう、だね。

　お父様とお母様が行方ゆくえ不明になったとき、わたしがこの国を護まもらなきゃって思った。あのときに比べて、今は頼たよれる人が──頼らせてくれる人が、いっぱいいる。実際わたしの胸の中で、怖こわさはずっと小さくなってるもの。

「よかろう。王の座、このエリノア・ハートがもらってやる」

「うんうん、その意気その意気」

「……ところで、エリノアちゃん。紹しよう介かいしたいって言っていたフェデリくん……遅いわね？」

　遅いですね。

　おかしいなあ。時間にルーズな性格してないんだけど。

　口を開くと誰だれ彼かれ構わずのえらい悪あく態たいが出てきそうなので、丁度ゲームが終わったところでわたしは黙だまって席を立った。……負けました。

　うーん。フェデリが王宮で行くとしたらどこだろう。人に聞いていけば探せるかな。目立つ人だし。

　行き先を考えながら扉とびらを開ける、と。

「！」

　すぐそこにいた。

「……妾を待たせ、このような所で何をしている」

「ああ……まあ、ちょっとね。国王夫妻を見捨てる合理性を説といた手前、顔を合わせにくいなあ、と」

「そうする度ど胸きようもなかった者が何を言う」

　せせら笑うわたしに、フェデリは苦く笑しようする。

「それはまあ、ね。決めるべきなのは俺じゃないし」

　あれ？　フェデリがセリフ通りに受け取ってる？　珍めずらしい……っていうか、そうであってもそこも肯こう定ていするところじゃないっていうか。

　だってフェデリがその合理性を言ったのは、わたしが後こう悔かいしないよう、望む方を選ばせたうえで背中を押おすためでしかなかったんだから。

　取れる選せん択たく肢しを示して、──正しくなくっても、それでいいって。

「どこにも属さない適当な旅人と、わざわざ面識を持つ必要もないだろう。俺がいつまでジョーカーなのかさえ分からないし……」

　……あ。

「却きやつ下かだ」

　何がフェデリをためらわせたのかに気付いて、強い口調で言いきった。

「妾が、貴様を紹介すると言っているのだ。妾に恥はじをかかせるのか？　余よ程ほど死し刑けいになりたいらしいな」

「……君が？」

「そうだ」

　ジョーカーは、どこにも属さない旅人。フェデリ自身に限って言えば、属するべきではないと思っている旅人。

　なぜ人との繫つながりに消極的なのかといえば、フェデリ自身が『自分が自分である』自信がないせいだ。ジョーカーである今の自分が、そうでなくなったときどうなるのか。親しくなった相手に己を失わせるのではないかと考えているから。

　覚えていなくても、喪そう失しつ感かんをフェデリは知っている。

　……でもだからって、どうだっていうのだ！

　いずれ、かも、なんてどうでもいい。今のフェデリが望む居場所を作ってほしい。

　ジョーカーでなくなったとき？　……もちろん、わたしの存在が彼の中から失われたら、悲しい。別人になったら？　きっと戸と惑まどう。受け入れるのに時間がかかるかも。

　でも、だからって今を犠ぎ牲せいにされるのも嫌いや。

「貴様は妾の側に在あるのだから、当然だろう」

　未来を恐れて、今、望んでいない選択をするのはやめてほしい。それをしなくていいよって言ってくれたのは、貴方あなたでしょう。

　だったら、今度はわたしが言う。今の貴方が求めるものを選んでいいんだって。

　話をしたときに拒こばまないで、実際ここまで来てるんだから、居場所も繫がりも欲してないとか言わせないから。

　……それでも人の心の本当のところなんて分からないので、ちょっと不安を覚えつつ背中を押す、と。

「……ま、君がそう言うなら仕方ないね。一つ、針の筵むしろに座ってこよう」

「それでよい」

　当然、と言わんばかりの笑みを浮かべたわたしへと、フェデリの手が差し出される。

「じゃあ、行こうか」

　……行くのはいいんだけど、エスコートするのを待ち構えているようなその手は一体。

「帽子屋風ふ情ぜいが相手では、不ふ服ふくかな」

　そうじゃなくて。わたしが気になるのは真意なんだけど……き、聞きにくい。

「こ、ここまで妾に尽くしてきた褒ほう美びだ。光栄に思え？」
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　妙に気恥ずかしくて訊ねるのは諦あきらめ、どぎまぎしつつ手を乗せた。伝わってきた他人の熱に、さらに緊張が高まる。

　涼すずやかな美び貌ぼうだから何となく体温低いイメージだったんだけど、別にそんなことなかった。当たり前か。普通の人間だもの。

「まったく。どれだけ記き憶おくがあっても慣れないものだね、ご両親への挨あい拶さつというものは」

　……ん？　なんか、言い方おかしくない？

　それだと友だちを紹介するってより、もっと、こう──

「じゃあ行こうか、エリノア。ご両親にご挨拶に」

「待て、貴様、分かっているだろうな？」

「もちろんだとも」

　フェデリの笑え顔がおが、妙に黒く見えるのは気のせいか。

「よき友人でいられるように頑がん張ばりますって、ね？」

「──っ」

　やっぱそういうオチですよね！

「紛まぎらわしい言い方をするな！　貴様は死刑だ!!」
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　緊きん張ちようの面談を終え、俺おれは己おのれの仮宿である客室へ戻もどって背を伸のばした。

　エリノアはあっさり誤ご魔ま化かされてくれたけど、さすがに両親は愛娘まなむすめのことだから鋭するどかった。二人の心配はもっともだから、特別な意味で近付いてほしくなさそうな様子に文もん句くはない。

　俺はジョーカーとなったときにすべてを失った。きっと、ジョーカーでなくなるときも同じだろう。今の俺は、俺であって個ではない。

　この感情も、きっとジョーカーを継ついだ誰だれかの記き憶おくになるだけなんだ。

　だから、そろそろハートの国を出ようと思っていた。俺だって、手に入れてはいけない相手を見つめながらじっと我が慢まんし続ける自信はない。

　何のためらいもなく手を伸ばせたミラに比べて、声さえ上げる資格を持たないことが、どれだけ口くち惜おしかったことか。この先も似たような思いをし続けるなんて拷ごう問もんだし、きっといつか、俺の理性は敗北するだろう。

　……なのに、平気な顔で側にいろとか言う。

　まったく、本当。どうしてくれようか。まあ、一番悪いのはそれで簡単に留とどまる気になってる俺自身だが。

　だがそれは、答えが出てるってことなんだろう。

　ああ、厄やつ介かいだ。

　仕方がないから、歴代のジョーカーの記憶を探さぐってもなお届かない深しん淵えんの探たん索さくを決めた。俺がこのまま、彼かの女じよが求めてくれた俺でいられるかどうか、確証を得なくてはいけない。

　それまでは、頑がん張ばってよき友人でいるつもりだ。

　けど、エリノアから蓋ふたを開けてきたときは──俺の責任じゃないよな？





終
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　はじめまして、またはお久しぶりです。まずは本作をお手に取っていただきありがとうございます。

　ということで、悪あく役やく転てん生せいです。

　古今東西、様々な悪役が存在して物語を輝かせているわけですが、今回のエリノアは倒されても誰の同情も買わない、いなくなった方が世のため人のためだよ！　と言われるようなキャラ造形の皮を被かぶせてみました。強制ツンデレ主人公、いかがだったでしょうか。楽しんでいただけていれば幸いです。

　そして面白かった、趣味が合いそう！　と思った方。いらっしゃいましたらぜひ小説家になろうさんで作者名の検索を。賞に落選したものとか、流行に乗ろうとして失敗したものとか、プロットは編集会議には通ったけど実際書いたら没ぼつになったものなどを載せています。そちらも読んでいただけると嬉しいです。

　それではいつの日かまた、ご縁があることを願って。


長月遥









電子書籍特典　書き下ろし短編

『とある侍女の日常』







　わたしはニーナ・ラシオン。このハート王国で王女殿下の侍女として働いてる。

　側付きの侍女であるわたしは、一日のほとんどを仕えている王女――エリノアと一緒に過ごす。今日も、明日も……できればエリノアが女王になったあとも、側にいられたらいいなと思っている。

　そのためにも、侍女としての研けん鑽さんは怠おこたれないわ。

　気合いを入れ、エリノアの部屋の扉をノックする。

「エリノア様、お支度のお時間です」

「大丈夫。入っていいわ」

「失礼いたします」

　主あるじの許可を得て、部屋へと足を踏み入れた。

　規則正しい生活をしているためか、エリノアが寝ね坊ぼうした姿は見たことがない。今日もしっかり目覚めていて、鏡台に備え付けられている椅子に座っている。

　カーテンの隙間から差し込む光に輝く赤髪が、今日も艶つややかで美しい。吊りがちの瞳はきりっとしていて、意思の強さを感じさせる。整ったその目鼻立ちは美び姫きと呼んで差支えない。

　パタン、としっかり扉を閉めて第三者の目と耳をこの空間から排除。そしてわたしはエリノアの元へと歩み寄る。

　……む！

「……エリノア？」

「な、何かな？」

　声音を低くして呼びかければ、早速エリノアの目が泳いだ。疚やましいことがあるのがバレバレである。

　王族としてどうなの？　と思うけど、ここまで露ろ骨こつなのはさすがに親しい相手だけ。でもその辺の油断が出てしまうのか、エリノアの表情筋はどうしても素直だ。

　きっちり意図した通りの表情を作れないと、まずいとは思うのよ。

　ただ、ね……。その素直さを護ってきたのが自分たちだっていう嬉しさもあるから、エリノアが完璧に繕つくろえるようになってしまうのもちょっと複雑……。

　って、いや駄目駄目！　エリノアは将来女王になる人なんだから！　寂しいとか思ったら駄目！

　侍女として相応ふさわしくない感傷をぎゅぎゅうと胸の奥に押し込め、改めて今の問題へと向き合う。

「あなた、また自分で髪の毛を梳といたわね？」

「少し、少しだけよ。だってあまりにもがっつり絡まってて、気になって気になって……！」

「そういうときほど手を出しちゃ駄目って言ってるでしょうが！」

　こんなふうに身分が下の相手にも対等に付き合えるエリノアのおおらかさは、わたしにとって好ましい長所だ。だからわたしも遠慮せずに言うわよ。主人を輝かせたいのは侍女として当然ですからね！

「あぁもう！　ほら！　やっぱり切れてるー!!」

「て、てへっ」

「かわいこぶって誤魔化されてくれるのは、頭の緩ゆるい雄おすだけよ！　あとあなたには似合わない！」

　そう。エリノアは美人だ。強気系、派手系の美人なのだ。可愛かわいらしいあざとさはあんまり似合わない。

「まったく。両陛下が視察に出ようって見送りの日に、わざわざ傷いためなくてもいいじゃないの」

「誰も気にしない……というか、気付かないと思うけどなあ」

「甘いッ!!」

　王女の恰好が注目されてないわけないでしょうが！

「いい？　エリノア。あなたの身み嗜だしなみは全国民の品性を背負ってるの。理解してる？」

「し、してます」

「よろしい。はい、後ろ向いて」

「はい……」

　結局あんまり解けてもいない髪の毛を、丁寧に解ほぐしていく。うん、柔らかくて気持ちいい。どうしてこんなに綺麗な髪をああも雑ざつに扱えるのかしら。謎なぞ。

「……そういえば、もしかしてあなた、可愛い恰好がしたいの？」

　つい先程見た中々にミスマッチな挙動を思い返し、訊ねてみる。

「え？」

　しかし肝かん心じんのエリノアは予想外のことを言われたとばかりにきょとんとしている。そういうわけじゃないのね。

「違うならそれはそれで問題ないんだけど。ほら、あなた子どもの頃から半ば完成形を彷ほう彿ふつとさせる美人だったじゃない？　顔立ちに似合うものを――って選んで来たけど、もしかして、こう、淡いパステルカラーのふんわりした感じのドレスとか、そういう型が好きだったのかなって」

「ううん。別に拘こだわりない」

「あ、そう」

　そこまで断言されると何だかがっくりくる。もうちょっと興味持ってもいいのよ、エリノア。

「それにわたし、自分の容姿には感謝してるの」

「美人だから？」

「それもあるけど、ほら、やられたらやり返してきそうな気配あるじゃない？」

「あるある」

　倍返しが来そう。

「大人しく見られるよりずっといいかなって」

　なるほど。一理ある。

　同僚の男性たちから声をかけられる率を思い出して、わたしはうなずく。大人しめの子の方が圧倒的に多いのだ。強引に迫りやすい、みたいな打算があるのかしらね。

　もうちょっと意地の悪い見方をするなら、万が一不都合なことが起こったとき、圧力に屈くつして黙ってしまいそうな子を選ぶ傾向にある気がするわ。うん、吐き気がする。

　こうして見ても、エリノアは『大人しそう』な印象とはほど遠い。

　感謝……感謝か。もちろん悪い感情じゃない。エリノアが本心から言ってるのも分かる。

　……でも。

「それって、王女として――未来の女王として、でしょ？」

　さっきエリノアが言ったのは、単に都合がいいからって理由だった。

「あなた自身はどうなの？」

「……えっと」

　エリノアは気まずそうに一拍置いてから。

「とくに拘りない……かな？」

「そうよね……」

　そうでなければ、ドレスのオーダーをほぼ侍女任せにしたりしない。あまりにざっくり過ぎて困ったので、傾向だけでもと聞き出した注文が、「わたしが着ておかしくない、王女として許されるドレス」なあたりで、無理してるとか何とかあり得ないことだった。

「まったく。淑女教育をしっかり受けて、どうしてあなたみたいに育つのかしら」

　おざなりにしてるわけじゃない。先のドレスの件だって、信用してる侍女にしか振ってないみたいだし。――わたしはもちろん相談されてるわよ！

　でも、そういうことじゃなくて、こう……エリノアはそもそも、重きを置いてるものが受けたはずの教育からちょっとずれてる感じがするのよね。

「きっとあれよ。魂たましいの叫び的な」

「ダイヤの国の芸術家みたいなこと言っても駄目よ」

「いや、冗談じゃなくて」

　思いのほか真面目に返ってきたエリノアの言葉に、わたしは一瞬手を止めてしまった。すぐに動かしたけど。

「確かに教わったわけじゃない。でも、いつの間にかわたしの中で大切にしたいもの――するべきものの順番は決まってたの。それはきっとわたしが過ごしてきた人生の中で積み重なったもので、判断基準の源みなもとよ？　魂の主張と言っていいと思うわ」

「そう言われたら、そうね」

「一流の職人が作った作品は素晴らしいと思うし、手間暇かけて仕立てられたドレスも素敵だと思う。でもやっぱりそれらは『物』でしかないの。人の尊さには勝てないわ。そして人に貴賤はない」

　平民より価値のある宝石の存在を信じる貴族が多い中で、エリノアの考え方は珍しい。

　そして珍しいってことは、一歩間違えれば異常って言われてしまうってことでもある。

『王女』に忠実な侍女なら、多分注意するべきなのでしょうね。王宮という場所で生きるにはその考え方では息苦しいし、彼女に不利益をもたらすから。

　でもわたしは侍女という生き物ではなくて、エリノアの侍女という仕事をしているだけの、ニーナという人間だから。そうやって付き合ってくれるエリノアが好きだから、わたしは彼女の心の味方でありたい。

　そして彼女の望みのために力を尽くす。たとえそれが常識の中の異常であっても。

「一番大切なのは、人よ」

「ええ、そうね。わたしが大切なのも王女という役職ではなくて、あなた自身だもの」

　丁度髪も梳かし終わって、いい区切りだ。洗顔のために緩く纏まとめながら、告げておきたくなった言葉を口にする。

「そういうあなたが大好きよ。エリノア」

「ありがとう、ニーナ」

　ちょっと照れてはにかむ様子は、顔立ちに関係なく可愛らしい。
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「――配置換え!?」

　戴たい冠かん式しきと民衆への挨拶あいさつを終えたエリノアに、一体どうしたのかと事情を聞き行こうとしたら、本人に会う前に侍じ従じゆう長ちようであるクライン様に止められてしまった。

　しかも同時に寝ね耳みみに水みずの配置換えを言い渡される。エリノア、あなたに何が起こってるの。

「決定事項です。貴女あなたはすでに女王陛下の側付きではありません。すぐに新しい仕事場に向かうように」

「どうして……」

「心中、お察しします。しかしあまり気を落とさぬよう。おそらく事情があってのことだと……」

　はぁ？

「当たり前でしょう」

「え」

　気遣う様子を見せたクライン様にきっぱりと言い切る。それに対してクライン様は困惑を見せた。さては、慰なぐさめようとして適当なこと言っただけね。

　まったく。甘く見られたものだわ。

「いえ、あの……。観覧の庭での宣せん誓せい、聞こえていましたよね？」

「もちろんです」

　だからここにいるんじゃない。

「すぐに分かることですが、急な配置換えは貴女だけではない。貴女のように、諌かん言げんをしそうな気骨のある者は多く遠ざけられました」

「そんなことどうでもいいでしょう」

　でも、その人選で行くとクライン様は残りそうね。この方は職務に忠実だから。よっぽどじゃない限り、臣下としてただ諾と従うでしょう。

　……そういう人の方が安全ってことなのね。

「どうでもいい、のですか？」

「だって、そうするのがわたしのためってエリノア様が思ったってことですもの」

　問題は、そのエリノアに何が起こってるのかわたしに分からないってことよ！　どうすればいいのかってこと！

「……」

「いいわ。今は従います。状況が分からないから、妙なことをしないよう皆にも伝えておかないとね」

「それで……いいのですか？　陛下に、その、失望とか……」

「ないわ。だってわたしは、エリノア様を信じていますから」

「このように、いきなり忠心を裏切られてもですか？」

　裏切り。そうね。そう捉とらえる人もいるかもしれない。でも。

「わたしは裏切りになんてあっていません」

「そこまでの思い入れはなかった、と？」

「いいえ。現在進行形で裏切られてなんかいませんから。言ったでしょう？　信じているんです」

　エリノアがわたしを遠ざけるなら、そうしなきゃいけないことが起こったってこと。そしてそれはきっと、わたしのために。

「クライン様。裏切りって何？　相手が自分に理解できない、不利益な行いをすることが裏切りだと言うのなら、ずいぶん浅い『信じる』なのね」

「っ」

　その程度の思いしかないのなら、それは信じるとか言わない。ただ自分に心地良くて優しいものに甘えているだけ。

　究極には、裏切りなんてものは存在しないと思ってる。

「わたしは自分が信じた相手のことも、相手がわたしを信じてくれてるのも信じてる。だからこれは、ただ必要だっただけ。そんなことさえ疑うような浅い絆しか結べてないのに、裏切りなんてちゃんちゃらおかしいわ。信じてない相手の裏切りなんか、裏切りじゃないでしょ」

「――……」

「その程度の想いしかないなら、『信じる』なんて口にしない。その言葉はそんなに軽くないわよ」

　――ねえ？　エリノア。

　わたしはあなたの友人にはなれない。どんなに心が親しくても、きっといつか、身分が足あし枷かせになる日が来るから。

　だから決めてるの。わたしはあなたを信じる。

　友達になることができないわたしの、友情の形。だからどうか、心配しないで。

　あなたに何が起こっても、わたしは最後まであなたの居場所であり続けるから。

　……でも、ただ戻ってくるのを待つのは性しように合わないのよね。

　あんまり帰りが遅いようだったら、すぐに迎えに行っちゃうんだから。

　だから少しだけ、待っていて。

　大好きな、わたしの友達。



















不ふ思し議ぎの国くにのハートの女じよ王おう




世界ゲームの強きよう制せい力りよくで毒どく吐はきまくり!?　おかげで破は滅めつルートに入はいりそう……！
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